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「人間は、恐おそれている人より、愛情をかけてくれる人を、容よう赦しやなく傷つけるものである。その理由は、人間はもともと邪よこしまなものであるから、ただ恩義の絆きずなで結ばれた愛情などは、自分の利害のからむ機き会かいがやってくれば、たちまち断ち切ってしまう。ところが、恐れている人については、処しよ刑けいの恐きよう怖ふがつきまとうから、あなたは見み離はなされることがない」








──君くん主しゆ論ろん（マキアヴェリ）
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　ようやく藤ふじ白しろカンナはその事実に気付いたが、すでにもう遅おそすぎた。

　泊とまりがけの入学試し験けんの間無言を貫つらぬき通していた、長身の美人の頭あたまをカンナは摑つかむ。日本人形のような真っ直すぐで長い黒くろ髪かみがずるりと外れた。

　ウィッグの下したから現れたのは、パーマの掛かかったミディアムヘアの黒髪。

　カンナは無表情で言い放つ。

「７番。やはり君は、男だったのか」

　スカートを履はいたその男は、カンナを騙だまし通したというのに、少しも喜びはしなかった。それどころかその中性的な顔かお立だちを、憂うれいを帯びたものに変える。

　彼が目を伏ふせると、男にしては長すぎるまつげが、一層目立った。




　七なな星ほし学園の適合試験が行われた場所は、旅りよ館かんの一室だった。座ざ敷しき童わらしでも出そうな趣おもむきのある部屋と言えば聞こえはいいが、単に古びた部屋だ。歩くと木の軋きしむ音がするその部屋で、カンナを含ふくめた十人は最終試験を受けていた。

　学力テスト、知能テスト、体力テスト、十数人の試験官が見守る中行われた面接と、高校入試にしては慎しん重ちようすぎる審しん査さをされた後の、この特別な試験。七星学園の入学試験の名物とも言われる、泊まりがけで行われる適合試験だ。

　今年の適合試験の内容は、二十四時間、他の受験生と共に過ごし、相手が秘ひ匿とくしている名前を当てるというものだった。

　試験が行われる前に、カンナは名前を隠かくすよう試験官に厳げん重じゆうに注意され、４番の番号を与あたえられた。試験の間は、藤白カンナの名を名乗らず、番号で他の受験者と接しなければならなかった。

　それから試験官から二十枚の用紙を渡わたされた。そこには、それまでの入学試験と中学の内申書によって作られたであろう、仮のステータスデータと、該がい当とう者しやの名前が書かれていた。カンナのステータスデータと名前は11番と書かれた用紙にあった。この二十の（うち十はダミー）ステータスデータの中から、それぞれの受験生が何番に該当するかを当てなければならない。

　試験時間はきっちりと二十四時間。それまでに誰だれが誰であるかを見極める。自分が誰であるかを他のメンバーに当てさせず、他の受験生の名前を当てることができれば高得点となる。

　つまり、自分の正体を隠し、かつ相手の本性を見み抜ぬく、そういう試験だった。




　カンナは、今さっき、解答用紙を提出した。

　もちろん、カンナはこの中性的な７番の男を、女だと誤解したまま提出した。カンナは性別さえ間ま違ちがえてしまう、最悪な解答をしてしまった。

　自分の未み熟じゆくさは受け入れるしかない。しかしカンナはどうしても、自分に起きたことが納得できなかった。

「少しばかり腑ふに落ちないかな？　あまりにも、君の都合良く、万事が動きすぎていたように感じるよ」

　カンナは優ゆう等とう生せいの演技をいまだ続けながら、７番に言う。

　疑問の答えを７番はあっさりと言う。

「ああ、君にはそう感じたかもしれない。でも、その都合良さも、僕ぼくが起こしたことなんだ。君に対してここにいる全員に噓うそを吐ついてもらい、そういう流れに持っていったんだよ。──そう、君を攻こう略りやくするために、みんなに協力してもらっていたんだ」

　カンナは他者の欺ぎ瞞まんを見み抜ぬくのは得意だ。これだけ大勢が噓を吐いていたのなら、通常なら気付ける。

　しかし気付けなかった。

　誰だれもが噓を吐くことに迷いがなかったからだ。すべての受じゆ験けん生せいたちが一丸となって、カンナを騙だますために動いていたからだ。

　そんなことは、あまりに想定外の事態だ。

　なぜなら、だとすればこの７番は試験が始まってすぐ、他のメンバーをまとめ上あげたことになる。相手を騙し、騙される試験で、ただちに自分を信しん頼らいさせることに成功していたことになる。

　そんなデタラメは考こう慮りよから外していた。それが現実的な判断だ。

（しかしこの男は、そのデタラメをしたという）

　あり得ない話だが、信じるしかない。現実に起きたのだから、信じるしかない。

　信じたならば、受け入れるしかない。

　自分がこの男に敗北したことを。

「４番の君が、11番のステータスデータであることはみんな知っているよ。僕が教えたからね。その上うえ根本から間違えていた君は、残念だけど最低評価になると思うよ。七なな星ほし学園はよっぽどのことがない限り、入学はできる。けれどこの試験で、君の野望を叶かなえるのはもう難むずかしくなった。だから七星学園への入学の辞退を僕は勧すすめるよ」

　カンナは、そんなことを言い放つ７番の顔かおを見る。

　もしカンナが逆の立場なら、難なん敵てきを自分の思おも惑わく通りに葬ほうむり、愉ゆ快かいでしょうがないだろう。

　しかし、ライバルを蹴け落とすことに成功した男の顔は、冴さえないままだ。

「騙すような形で、君を陥おとしいれるしかできなかったのが悔くやしい。本来なら正々堂々と勝負をして、君を負かせたかった。僕は未熟で、卑ひ怯きよう者ものだ」

　カンナは顔をしかめる。

　まさかそれが、少しも愉ゆ快かいそうにしない理由だというのか？　だとしたら──

「ふざけているな」

　カンナは優ゆう等とう生せいの演技をやめ、素の表情を出し、吐はき捨てる。

　湧わき上あがる嫌けん悪お感かんが押さえられない。

（なんだその言いぐさは？　この試し験けんで相手を騙だますことは絶対に必要なことだ。自分の女性的な外見を駆く使しし、俺おれを騙したこと自体は、賞しよう賛さんしたいぐらいだったのだ。なのに、それが未み熟じゆくで、卑ひ怯きような行こう為いだと？　その発言こそが俺に対して失礼で、バカにした行為だ）

　カンナは７番を睨にらみ付ける。

（こいつとは根本から合わない）

　ああ、きっと相手もそう感じているからこそ、自分の美び意い識しきに背いてでも、カンナを嵌はめたのだろう。

「そうだ。その通りだ。僕ぼくは君をどうしても目の敵かたきにしてしまう」

　カンナの敵てき意いを受け止め、男は答える。

「君は優やさしい優等生のふりをしていたけれど、僕はすぐに君の本ほん質しつを理解した。君は弱肉強食学園の理ことわりを体現する人だ。しかもそこに信念はない。だから僕は君をこう評価する」

　男は強い意思を目に宿し、言った。

「暴ぼう君くん、だと」

　カンナは男を睨み返す。

「君のような人間を認めるわけにはいかないんだ。絶対に。僕はそういう学園の体質を否定するために、七なな星ほし学園に入学するのだから」

「俺も、お前のような人間を認めるわけにはいかない」

　解答用紙を提出し終えた今では遅おそすぎたが、カンナはこの男が誰だれかはすでに分かっていた。

　適合試し験けん用に渡わたされた二十のステータスデータは、七星学園に在ざい籍せきすると付けられる、本物のステータスデータに比べれば信しん頼らい度どの薄うすいものではある。しかし、自分より上うえの数値を出していた奴やつが一人いたことが気になっていた。

　カンナは左手でピストルの形を作る。そしてそのピストルの先──人差し指を自分のこめかみへと押し当て、抉えぐる。それはカンナが考えるときの癖くせだ。

　そうしてカンナは、その名前を呼ぶ。

「──茅ちヶが崎さきユキト」
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　やけに真っ白い天てん井じように付いている、この時代にしてはずいぶんアナログな監かん視しカメラを藤ふじ白しろカンナは睨にらみ付ける。いくらでも小型化できるだろうに、昔と変わらないその形は、視覚的に生徒たちを抑よく圧あつするためだろう。

　そんなことを考えながら、カンナは腕うでに付けているＣＣＣシートリプル（Constant,Control,Circle）モバイルを操そう作さする。

　四よ畳じよう半はんの部屋の大部分を占領している硬かたいベッドに、カンナはあお向けになっていた。正面には文字が浮うかんでいる。白い天井とカンナとの間にあるのは、ＣＣＣシートリプルモバイルに搭とう載さいされている、エアリアルという名の空中映像技術を用いたモニターだ。

　カンナは何度も見ているその数値を改めて眺ながめる。





【アーバンライオン】─────　７６０３

【サイケデリックスネイク】──　１９０９

【トラッドウルフ】──────　６６２

【ストライプベア】──────　４７１０

【ネイビーフォックス】────　４０

【千ち鳥どり格ごう子しの蠅はえ】───────　４９１３

【ローデンスコーピオン】───　７７９０






　七なな星ほし学園には七つの派閥セブンクリークというものが存在する。それぞれ、七つの大たい罪ざいにまつわる名の称しよう号ごうを手にした【七君主】が率いる、学園内のグループのことだ。

　どのクリークに属するかは、学園生活に大きく影えい響きようする。

　例えば【七君主】は、所属しているメンバーが獲かく得とくした成せい績せきポイントを自由に分配できる。七星学園では、定期テスト、実力テスト、特別テストの他、学園祭、体育祭、修学旅行の行事、学園外での活動等も、すべて成績に影響し、ポイントとなる。そのポイント数により、次学期でのランクが決まる。リーダーである【七君主】が、報ほう酬しゆうを分け与あたえる権けん利りがあるのだ。

　ちなみに【七君主】本人は、成績ポイントを自分に分配することはできない。だからカンナは、学園側の評価通りの成績になる。

　妙みような成績ポイントの分配をすれば、不信を感じたメンバーはすぐ他クリークに移ってしまうので、よっぽどのことがない限り、その生徒が獲得した成績ポイントはそのままにしておくのが基本だ。だが、そういうことさえできる力が、【七君主】には現実にある。

　それだけでなく、クリーク内には、それぞれの君主が決めたルールなどが存在する。しかし、しがらみがあっても、クリークに属することが基本だ。弱肉強食学園とも呼ばれるこの学園を、個人の力のみで渡わたり歩くことはあまりに厳きびしく、著しく不利になる。結果、98パーセントの生徒が、いずれかのクリークに属している。

　カンナが見ているこの数値は、それぞれのクリークと、そのクリークに属している人数を表している。クリークにとって重要なのはその人数だ。所属している人数は、そのままクリークのパワー数値とも言える。

　その数値が昨日と変化していないことを確たしかめ、カンナは思う。

（俺おれは弱肉強食学園の頂点を取る。すべての称しよう号ごうを手にする。……つもりだが、その過程で一つ目もく標ひようがある。それは、他の【七君主】の誰だれよりも多く、自分のクリークに属する人数を押さえることだ）

　カンナがＣＣＣシートリプルモバイルを操そう作さすると、エアリアルの左上に七なな星ほし学園の校章が映った。校章の横よこに『☆』マークが二つ付いている。これは【七君主】のうち、二つの称号を持っているという証明だ。

　手にしている称号は【傲ごう慢まん】と【強欲】。つまりカンナは、【アーバンライオン】と【ネイビーフォックス】を率いていることになる。

　合わせた数は７６４３人。わずかに【ローデンスコーピオン】に及およばないが、それにほぼ匹ひつ敵てきする人数だ。

　しかしカンナはその数に、まるで満足していなかった。

（確かに数値は多いように思える。だが、この数値は意味を成さない。なぜなら、【アーバンライオン】の人数を、俺が率いているとは言えないからだ。【アーバンライオン】はすでに実じつ質しつ存在していない。リーダーを失った【アーバンライオン】はもはや機き能のうせず、現在の組そ織しきは【アンチリヴァイアサン】に乗っ取られている。【アーバンライオン】という名が表示されているのは、それが学園側の公式クリーク名だからだ）

【アンチリヴァイアサン】。

　セブンクリークとは違ちがう、第八のクリークは、一生徒である【虚きよ構こう】のエフが勝手に立ち上あげた、学園非公式グループだ。高ランクの生徒が優ゆう遇ぐうされるような、七星学園の弱肉強食の制度に反対し、学園の平等を訴うつたえる団体である。

【アーバンライオン】に残っている生徒が全員、【アンチリヴァイアサン】の理念に賛さん同どうしているわけではない。むしろそれは小数だ。元々約九千人いた【アーバンライオン】に、離はなれず今も属している人間は、どう動くべきかと、情勢を見極めている生徒がほとんどである。

　消極的に属しているだけの生徒は、【七君主】の権けん限げんを用いても、動かすことは難むずかしい。真っ当にクリークに属している状態ではないからだ。さらに言えば、【アーバンライオン】のメンバーの受け皿となるクリークができれば、そちらに大量に移動することもあり得る情勢である。

　だから【アーバンライオン】の人数は、参考にはならない。

（【七君主】の座をただ奪うばい取っても、メンバーたちをそのまま率いられるわけではない。クリークへの積せつ極きよく的てきな参加をさせるためには、理由を作らなければならない）

　だがカンナは、その理由をすでに用意している。

（【アンチリヴァイアサン】の、弱肉強食学園に仇あだなすという理念を理由とすればいい。その主義に賛さん同どうする生徒は、クリークに積極的に参加していることになる）

　カンナは、【アンチリヴァイアサン】は生徒が動く理由付けになると、元より着目していた。

　カンナはこれから、【七君主】の座をすべて奪うばおうとしている。それを行う過程で、セブンクリークをめぐる情勢はどうしても混乱に陥おちいるだろう。その際に、学園に仇なすという【アンチリヴァイアサン】の理念は、行き場を失った生徒にとっていい受け皿になるのだ。

　当然、人数は今後増大する。

　だが、問もん題だいがある。

（【アンチリヴァイアサン】を率いているのは、俺おれではなく【虚きよ構こう】のエフだ）

　カンナはエフではない。少なくとも【アンチリヴァイアサン】を立ち上あげた張本人ではない。

　しかし。

（ならば、その座を完かん璧ぺきに奪えばいい）

　それはできる。

　事実、【傲ごう慢まん】の称しよう号ごうを手にし、エフとして全校集会で演説をしたのはカンナだ。

　なぜそんなことができるのか？　本物のエフは自身の正体を隠かくすために仮面を着けていた。故に、言ってみれば誰だれでも、エフに成り代わることができる状態だったのだ。

　もちろんカンナにも、だ。

　だからそのまま、成り代わり続けてしまえばいい。そうしてエフの座を完全に奪ってしまえばいい。

　伏ふく線せんは、いくつも張ってきた。

（そう、俺はエフの座を手に入れる。そのとき、俺はようやく【アーバンライオン】──つまり、【アンチリヴァイアサン】を奪い取ったと言える）

　つまりカンナが何よりも優ゆう先せんしてすべきことは。




「本物のエフを潰す」




　口にし、硬かたいベッドから立ち上がる。

　ベッド脇わきに置いたメガネを手に取り、掛かける。ここ一ヶ月、ほぼずっとエアリアルを睨にらみ付けていたせいで、カンナの視力は急きゆう激げきに落ちていた。

【七君主】の称号を二つ得ていたが、現在の状じよう況きようはカンナが目指す頂点にはほど遠かった。カンナが率いていると言える生徒は【アーバンライオン】の生徒を除くと、【ネイビーフォックス】の、たった四十人だ。しかもカンナ自身はＦランクのままであり、それどころか懲ちよう罰ばつ処分を受け、第四十四校舎に拘こう留りゆう中ちゆうだった。

　カンナがいるのは第四十四校舎──通つう称しよう監かん獄ごく棟とうの４１１号室。【傲ごう慢まん】と戦う際、計算通りに懲罰処分Ａを受けたカンナは、一ヶ月間監獄棟で過ごすことを余よ儀ぎなくされた。監獄棟は、刑務所のように看守がいるわけではないが、どこに行ってもカメラによって監視されている。その数は、通常の校舎に設置してあるカメラの数とはわけが違ちがい、死角がほぼ存在しないほどだ。その多くのカメラの中で、校則に違い反はんするような真ま似ねをしたら、その場でＣＣＣシートリプルモバイルに搭とう載さいされている麻ま酔すい剤ざいが注入される。

　しかも監獄棟の自由時間は、放ほう課か後ごから門限の十九時の間のみ。平日は七時限目まである七なな星ほし学園では、休日以外はほぼ自由時間がないようなものだ。さらにＣＣＣシートリプルモバイルの通信機き能のうも制限され、通話とメールができない。

　そのため、どうしてもこの学園の頂点に立つための活動を、制限せざるを得なかった。

（しかし、それも今日で終わりだ）

　そう、本日六月十一日の朝七時をもって、カンナの拘留期間は終わった。今は朝七時半。もうここをいつ出ても構わない。

　一時的な休きゆう養ようは終わりだ。

（また君主になるため、動き出す時間だ）

　カンナは一ヶ月間過ごした部屋を特に感かん慨がいもなく出て、必要以上に真っ白い廊ろう下かを早足で突つき進む。突き当たりの扉とびらの前に立ち、ＣＣＣシートリプルモバイル認証機き器きに左手を伸のばす。

　電子音が鳴り、扉がゆっくり下したから開ひらいた。

　朝日が足あし下もとからカンナを照らし出す。

　開く扉の向こう側に、背の低い女子が立っていた。太陽の光が逆光になっていて、少女の輪りん郭かくがはっきりと見える。耳の辺りで二つ結んだ柔やわらかそうな茶色の髪かみの毛が、キラキラと輝かがやいていた。

　監獄棟に入ってからはさすがに会う機会が減ったが、それでも見慣れた姿だ。

「出所おめでとう、カナちゃん！」

　七星七なな海み。学園長の娘むすめ。

　カンナに【強欲】を渡わたし、運命を変えた相手。

「メガネ似合うー」

　七海は馴なれ馴れしくメガネのフレームに触ふれてくる。近づいた七海からは、いつも付けているマリン系の香水の匂においがする。

　カンナは制服のポケットからロリポップキャンディーを取り出し、袋ふくろを破く。七海は、まだカンナが手に持ったままのキャンディーを、すかさずぱくりとくわえた。

「うまうま」

（しつけられた犬みたいだな）

　白い目で七なな海みを眺ながめ、キャンディーの棒から手を離はなす。

　適当に七海をあしらったカンナは、ＣＣＣシートリプルモバイルを操そう作さし始める。

　エアリアルの左側には【七君主】の顔かお写真と名前とステータスデータ、右側には元フレンズ７の顔写真と名前とステータスデータが表示されている。

　左側の画面には、上うえから【傲ごう慢まん】、【嫉しつ妬と】、【憤ふん怒ぬ】、【怠たい惰だ】、【強欲】、【暴ぼう食しよく】、【色欲】と並んでいて、【傲慢】には神楽かぐら坂ざかエリカの名前と顔写真とステータスデータ、【強欲】には七なな星ほし七海の名前と顔写真とステータスデータが載のっている。エリカの顔には『×』が付けられており、七海の顔には『△』が付けられている。他は写真の部分に『NO DATA』と書かれていて、ステータスデータは何も書かれていない。

　一方右の画面は、フレンズ７の序列順に並んでいる。序列一位礼らい羽は佐さ里り、序列二位持もち田だユリア、序列三位須す影かげ莉り々り、序列四位星ほし宮みや詠えい子こ、序列五位鴻こうの巣す桃もも、序列六位種足たなだれクリス、序列七位高たか柳やなぎ舞まい耶や──と上から並んでいて、すべて顔写真とステータスデータが載っていた。佐里と詠子の顔には『△』、クリスの顔には『？』が付けられていた。
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　カンナは持田ユリアの写真にタッチする。画面が切り替かわり、箇か条じよう書がきの文字が表示される。彼女について気付いたことがある度、カンナが書き記したメモだ。それが彼女攻こう略りやくの糸口になる。

　一通り見終わると、エアリアルに手を触ふれ、表示を消した。

「もっと早く【七君主】とフレンズ７は動くと思っていたが、助かったな。監かん獄ごく棟とうにいる間に動かれていたらやっかいだった」

　カンナの呟つぶやきに、七なな海みはキャンディーをくわえながら、こくこく頷うなずく。

「カナちゃんの予想と違ちがって、【七君主】はまだ誰だれも正体を現していないね。早く現れてカナちゃんに倒たおされればいいのに」

　七海は敵てきを倒すジェスチャーのつもりか、シャドーボクシングを始める。

「……ところで七海。お前は俺おれが、他の【七君主】を倒そうとしているのを、止めなくていいのか？」

「ん？　なんで？」

「お前にとっては、俺が【強欲】をただただしっかりと守っているのが、一番都合がいいだろう？　俺が【強欲】を持っていれば、学園側には自分が【強欲】であると記き録ろくに残るからな。俺が他の【七君主】の座を狙ねらうことは、お前からしたら望まないリスクを背負うことになる」

　七海はシャドーボクシングをやめて、カンナをじいっと見つめた。

　かと思うと、へらへらと笑みを見せる。

「カナちゃんに【強欲】を渡わたした時点でそれは諦あきらめてるし。好き勝手やってくださーい」

「ふむ……」

「あたしはカナちゃんの言うことに従うし」

　正直、七海が邪じや魔ませずいてくれるのはカンナにとってありがたかった。

「なかなかかわいいことを言うな」

　カンナの言葉に、七海はまたにんまりと頰ほおを上あげる。

「あたしかわいい？　えへへかわいいよね。んふ、知ってるー。でももっと言って！」

　七海は肩かたをペチペチと叩たたいてきた。

　苛いら立だった。

「容姿Ｂのくせに調ちよう子しに乗るな」

「ひ、酷ひどいしカナちゃん！　ちゃんと成長したらＡになるもん！」

　そう言って、自分の胸の辺りを触さわる。そこの膨ふくらみがまったくないのが、容姿Ａに届かない理由だと言わんばかりだ。

　そんなことはどうでもいいので七海を無視して、ＣＣＣシートリプルモバイルの通信機き能のうを操そう作さし始める。エアリアルに表示されている通信ＩＤは乙おと坂さか芽め依いのものだ。

　表示画面を見て、七海は不満げに目を細める。

「……恋こい人びとの前で、他の恋人と電話をし始めようとしてる。堂々と浮うわ気きしすぎだし」

（どっちかというと、仮の恋人である七海の方が浮気相手だが、わざわざ言げん及きゆうしてもうるさいだけだ。黙だまっておくか）

　発信すると、ワンコールで相手は出た。

『も、もしもし！』

　やけに意い気き込ごんだ声だった。

「芽め依い、久しぶりだね」

　カンナの声こわ色いろは先ほどまでとまったく違ちがい、柔やわらかく優やさしいものになる。完全に恋こい人びと用ように作っている声だ。

「……表情までも、にこやかになってるし」

　七なな海みの嫌いや味みっぽい呟つぶやきを、カンナはまるで気にしない。

『うん、おはよう。あ、あのね……通話機き能のうが解放されてすぐわたしに連れん絡らくしてくれたの、すごくうれしい……』

「今まで連絡できなくてごめんね。これからはなるべく毎日連絡するよ」

　芽依に対してここまで優しいのは、カンナが芽依に好意を抱いだいているからではない。芽依の自分への想おもいが役に立つことを知ったカンナは、その好意を保つために、理想的な彼氏を演じることにしたのだ。

『え、えへへ……。あ……でも、毎日は電話をしてくれなくていいよ！　わたし重い女になりたくないから！　わたしすごく軽いよ！　発はつ泡ぽうスチロールぐらいだよ！』

「芽依、喩たとえがよく分からないよ？」

　芽依に対してはあくまで優しく指し摘てきする。

『う、うん、ごめん。あ、あの……でも、わがままいい？　か、顔かおが見たいから、ビデオ通話にしてもらっていい？』

　返事の代わりに、カンナはビデオ通話を許可する。

　エアリアルに芽依の姿が映し出される。まだパジャマでいてもおかしくない時間だが、制服を着込んで、しっかり髪かみの毛もセットしていた。約束していたわけではなかったが、今日監かん獄ごく棟とうから出所するカンナから、通話が来ると思い、待ち構えていたのだろう。

『カンナくん……メガネ姿、かっこいいね』

「ありがとう。芽依も大きな瞳ひとみがかわいいよ」

　すぐに真っ赤になる芽依。『あ……あ……』と言葉を失って、頰ほおを両手で押さえている。

（チョロい女だな）

　カンナの言葉はもちろん、芽依のことを好きだとアピールするための発言だが、しかしあながちお世辞というわけではない。容姿Ａの芽依の顔立ちは、誰だれが見てもかわいいと評価されるものだ。

　と、芽依の顔がほんの一いつ瞬しゆん曇くもる。

『……あ、あれ？　七海ちゃんがいるの？』

　そのつもりはなかったが、どうやら七なな海みの姿が映り込こんでしまったようだ。

　芽め依いがそんな反応をしてしまったのも仕方ない。カンナが監かん獄ごく棟とうから出所する大切な日に、自分より先にカンナに会っている女の子がいるのだから。

『……あ、あのね！　分かってるから！　カンナくんが七海ちゃんと仲良くしてても、友達だって分かってるから！　束そく縛ばくしたりしないよ！　わたし重い女じゃないから！　綿わた飴あめぐらい軽いから！』

　表情に出ていたことに気付いたのだろう。芽依は必死に自己弁べん護ごする。

「あのさ、さっきからやけに重さを気にしてるけど」

　カンナは真しん剣けんな顔かおを作り、さらっと言い放つ。

「例えどんなに重くても、ボクは芽依を背負うよ？」

『…………～～～っ!!』

　真っ赤になってその場で倒たおれる芽依。画面から消えたまま、『……あふう』と吐と息いきだけが聞こえてくる。

　どうやらもう会話不能になってしまったようだ。

（時間がもったいない。通話を切ろう）

「大好きだよ。それじゃ」

　平然と言い放って、通話を終える。浮うかべていた優やさしい笑顔は瞬しゆん時じに消えた。

「七海。お前、嫉しつ妬とされてたな」

「……やっぱりカナちゃんにもそう見えた？　あたし芽依ちゃんにとって若干ウザい存在なのかな……へこむ……。──ってかそれ以上に言うことあるでしょ！　なんなのあの甘あまい言葉の連続！　恥はずかしくないの！　カナちゃんの芽依ちゃんへの優しさは異常だし！　あたしにもあんな甘い言葉を掛かけて欲しいし！」

「小さい顔がかわいいな」

　心なく褒ほめる。

「……うへへ」

（これでいいのか）

　芽依と同じぐらいチョロい七海を冷ひややかに見ながら、カンナは言う。

「そうだ。考えがあってな。しばらくは、必要以上なまでに、芽依のことを大切に想おもっているとアピールする。芽依のことになると、冷静さを欠いてしまうと思わせるぐらいにはな」

「ええ！　……作戦ならしょうがないけど……うう……またあたしとカナちゃんの恋こい人びと設定がかけ離はなれていく……」

「もうお前、血の繫つながっていない妹って設定でいいんじゃないか？」

「あたしの方が誕たん生じよう日び先だし！　年上だし！　そもそもなんなの、そのすぐばれる適当な設定！」

「冗じよう談だんに決まっているだろう」

　カンナの意地悪に疲つかれたのか、がっくりうなだれる七なな海み。

「……そんなことより、俺おれの通話機き能のうが解放されてからすぐに連れん絡らくしてきたのは、用事があったからじゃなかったのか？」

　指し摘てきされ、目を丸くする七海。

「ああ、うん、そうそう。すっかり忘れてたし」

　言うと、七海は今までのふざけた様子を一いつ掃そうするように、真しん剣けんな顔かおになる。

　こういう表情をしたときの七海は、いつものおちゃらけた冗談は言わない。自分たちにとって、重大な発言をする。

　カンナは気を引き締しめ、七海の次の言葉を待つ。

「あのね、カナちゃんの予想、正しかったよ」

　そうして、言う。

「茅ちヶが崎さきユキトが本物のエフだよ」
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「俺はエフ二人説を推すね」

　一ヶ月ぶりに『Ｆ１２８』の教室にやってきたカンナの周りには、ホームルーム前からバーゲン品に群がるように、クラスメイトたちが集まっていた。世話焼きの優ゆう等とう生せい像をクラスで作り上あげているカンナは、それだけの人が集まってくるほどの人望を持っている。

（懲ちよう罰ばつ処分Ａを受けたことで評価が変わる可能性も危き惧ぐしていたが、杞き憂ゆうだったようだな。気を遣つかってか、処分を受けた原因も聞いてこない）

　三時限目の休み時間ともなればさすがに人波も落ち着いてきたが、それでもカンナの席の周りには三人のクラスメイトが集まっていた。カンナはクラス内では絶やさない、優やさしい笑みを浮うかべて、会話を見守っている。

「たぶんあの全校集会をきっかけに、エフ二人は仲なか違たがいをしたんじゃねーかな？　どちらがエフを名乗るべきか揉もめてさ、茅ヶ崎って人が、正体を明かすっていう強きよう硬こう手段に昨日出たんだろうよ。……まあ俺が言ってることは全部、学内ネットで見たことそのままなんだけどな！」

　言って口元を弛ゆるめるのは、人なつっこさが特とく徴ちようの、クラスメイトの幡はた山やま親しん司じだ。ステータスデータは、『Ｄ、Ｅ、Ｃ、Ｅ、Ｄ、Ｄ、Ｄ』。所属クリークは【ローデンスコーピオン】なので、襟えり元もとにサソリのバッジを着けている。

　カンナがエフの仮面をかぶり、エリカに忠誠を誓ちかわせたように見せた全校集会以降、エフの話わ題だいは、今や学内で最も旬しゆんなものになっていた。特に現行制度では冷れい遇ぐうされているＦランクの生徒の間では、学園を変えようとするエフのことは、絶対に外せない話題だ。

　そんな状態だ。先ほどカンナが七なな海みから聞いたばかりの、『茅ちヶが崎さきユキトが昨日クロック・スターの前でエフの仮面を外し、自らをエフと名乗った』という出来事も、すでに学園中に広まっていた。

　学園中というと規模が小さそうだが、七なな星ほし学園の生徒は２８１８７人だ。その数は小さな街の全住民より多い。それなのにこれだけの速度で話が浸しん透とうするのは、エフのことがそれだけ生徒間で注目を浴びているからだろう。

「茅ヶ崎って人は、全校集会をしたエフが、偽にせ物ものだって主張してるらしいね」

　そう会話に入ってきたのは、小太りで太ふと眉まゆの大おお原はら泰たい平へいだ。ステータスデータは『Ｄ、Ｄ、Ｆ、Ｆ、Ｅ、Ｅ、Ｂ』。いつも半笑いみたいな表情をしていて、穏おだやかな性格だ。所属クリークは【アーバンライオン】なので襟えり元もとに獅し子しのバッジを着けている。だが、実じつ質しつ的てきなクリークとなった【アンチリヴァイアサン】のバッジは着けていない。

「その説だと、クロック・スターの前で、『全校集会をしたのは自分じゃない』と言い続けてたのは、茅ヶ崎って人になるのか？」

「そうだね。だから僕ぼくは、茅ヶ崎って人が本物のエフだと思う。全校集会を開ひらいた仮面の男が偽物だったんだよ。エフを名乗って、【アンチリヴァイアサン】を利用しようとしたんじゃないかな？」

「あのエリカ様を倒たおして、【七君主】になるほどの奴やつが、どうして【アンチリヴァイアサン】を利用する必要があるんだよ？　そこまでアンチリに入れ込こむ理由は？」

「それは……分からないけど」

　泰平は頭あたまを搔かく。

「大原っちが間ま違ちがってるってことだよう。どう考えても、全校集会をした方が本物だってばあ」

　甘あまったるい声で主張するのは関せき口ぐち玲れい乃の。ステータスデータは『Ｅ、Ｆ、Ｆ、Ｄ、Ｅ、Ｂ、Ｄ』。所属クリークは【トラッドウルフ】なので、狼おおかみのバッジを襟元に着けている。

　いつもおっとりとしていて、にこやかな表情をしている彼女は、『Ｆ１２８』クラスでアイドル的存在だ。しかし、誰だれにでも馴なれ馴れしい彼女の、カンナの評価は肉食系女子だ。

「そ、そうかな？」

　泰平は玲乃の主張に──正せい確かくには遠えん慮りよなく顔かおを近づけてきた玲乃に、うろたえる。

「だよう。あたしも学内ネットの掲けい示じ板ばんを見たけど、全校集会をしたのが本物だって人の方が全然多かったよ」

　胸を張って主張する玲乃に、親しん司じが口を挟はさむ。

「つーことは、茅ヶ崎って人は偽物ってことか？」

「それは分かんなーい。もしかして全校集会をやったのもユキちゃんで、でも都合が悪くなって、全校集会をなかったことにしたいのかもよ」

「あー、そういう考え方もあんのか。ってかなんだ、ユキちゃんって」

「えー、だってユキちゃんはぁ、ユキちゃんって呼び方が似合うからー。かわいいしねー。あたしユキちゃんがエフでも正直いいかなー。ユキちゃんにＦランクの現状を変えてもらって、あたしを助けて欲しい」

「玲れい乃のはエフに好感を持っているんだね」

　カンナの言葉に、玲乃はうんうんと頷うなずく。

「だって、Ｆランクを優ゆう遇ぐうしてくれるんでしょ？　それにエリカ様を従えるなんて、すっごくかっこいいよ」

　玲乃はいつも潤うるんでいる瞳ひとみをさらに輝かがやかせる。

　カンナはふと玲乃にこんなことを尋たずねてみる。

「ふふ、もしボクがエフだとしたらどうする？」

「えー、惚ほれちゃうかもー」

　言って、甘あまえるように肩かたにもたれ掛かかってくる。

「でも王子は王子のままでもあたしは満足だよー」

　そして上うわ目め遣づかい。相変わらず自分がかわいいことを自覚している態度だ。

（お前が満足するかどうかなんて心底どうでもいい）

「テメエカンナ！　芽め依いちゃんというあんなかわいい彼女がいながら、玲乃ちゃんにもちょっかいを出すなんて！　芽依ちゃんや七なな海みさんだけじゃ飽あきたらず、憧あこがれのモデルのクリスさんと仲良い上うえに、クラスのアイドルまで奪うばう気か！　イケメンふざけんな！　お前の行こう為いは美少女独禁法に抵てい触しよくする！」

「ちょっかいだなんて誤解だよ、親しん司じ。ボクはちょっと冗じよう談だんを言っただけじゃないか」

「そうだろうと許さない！　分けろ！　俺おれにもかわいい子を分けろ！」

「理り不ふ尽じんだよ……。ところで親司は、まだ【アンチリヴァイアサン】否定派なのかな？」

　急なカンナの質しつ問もんに、親司は目を丸くしてから答える。

「……うーん。ま、基本はな。前も言ったけど、俺七なな星ほし学園が好きだし。そのままでもいっかな、って感じだ」

「でもー、優ゆう遇ぐうされるようになるなら、その方がいいじゃん」

　玲乃が口を挟はさむ。

「まあそうなんだけどさー、そんな都合良くいくか？　……あ、そういえばカンナもアンチリ反対派じゃなかったっけ？　制度の方を変えるより、生徒の方が制度に合わせるべきだとかいう理由で」

「そうだったけれど、全校集会をするエフを見て、少しだけ考えが変わったかな」

「ん？　どうしてだ？」

「ボクは七星学園を変えることなんてできるわけがないって思っていたんだ。だからエフが言っていることは絵空事で、下位ランクの生徒の、人気取りをしているだけだって思っていたんだよ。だけど──エフが全校集会をした方だと仮定してだけど──エフは【傲ごう慢まん】を倒たおすまでのことをした。あれだけの絶対的君主を本当に倒した。それができるのなら、本当に七なな星ほし学園を変えられるかもしれないって思ってしまったんだ」

　カンナは真しん剣けんな顔かおを作り、続ける。

「本気で革命をできる能力を持っているのだとしたら、ボクはエフを評価せざるを得ない」

　それからカンナは、表情を柔にゆう和わなものにする。

「でも革命をするのがいいことなのかは、少し分からないな。学校を変えることがいいことなのか悪いことなのか、そこまでは判断できないよ。だけど少なくとも、ボクらにとってはいい話だよね。何せボクらはＦランクなんだから」

「そうだよねー。特にあたしなんてバカだから、上位に上あがれそうにないし」

「どうして玲れい乃のちゃんは、七星学園に入ろうと思ったんだ？」

　親しん司じが不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。

「んー、やっぱり七星学園にすっごく憧あこがれがあったんだよねー。芸能人でも七星学園の出身者って格段にかっこいいし。入学前は自分の力も分かってなかったから、努力すればＡランクになって、憧れのサウスモノポリータワーに住めるかも、とか思っちゃってたんだ。あ、というか親司くん、そんな質しつ問もんを不思議そうにするってことは、あたしをバカだって思ってるでしょー？」

「……え？　い、いやそんなことはないぜ」

　ごまかし切ればいいのに、しどろもどろになる親司。

　その態度に玲乃は唇くちびるを尖とがらせる。

「親司くんと王子のそこが大きな差だよ」

「そ、そうだったのか」

「王子はそんなこと言わないよねー」

「玲乃は何かきっかけがあれば、上位に上がれるようになると思うよ」

（大おお噓うそだが。お前みたいなアホ女には無理だ）

「ほらー、親司くんと違ちがって優やさしい」

「く……心までイケメンじゃねえか、カンナ」

「うん、決めたー。あたしやっぱりエフを応おう援えんしようっと。平等になったら、あたしもリムジンでお出で迎むかえとか、上位ランクしか味わえないことができるようになるかもしれないもんねー」

「僕ぼくもエフが本当に力があるんなら、【アンチリヴァイアサン】に入ろうかな」

　玲乃と泰たい平へいがそう言うと、親司は少しだけ面白くなさそうに「ふうん」と、頭あたまに手をやる。親司はやはり、【アンチリヴァイアサン】にいい感情は持っていないようだ。

　そうこうしているうちに、ＣＣＣシートリプルモバイルが赤く発光し、振しん動どうした。

「ほら、四時限目が始まるよ。みんな席に着かないと」

　カンナの言葉に、三人はそれぞれ反応して、自分の席に戻もどっていった。カンナは笑え顔がおで見送りながら、ＣＣＣシートリプルモバイル内のデータを検けん索さくし、現代文の電子教科書を用意する。

（ふん。バカ共と会話を合わせるのは苦痛でしかないが、これも先々のためだ。【アンチリヴァイアサン】は下位ランクが優ゆう遇ぐうされる組そ織しき。大げさに言えば、下位ランクのための組織だ。そうなるとどうしても、Ｆランクの生徒に好感情を抱いだかせることが重要になる。面めん倒どうではあるが、選せん挙きよ運動で愚ぐ民みん共に頭あたまを下さげるのと同じだと思えばいい）

　そんな不ふ遜そんなことを考えているカンナの、ＣＣＣシートリプルモバイルが振しん動どうした。

　受信したメールを開ひらく。

『言いにくいかもしれないけど、力になってあげられるかもしれないし、喋しやべりたくなったら懲ちよう罰ばつ処分になった理由を教えてね[image: かおもじ]』

　送ってきた相手──玲れい乃のに目を向けると、玲乃はかわいらしくウインクをしてきた。

（下世話な好こう奇き心しんと、俺おれへの点数稼かせぎってところか）

　カンナは素早く返信をする。

『デリケートな部分があるからメールでは言えないよ。けれど、隠かくしてるわけじゃないから、いいタイミングがあれば話すよ。それでいいかい？』

『うん。いいよ！　親しん身みになるからねー♡』

　カンナがした校則違い反はんの内容は、学内での不純異性交遊だ。もちろん欲望に押し負けたわけではなく、作戦上意図的にした行こう為いだが、発覚してしまえば評判は下がらざるを得ない。

　だが、校則違反の内容は生徒には非公開となっている。

　つまり、いくらでもごまかせるのだ。

（ならば、真相をバカ共に話す必要はない）

　カンナはどうして処分を受けてしまったかについて、どう噓うそを吐つくかはすでに考えている。適当なタイミングで用意した噓を玲乃たちに話せばいい。

（────ん？）

　またＣＣＣシートリプルモバイルが振動している。新たにメールを受信したようだ。玲乃から何か追記でもあったのかと、メール画面を開く。

　カンナはメール画面を見て、思わず顔をしかめ、腕うでを組んだ。

　通信ＩＤの数字の下したにあるプロフィール画像に、相手の全身写真が表示されている。相当自分に自信がなければこんなことはしない。男なら誰だれもが引きつけられそうな美び脚きやくの画像を、しかしカンナは煩わずらわしいものを見るように眺ながめ、送りつけられたメッセージを読む。

『昼休みに遊びに行くわよ！　出で迎むかえよろしくお願ねがいね！』

　メールの相手は、元フレンズ７序列六位、種足たなだれクリスだった。




　　　　　　　　　■




　七なな星ほし学園の敷しき地ちの最北には、滑かつ走そう路ろとヘリポートがある。山間にあり、鉄道が通っているわけではない七星学園特区にやってくるには、整せい備びが進んでいるとは言えない陸路を利用するか、空路を利用するしかない。

　頭ず上じようからやってきたのは、長期休きゆう暇か以外は一日一便しか出ない飛ひ行こう機きではなく、ヘリコプター。生徒がヘリコプターを利用するには、厳きびしい審しん査さを通過し、特別許可を得なければならない。

　種足たなだれクリスは、芸能活動のために許可が下おりた、数少ない生徒の一人だった。

（──フレンズ７、か）




　カンナはエフとして、全校集会を行った後、すぐにフレンズ７に接せつ触しよくした。

　その目的は、フレンズ７の解体と、カンナが【傲ごう慢まん】、【強欲】、エフであることを口くち封ふうじするためだ。フレンズ７を放置すれば、【アーバンライオン】内で結束し、大勢を巻き込こんでカンナに反逆することが目に見えていた。

　だから取引をした。

　取引材料は、神楽かぐら坂ざかエリカを解放すること。

　エリカはＦランクに堕おちている。カンナが【七君主】の立場を利用すれば、周りの人間にインストラクトを使わせることができる。エリカに屈くつ辱じよくを与あたえ続けることもできるし、監かん視しもできるのだ。つまり、二度と立ち上あがれないように仕向けられる。

　だから、それを望まない人間を、利用する。

　ターゲットは元序列一位の礼らい羽は佐さ里りだ。エリカの信者である佐里が、エリカへの暴ぼう挙きよを防ごうとするのは目に見えていた。事実、カンナの要求を吞のんだ。

　そうしてカンナは、フレンズ７との間で、《絶対契けい約やく》を結んだ。《絶対契約》とは、【強欲】の称しよう号ごうを持つ者だけが使うことのできる特とく殊しゆスキルだ。お互たがいが同意し合えば、法律や校則に違い反はんしてさえいなければ、どんな取り決めも有効にする。一度決めた取り決めを破れば、その者には懲ちよう罰ばつ処分Ａと同様の罰則が与えられる。

　佐里を通じて、フレンズ７に結ばせた《絶対契約》の内容はこうだ。





《絶対契約》


１．藤ふじ白しろカンナ（以下甲こう）が、【七君主】、及およびエフであることを、フレンズ７（以下乙おつ）は秘ひ匿とくする。

２．神楽かぐら坂ざかエリカ（以下丙へい）に甲はインストラクトを使わない。また、甲の指示によってインストラクトを丙へいに使うことも禁ずる。

３．乙おつは本日を以もつて解散する。また乙七名が関わった類るい似じ組そ織しきを新たに作ることも禁ずる。








　エリカに絶対の信しん仰こうを寄せている佐さ里り一人ならば、これ以上の条件も吞のみそうだったが、フレンズ７も一枚岩ではない。序列一位の佐里が望もうが、これ以上の要求をすれば、他のフレンズ７が反発し、条件を吞まなくなるだろう。できればカンナは、フレンズ７が他のクリークに移り、力を振ふるうことも防ぎたかったが、それは難むずかしいと判断した。

　うるさいプロペラの音が、思考を引き戻もどす。

　カンナはメガネを直し、再び前方へと視し線せんを戻す。

　青々とした雑草が、プロペラによって煽あおられ、宙を舞まっている。強い風圧に刃は向むかうようにカンナは顔かおを強こわばらせ、着地するヘリコプターを睨にらみ付けている。

　機き体たいが着陸すると、中からサングラスを掛かけたスタイルの良い女生徒が、すぐに降りてきた。遠くからでも彼女と分かるほどの存在感は、やはり容姿とカリスマ性のステータスがＡというだけある。

　向こうもすぐにカンナに気付き、こちらへと近寄ってくる。その優ゆう雅がな様は、まるでレッドカーペットでも歩いているようだ。

　彼女の長い髪かみが、プロペラの風によって、大きく広がっている。一本一本の毛が日の光によって黄金色に輝かがやきまぶしい。まるで彼女の内に溢あふれるエネルギーをまき散らしているようだった。

　クリスがサングラスを外し、妖よう艶えんに微笑ほほえむ。それだけのことなのに、彼女がやると、それは映画のワンシーンのようになる。

　クリスはカンナの側そばにまでたどり着くと、そのまま腰こしに手を回して、抱だきしめた。騒そう音おんがまだ大きいからか、耳元に口を寄せ、一音一音はっきり言う。

「ただいま、ダーリン」

　まるで映画の主人公にでもなった気分だ。だが、カンナは冷つめたく言い返す。

「俺おれの恋こい人びとは乙おと坂さか芽め依いだぞ」

「知ってる。んもう、つれないんだから」

　そう言って離はなれ、今度はいたずらそうな年相応の表情で微笑む。

　種足たなだれクリス、二年、Ａランク、ステータスデータは『Ｄ、Ｄ、Ｅ、Ａ、Ｂ、Ａ、Ａ』、所属クリークは【アーバンライオン】。目鼻立ちがはっきりとした顔と、日本人離れした脚あしの長さは、彼女がクオーターでオランダの血が入っているからだろう。

　カンナはふと、ヘリコプターから降りる他の生徒二人に気付く。二人とも女の子だ。

「一いつ緒しよに乗っていたのは？」

「ああ、東京で一緒に仕事してきた、『たいようシスターズ』の二人よ」

　たいようシスターズは、親しん司じたちがはまっている人気アイドルグループだ。ということはあの二人は、七なな星ほし学園に通っていると言われる、有あり栖す川がわ日向ひなたと坂さか崎ざき月つく夜よだろう。

「ねえねえ、あたしと同席した人とかどうでもよくない？　もっとあたしだけに注目してよ」

「まあ確たしかにアイドルに興きよう味みはないんだが」

　カンナは見慣れない生徒を目にしたときに、ステータスデータを必ずチェックしている。カンナが思わず尋たずねてしまったのは、タレント活動で忙しいだろうに、エアリアルに表示されているデータが、そこら辺のアイドルとは思えない高さだったからだ。

「ま、カンナが注目するのも分かるけどね。あの二人、ただ七星学園に腰こし掛かけてるアイドルじゃないよ。あたし、なんとなく彼女たちが今後どう動くか予想できるわよ」

「言ってみろ」

「言ーわない」

　臆おく面めんもなく言い放つ。

　舌打ちしそうになるカンナの顔かおに、クリスは唐とう突とつに鼻を近づける。そしてそのまま、スンスンと鼻を鳴らす。

　その顔の近さは、カンナ以外の男子だったならば、ドギマギしているところだろう。

「うーん、やっぱり好きな匂におい。エリカそっくり。これがあるからカンナに協力する気になるのよね」

　クリスにとって、カンナは自分の主あるじを倒たおし、フレンズ７を解体した敵てきだ。なのになぜかクリスは、フレンズ７解体以降、カンナに馴なれ馴れしく付きまとっている。

「俺おれはまだお前を信しん頼らいしたわけではないぞ。お前は大切なことを言わないしな」

　匂いを嗅かいでいたクリスは、上うわ目め遣づかいでカンナに言う。

「情報は小出しにするものよ。それがその人に必要とされ、大切にされるコツ。言うでしょ？　女が初めからすべてを見せちゃったら男はすぐに冷さめちゃうって。女はミステリアスな部分を残さないとね」

　相変わらず悪びれもしない。

「お前のスタンスは理解したが、約束は守ってもらうぞ」

「はいはい。フレンズ７の現在の情勢でしょ？　心配しなくてもいいわよ。きちんと話すわ」

　あんな一方的な呼び出しメールにカンナが応じたのは、それが理由だ。

「そもそもどうしてフレンズ７の情勢をお前が知っているんだ？」

　カンナは根本的な疑問をまず尋ねる。

「ああ。そうねえ……どうしようかしら？　……ま、これぐらいはいいか。元序列一位の礼らい羽は佐さ里りの指示よ。佐里は本当にエリカの信者だから、エリカがＦランクにまで転落してしまっても、君主として復活できるとまだ信じてるみたいね。フレンズ７自体は解体されても、今まで通り情報交こう換かんをしておけば、エリカが復活する際に力になれると思っているみたい。ま、すでに佐さ里りの指示に従ってないのもいるけどね」

「従わない奴やつとは？」

「元序列三位の須す影かげ莉り々りよ。報告もせずに勝手に動き回っているようね。ま、あのコは元々不ふ思し議ぎちゃんだから」

　クリスはオーバーに手を広げて、莉々が手に負えない様を表現する。確たしかに莉々についての情報は、カンナにも一切入ってこない。

「逆に元序列四位の星ほし宮みや詠えい子こは、完全に佐里に従ってるわ」

「予想通りだ。あいつはエリカを最も慕したっているからな」

「ま、だから危ういところあるんだけど……その危うさももう関係ないか。こうなった以上、ずっとエリカ、もとい佐里に従ってるでしょうからね」

　カンナは顔かおにこそ出さないが、少し驚おどろいた。詠子のエリカへの信しん仰こうが危ういことをカンナは気付いていて、利用しようと考えたこともある。しかしそれに、クリスも気付いていたとは思わなかったからだ。

「それから元序列七位の高たか柳やなぎ舞まい耶やは、今はどこのクリークにも属さないで、情勢を見極めているみたい。彼女を慕う生徒は多いから、動き出したら無視できないものになるわよ」

　舞耶が、特に下位ランクの女子生徒から支持を集めていることは知っている。元々、下位ランクをまとめるために、エリカがフレンズ７に入れた人材だ。

「さて、後は元序列二位の持もち田だユリアと、元序列五位鴻こうの巣す桃ももだけど……それはさすがにカンナも知っているのよね？」

　カンナは神しん妙みように頷うなずく。

「ああ、あの二人は【トラッドウルフ】に移った。しかも単独で移ったわけじゃない。【アーバンライオン】内で、元ユリア派と呼ばれていた勢力、約三百人を丸々率いて、【トラッドウルフ】に移った。組そ織しきとして脆ぜい弱じやくだった【トラッドウルフ】に大量に乗り込こんだ理由は言うまでもない」

　カンナはメガネのブリッジに触ふれ、言い放つ。

「乗っ取りだ」

　クリスはカンナの言葉に、肯こう定ていも否定もせず、口の端はしを上あげている。

　いつの間にかヘリコプターの音は鳴り止やみ、完全にプロペラは静止している。

「さて、昼休みの時間ももうないわ。一いつ緒しよに食事でもしましょう？」

「その前に一つだけ、お前の意見を聞いておきたいことがある」

「何かしら？　でも、これ以上秘密を話してあげる気はないわよ。そんなことより、食堂でくだらない恋こい話ばなでもしましょうよ」

「どうしたら答えてくれる？」

「そうね。あなたの唇くちびるでもくれたら、考えてあげ──」

　言い終わる前にカンナはクリスの唇くちびるを塞ふさぐ。

　もちろんこの場に、七なな星ほし学園の監かん視しカメラがないことは確かく認にん済みだ。学園側にばれてしまえば、今の行こう為いも不純異性交遊に当たり、懲ちよう罰ばつ処分の対象になってしまう。

「……ん！」

　クリスは不意を突つかれたのか、目を見み開ひらいている。カンナもまた目を開いたままで、その驚おどろいた顔かおをじっくり眺ながめる。

[image: ]

「したぞ。さて聞かせてもらおう。聞きたいのはお前の、茅ちヶが崎さきユキトの印象だ」

　種足たなだれクリスは鼻が利く。それだけ聞くとうさんくさいが、要は彼女独自の鋭するどい観かん察さつ眼がんと解かい釈しやくすればいい。

　その鼻が、どうユキトを捉とらえているか、カンナは聞いておきたかった。

　クリスは不ふ愉ゆ快かいそうに腕うでで唇を拭ぬぐい、口を開く。

「茅ヶ崎ユキト……？　昨日、自分のことをエフだと名乗った男のことかしら？」

「そうだ」

「……茅ヶ崎ユキトね。会ったことぐらいはあるわ。そうね、エフの立場を利用しようとしているせこい輩やからってところね。だってそうでしょう？　エフはカンナなのだから。……これでいいかしら？」

「よくないな、それは表面的な答えだ。肝かん心じんなことを言っていない」

「そうね。どうしようかしらね」

「またキスでもしてやろうか？」

　クリスはくっきりとした二ふた重え瞼まぶたをつり上あげる。

「ずいぶんと気分を逆さか撫なでしてくれるわね。あたしはあなたのキスが貴重だと思ったから欲しただけよ。こんなにも簡かん単たんにもらえるものならばいらないわ。もうこういう形では、あたしは二度と唇くちびるを求めないから」

「それは助かる。こう見えても恋こい人びとがいる身でな。他の女とキスするだなんて、心がすり切れるようだ」

　カンナは台本を読み上げるように言う。

「面白いことを言うわね。少し機き嫌げんを直したわ」

　それは言葉通りのようで、クリスは微笑ほほえみを見せる。

「しょうがないから喋しやべってあげる。あたしは匂においで、その人を好きか嫌きらいか判断するわ。例えば乙おと坂さか芽め依いは甘あまったるくて少し嫌い。佐さ里りは強くてしつこい香りでやっぱり好きじゃない。あたしは白黒はっきり付けたいタイプだから、第一印象で好きか嫌いか決めるわ。だけどね、茅ちヶが崎さきユキトの場合は──」

　クリスは言う。

「無む臭しゆうなのよ。だから好きも嫌いもないの」

　それがどういう感覚でのことなのか、カンナにはよく分からない。だが、ユキトが無害ということでも、誰だれにもなんとも思われないという意味でもないだろう。少なくともカンナはユキトを敵てき対たい視ししているし、ユキトが嫌いだ。

　ただこれだけは分かる。

　異様に鼻が利く種足たなだれクリスにとっても、茅ヶ崎ユキトは、例外的な人物なのだ。

（……それを踏ふまえて、今後どう戦うか……。……いや、さすがにこれだけの情報では、どうしようもないな）

　結局、キスまでして得た情報で、カンナができたのは、ユキトに対してより警けい戒かいすることだけだった。




　　　　　　　　　■




　カンナはずしりと重たいクレイモアにふらつきそうになりながらも、しっかりとそれを両手で握にぎりしめ、頭ず上じようで固定する。剣けん道どうで面打ちをするように、クレイモアをゴブリンの頭あたまに向かって、真っ直すぐに振ふり下おろす。縦たてに一いつ線せん。雑魚モンスターのゴブリンは音も立てず、そのグラフィックは粉々になって飛散する。

「カンナくん、すごいすごい！」

　芽め依いが飛び跳はねて、カンナの戦せん闘とうを称たたえる。カンナが両手を差し出すと、芽依は両手でハイタッチをした。

　芽依が着ているのは現実世界にはないであろう、青く露ろ出しゆつ度どの高い修道服。タイツは履はいているが、修道服の裾すそから伸のびている脚あしは、太ふと股ももから下したが剝むき出しになっている。

　一方カンナは銀色の甲かつ冑ちゆうに身を包んでいた。重い両りよう手て剣けんを鞘さやにしまいながら、密ひそかに溜ため息いきを吐つく。

　カンナの体力のステータスデータはＤ。Ｄのステータスは平均以上ではあるが、この手のことは決して得意分野ではない。しかし芽依の前では、できるだけいい格好をしておきたかった。

（まったく親しん司じめ。俺おれがクリスと絡からんでいることを知って、余計なイベントを用意させやがって。何がＦランクでもシミュレーションルームで遊びたい、だ。あれだけ懇こん願がんされたら、クラスでの俺の立場上、断るわけにもいかない）

　放ほう課か後ご。カンナたちがやってきたのは、第七十七校舎──通つう称しようバトル棟とうの、第十二シミュレーションルームだ。第七十七校舎がバトル棟と呼ばれる所以ゆえんは、それぞれのシミュレーションルームに、レイティングバトルの際、臨りん場じよう感かん溢あふれるバトルができる、ヴァーチャルリアリティ機き能のうを搭とう載さいしているからだ。

　ヴァーチャルリアリティ機能は、生徒たちが自由にいじってもいいように解放されており、レイティングバトル以外の用よう途とにも使うことができる。今カンナたちがやっているのもその一つだ。この、現れるモンスターを倒たおしていくだけというシンプルなゲームは、プログラムに強い生徒が有志で作った『ファンタジークライシス』というもの。シンプルではあるが、きちんと自分の身体からだを動かすことで、攻こう撃げきなり防ぼう御ぎよなりをすることができるのが売りのゲームだ。

　武ぶ器きに重量があったり、衣装にこだわっていたり、それらの点には力が入っている。だが、そこに労力を掛かけた分か、背景や音声はサンプル素材を丸々流用していた。今ヴァーチャルリアリティ機能によって作られている場所も、工夫が感じられない緑の草原となっている。

『ファンタジークライシス』の最大プレイ人数は四人なので、一いつ緒しよにここに来た親司、泰たい平へい、玲れい乃のの友人である新あら井い場ば柚ゆず子こは、別のシミュレーションルームに行っている。

　ちなみにＡランクの権けん限げんを使って部屋を予約してくれたクリスは、「あたしがＦランクの生徒と絡むわけないでしょ？」と、高飛車な態度で同行を断った。

（その割に、「大好きなカンナの頼たのみなら」と言って、わざわざ予約してくれた。クリスは本当に俺のことが気に入っているだけなのか？　正直、奴やつの思考は読めない）

　ところで、ハイタッチした後、芽依と指を絡めていたカンナに、七なな海みはねぶるような視し線せんを浴びせていた。魔ま法ほう使いの格好をした七海は、面白くなさそうに唇くちびるを尖とがらせている。

「こんなゲームでも、芽依ちゃんを守ろうとするんだね。ゴブリンは芽依ちゃんを攻撃しようとしてたのに、前に出てゴブリンを倒すんだもんね。はいはいラブラブラブラブ」

（こいつも相変わらず、俺に惚ほれているんだか分からない態度を取るしな）

　カンナは呆あきれながらもそれは見せず、メガネの奥おくの目め尻じりを下さげ、にこやかに微笑ほほえむ。

「仕方ないよ。ボクは反射的に、芽め依いを守ろうと動いてしまうんだから」

　芽依の手を離はなしながら、まったく動じず甘あまい言葉を言い放つカンナ。芽依は、「カンナくん……」と名前を漏もらし、目の中にハートマークを浮うかべている。

「わー、見せつけるねえ」

　ほとんどチャイナドレスまんまの、武道家の格好をした玲れい乃のが、バカップルをにこやかに見守っている。

（玲乃。今はニコニコしているが、俺おれに彼女がいると聞いたとき、涙なみだを浮かべていたよな）

　だからその笑みは、少なからず無理をしているのだろう。だが、それを知っていても、カンナがバカップルを演じるのを遠えん慮りよすることはない。この程度のことで胸を痛めたりしない。

「ねえねえ、もし現実でもさ、芽依さんが襲おそわれそうになったらどーするう？　やっぱり王子は身を挺ていして助けるの？」

　冷ひやかし混じりの玲乃の質しつ問もん。

　しかし、その質問に、カンナは内心ほくそ笑む。

（ああ、いい質問をしてくれたな、玲乃）

「……玲乃、あまり言いふらさないでくれるかい？」

　カンナは真面目な顔かおを作る。

　急な態度の変化に、玲乃は一いつ瞬しゆん目を丸くするが、すぐに笑顔になる。

「えー、何ー？　あたし口は固いよ。大丈夫！」

「あはは、信じて話すよ。実はボクが懲ちよう罰ばつ処分を受けてしまった理由は、まさにそれなんだ」

（このタイミングでなら無理なく、俺が懲罰処分を受けた偽にせの理由が言える。そして玲乃なら、それを言いふらすだろう。俺がいかに芽依を大切にしているか知らしめ、ついでに好感度も上あげることができる。それが今後の布石になる）

「ボクは芽依が、ある生徒に危害を加えられそうになるのを見てしまったんだ。ボクは芽依を護まもるために、その人に暴ぼう力りよくを振ふるってしまったんだよ。その後、ボクは自ら通報して、懲罰処分Ａを受けてしまった。そうだよね、芽依？」

　カンナは芽依に優やさしく視し線せんを向ける。

「う、うん」

　こくこく頷うなずく。こういうときのために、すでに口裏は合わせてある。

　もちろん芽依が襲われたなどという事実はない。だが、対外的には優ゆう等とう生せいであるカンナが、校則違い反はんをした理由として、これは納得できるものだろう。

「えー、何その理由！　かっこいいー！　でもそれって、ええと、正当防ぼう衛えい？　とかにならないの？」

「残念ながら認めてもらえなかったね。それに、どんな理由があっても、暴力という手段はよくなかったと、今になっては思うよ」

「そんなことないよー、彼女を守ったんだもん。それしかなかったんだよう。あーあ、王子、かわいそーだな……。でもそっか、それが王子が懲ちよう罰ばつ処分を受けた理由だったんだね。なんかすっごい納得したよー」

　玲れい乃のは腕うでを組んでウンウンと頷うなずいている。

「……でも、ちょっとは後こう悔かいしてるんじゃない？」

　玲乃はいつもの潤うるんだ瞳ひとみで、上うわ目め遣づかいでカンナの顔かおを窺うかがう。

「後悔？　どうしてだい？」

「だって下へ手たするとそのせいで、王子の将来に影えい響きようが出ちゃったんじゃないかな？　新学期にＥランクに上あがるのもこれで無理になったかもしれないしー」

「ボクの行動で、芽め依いを護まもることができたのなら、後悔はないよ。例えそれが、これからのボクの将来に影響をしてもね」

「……強がり言ってない？」

「まったく。だってボクの将来の中に、芽依はすでに含ふくまれているんだ。無視できないことなんだ。芽依がこの事件で傷付き、変わってしまうのに比べれば、懲罰処分Ａを受ける程度の将来への影響は、大したことじゃないんだよ。些さ細さいなものさ」

「……そっかあ」

　納得した様子だったが、明るくしていた玲乃の表情は曇くもっていた。おそらく、自分が好意を寄せている相手の恋こい人びとへの想おもいが、相当大きいものであると知ってしまったからだろう。

　一方、カンナの言葉を聞いて、自分が大切に想われていると感じた芽依は、幸せが堪こらえきれないと言わんばかりに、表情も変えられずに震ふるえている。

「…………」

　カンナはそんな芽依に少し引いた。いやドン引いた。

（どいつもこいつも、俺おれの適当な言葉に、いちいち反応しすぎだろう）

「カナちゃんバカ！　カナちゃんバカ！　カナちゃんバカ！」

　そして反応しすぎな奴やつはもう一人いた。七なな海みがカンナの肩かたをぼかぼか叩たたいてきている。

　面めん倒どうくさいので、カンナは無視したのだが、さっきまで曇った表情をしていた玲乃が、ニヤケ顔で口を開ひらいてしまう。

「なんかななみん嫉しつ妬としてるように見えるー」

「え、し、嫉妬？」

　確たしかにそう見えたし、実際その感情もあっただろう。

「うん。あれー、もしかしてななみん、王子のことー？」

「え？　えと……そんなことないし」

　七海は目を泳がせる。

（……余計なことは言うなよ）

　七なな海みが本来想定していたのは、カンナの恋こい人びとの座だった。しかし芽め依いに恋人の座を奪うばわれたため、カンナに付きまとっている理由を、芽依の友達だからということにしかできなかった。

　恋人の友達という立場なのだから、当然カンナへの好意があると思われてはまずい。

（そういう設定だった……が、そろそろ七海が付きまとっている理由が、恋人の友達だから、では厳きびしくなってきたな。それだけの関係にしては、七海は俺おれに付きまといすぎている。そのことに玲れい乃のだけでなく、他の誰だれもがおかしいと思い始めている。……もう限界だな。新しい理由を考えなくてはいけない時期だ。さて──）

　カンナは少し考え、そして口を開ひらく。

「もういいんじゃないか、七海？」

「……へ？　何が？　カナちゃん」

「ボクはもう堂々としてもらった方がいいと思うよ。安心して欲しい。ボクは煙けむたがったりはしないし、これからもこうして一いつ緒しよにいてもいいと思っている。七海も、いつまでも友達をごまかしきれないことは分かっているだろう？　芽依にも理解してもらえるように、ボクが今から話すよ」

　七海は目に『？』マークを浮うかべている。

　カンナは芽依に視し線せんを向ける。

「芽依、これからボクが話す内容に、できれば驚おどろかないで、冷静に聞いて欲しい」

　小首を傾かしげる芽依に、カンナは言い放った。




「ボクは七海に告白された」




「は、はああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　絶ぜつ叫きようする七海。

　目を見開く芽依。

　口を大きく開あけている玲乃。

「─────そ、それは本当なの七海ちゃん!?」

　しばらく続いていた沈ちん黙もくは、芽依ががっしり七海の肩かたを摑つかんで叫さけんだことで終わる。

「う、ひ……」

　七海は助けを求めるように、カンナに視線を寄よ越こす。

　その視線を無視したカンナは、芽依の質しつ問もんに頷うなずき、答える。

「本当だよ。ボクは七海に好きだと言われたんだ」

　再び訪れる静せい寂じやく。

「ひぅ……！」

　七なな海みの顔かおはすっかり真っ青になっている。

　もちろん、恋こい人びとのふりをしてくれとは言われたが、七海が告白したという事実はない。

「つ、つまりどういうことなの!?」

　芽め依いが七海の肩かたを大きく揺ゆらし、追つい及きゆうする。七海は「あわわわわわ……」と口から漏もらし、首をガクガクさせている。

「芽依、冷静になって。……そうだな、つまりね芽依。七海が、友達だからという名目でボクに付きまとっていた。それは噓うそだったってことだよ。七海は単純に、ボクと一いつ緒しよにいたかっただけなんだ」

「そ、そんな──」

　芽依は絶句して、七海を見る。芽依の肩を摑つかむ力が増しているのか、七海が「芽依ちゃん、痛い！　痛いから！」と叫さけんでいる。

「七海はボクに想おもいを告白し、こう言った。芽依と別れなくてもいいから、これからもこのまま側そばにいさせて欲しい。必死だったよ。ボクはその純な想いを無下にすることはどうしてもできなかった。彼女の気持ちを汲くんで、それを受け入れることにしたんだよ」

「だ、だから……出所したときに、わたしより先にカンナくんの側にいたの……！」

　芽依の中では一つ勝手に腑ふに落ちたようだ。

「ボクはそういう考えだけれど、芽依はどう思う？　これまで通りでいいかな？」

　カンナの提案に、芽依はすぐに言葉を返さなかった。

　恋こい敵がたきを恋人の側にいさせることなど、簡かん単たんに吞のめる提案ではない。

（だが、大だい丈じよう夫ぶだろう）

　なぜなら芽依は、カンナの言うことに、今まですべて従ってきた。これもまた従うのが自然なことだ。

　そう思っていたのだが。

「あの……わたしは、嫌いやかな…………」

　意外な言葉が返ってきた。

　弱々しい口く調ちようではあるが、はっきりと提案を否定した。

「……でも、それじゃあ七海がかわいそうじゃないかな？」

　反はん抗こうされたことを内心苦にが々にがしく思いながら、カンナは芽依を説得する。

「そうだけど……。でも、それって少し……七海ちゃんに優やさしすぎないかな？　わたしは……そのことに、耐たえられないかもしれないよ。ごめんね。重い女でごめんね。でも、うん、やっぱり嫌だよ……」

　そうして芽依は七海を見つめる。

「七海ちゃん」

　七なな海みの肩かたを、また強く摑つかむ。

「半はん端ぱな覚かく悟ごだったら、今後カンナくんに近づかないで欲しい……かな？」

（ふむ、どうやら、俺おれの思い通りに事は動かなかったようだ。どうしたものか？）

　普ふ段だんカンナに自己主張しない芽め依いが、口く調ちようはともかく、内容はかなりきついことを言っている。そこには、かなりの決意と、そして怒いかりがあるのだろう。

　それが分かるのか、肩を摑まれ、逃げることができない七海は、涙なみだ目めになっている。

　その間にも、芽依の怒りは増してきているようだ。顔かおをうつむかせて、わなわなと震ふるえている。

（まさに修しゆ羅ら場ばだな。やれやれ）

　他人事のように思うカンナ。

「……どうしてかな？　どうしてわたしがこれだけカンナくんのことが好きだって知ってるのに、告白とかしちゃうかな？　友達なのに、どうしてわたしたちの関係を壊こわすようなことをしちゃうのかな？　ねえ、おかしいよね？」

　顔をうつむかせている芽依は、小さな声で、しかし心の底から吐はき出すような低い声で、ゆっくり七海に言う。

「……うん、でもそれは許す。許すよ。好きな気持ちを処理できないのは苦くるしいもんね。わたし、それぐらい理解できる。…………理解してあげる」

　顔を上あげる。

　目にはあまりに芽依に似合わない、鈍にぶく、強い光が宿っている。

「ひぃ」

　小さく悲鳴を上げる七海。

　だが、その悲鳴も無視し、芽依は続ける。

「だからせめて、この場で身を引いて」

「ううう……」

　七海はすっかり怯おびえ、カタカタ震えている。

　さっきから助けを求める視し線せんを寄よ越こしているが、カンナはそれに気付かないふりをした。こうなってしまってはどうしようもない。

　七海は、よっぽど「身を引いて」という言葉に頷うなずきたいだろう。だけど、そういうわけにもいかない。七海にはカンナに付きまとわなければならない、明めい確かくな理由がある。七海は【強欲】の座を守るために、カンナを監かん視ししなければいけないのだ。

　だから言わなければならない。

「は、離はなれないよ……」

　その意志を伝えなければならない。

「どうして？」

　シンプルな芽め依いの一言がまた重い。

　事実を言えない七なな海みは、こう言うしかなかった。

「あ、あたしの方がカナちゃんが好きだし……！」

　それぐらいしか自然な理由がなかった。

　完全に芽依を敵てきに回す発言。でももう七海は引き下さがれない。

「……カナちゃんから離はなれないし！」

　だから、やけくそのように叫さけんだ。

「────」

　それに対する、芽依の返事は。




「────へえ」




　だった。

　芽依は突つき放すように肩かたから手を離はなし、七海を解放する。

　もう七海は堪こらえきれず、目に溜ためていた涙なみだを流した。

「う、うう…………」

　こうして二人の友情は、完全に終了した。

（女同士の友情というのは、かくも脆もろいものだ。特に恋愛事となれば、簡かん単たんに壊こわれる。やれやれ）

　自分が原因のくせに、他人事のようにそんなことを思うカンナだった。

（まあだが、一応七海に、これからも付きまとえる自然な理由を作れた、と思っていいか？　この修しゆ羅ら場ばの模様は、黙だまっていても玲れい乃のが広めてくれるだろう。これで七海が俺おれの側そばにいることを、誰だれも疑問に思わない状じよう況きようが作れた。七海は芽依から敵意を浴びせられ続けるだろうが、それは些さ細さいなことだから耐たえてもらおう）

　七海にとって些細なのかは知らないが、カンナはそう結けつ論ろんを出して、切り替かえた。

　カンナはメガネのブリッジに触ふれ位置を直すと、手を叩たたく。

「さて、みんな、次のモンスターを倒たおそう」

　カンナはゲーム画面を操そう作さし、次のモンスターを呼び寄せる。

「……うう……カナちゃんめ……何事もなかったかのように……！　後で覚えてろし」

　ヴァーチャルリアリティ機き能のうによって作られている緑の草原は一度黒く暗転すると、目の前に次のモンスター、オークが登場する。

　カンナは再びクレイモアを構え──たところで、ＣＣＣシートリプルモバイルが震ふるえ、目の前からオークが消え、草原が消え、シミュレーションルームは元の黒い電脳的な部屋に戻もどった。

「んー？　どうしたんだろう？　故障かな？」

「いや、違ちがうよ。これは──」

　玲れい乃のの言葉にカンナが答える前に、それぞれのＣＣＣシートリプルモバイルから音声が発せられる。




『【七君主】が全校集会の開かい催さいを決定しました。これから緊きん急きゆう集会が行われます。各自、指定する場所へ集まってください』




　　　　　　　　　■




　七なな星ほし学園の全校集会は、学校内だけではなく、七星学園特区全体に映し出される。生徒以外の七星学園特区に住む人間にとっても、全校集会の内容は自分の生活に深く関係するため、無視することはできない。また七星学園の動向を追いかけているマニアにとっても、絶対に見み逃のがすことはできないイベントだ。

　それだけ、全校集会は、大勢の人間に注目されている。

　Ｆランクの生徒は、第十六体たい育いく館かんに集合させられた。他のランクの生徒も、それぞれの集合場所に集められているだろう。生徒たちのざわめきの中、第十六体育館の巨きよ大だいなエアリアルに映し出されたのは、カンナが見慣れた第二校舎の庭園だった。かつて【アーバンライオン】を治めていた、【傲ごう慢まん】とフレンズ７にとっての、象しよう徴ちよう的てきな場所である。

　その、かつての聖地とも呼べる場所に、二人の女性が立っていた。

　あまりに有名な二人だ。全校集会を開ひらいたのが誰だれか分かり、第十六体育館に集まる生徒たちは、さらにざわめき始める。

　二人は、大理石のテーブルの後ろで、それぞれわずかに口の端はしを上あげて、言う。

『こんにちは。元フレンズ７序列二位、持もち田だユリアだ』

『こんにちは。同じく元フレンズ７序列五位、鴻こうの巣す桃ももです』

　緊急の全校集会は【七君主】でないと開けない。つまりこの光景は、かつて頂点に位置したが、【アーバンライオン】の崩ほう壊かいと共に凋ちよう落らくしたはずのフレンズ７の二人が、今度は【七君主】になり、力を取り戻もどしたことを意味する。

　持田ユリアは、画面の向こうでざわめいている生徒たちの反応を見み越こしているように、余よ裕ゆうめいた笑みを携たずさえている。

『まず、知らせることがある』

　そして、その真実を告げる。

『私が【憤ふん怒ぬ】になった』

　だが、それには周囲は驚おどろかない。どの【七君主】になったのかについては、さほどの関心はない。

　生徒たちが気になっているのは、どうしてユリアが全校集会を開いたのか、どうして自らが【七君主】であることを公表したのかということだ。

　自らを【七君主】であると明かすのは、常じよう套とう手段ではない。むしろ人数が少なく、力のない【トラッドウルフ】の長おさであることを明かすのは、普ふ通つうに考えれば愚ぐ策さくに思える。他に【七君主】になりたい人間につけ狙ねらわれ、その座を奪うばわれてしまう可能性が高いからだ。

　だがそんなことを、ユリアは百も承知だろう。その上うえで正体を明かしているのだ。つまり、リスクを負ってでも、自らの立場を明かすメリットがあるということ。

　そのメリットとは？

　カンナは、画面に映っている、あるものを凝ぎよう視しする。

　カンナでなくとも、全校集会に参加している人間は誰だれもが気付いている。

　庭園に置いてある大理石のテーブルに、エフの仮面が置いてあることを。

『告白しなければいけないことがある』

　ユリアはその仮面を手に取る。

『私はエフの正体を知っている。かつての私たちの君主と戦うのも見てきたからだ。その生徒を公表する。エフの正体は──』

　仮面を胸に抱かかえ、淀よどみなく口にする。




『──藤ふじ白しろカンナだ』




　カンナは口元を押さえる。どうしてもつり上あがってしまう口の端はしを隠かくすためだ。

（ああ……やりやがった）

《絶対契けい約やく》により、カンナがエフであると漏もらすのは禁じられている。破れば懲ちよう罰ばつ処分Ａを食らうため、Ｆランクに堕おち、監かん獄ごく棟とうに一ヶ月間放り込こまれる。

　それなのに、ユリアは告白を選えらんだ。

　ユリアは判断したのだ。自分が懲罰処分Ａを食らってでも、エフがカンナであることを全校集会で述べた方が得策だと。そうすることで、結果、カンナを倒たおすことができると。

　それだけの犠ぎ牲せいを払はらうのだ。きっと、あらゆるケースを想定し、慎しん重ちように判断しただろう。そしてこう結けつ論ろんを出したのだろう。

　こうすれば、勝しよう機きがあると。

　つまり、言うまでもなく、これは。

　──カンナへの、これ以上ない、宣戦布告だ。

　カンナの元に、生徒たちの視し線せんが集まり出す。しかしそれを無視し、大画面を見ることのみに集中する。

『この言葉が噓うそ偽いつわりでないことはこれから証明される。私は藤白カンナの姦かん計けいにより、この後懲罰処分Ａを受けてしまう。だが、彼にとって皮肉にもそれが、私の言葉が真実である証明になる。私がどれだけの覚かく悟ごを以もつて告白をしたのかが、画面を通じ目に見えて分かるからだ』

　ユリアのＣＣＣシートリプルモバイルが黄金色に光り、警けい告こく音おんのような耳障りな音が鳴っている。その音は、《絶対契けい約やく》を破ったことを表している。

『藤ふじ白しろカンナが、かつての私たちの君主、神楽かぐら坂ざかエリカを没ぼつ落らくさせた。彼女は【傲ごう慢まん】の称しよう号ごうを奪うばわれ、懲ちよう罰ばつ処分Ａを受け、Ｆランクにまで堕おちた。彼女の能力を知る私には──いえ、皆みなにも分かるだろう。正々堂々と彼女に立ち向かい、陥おとしいれることは不可能だ。つまり、藤白カンナが卑ひ劣れつな手段を用いて、神楽坂エリカを陥れたのは明白』

　語るユリアの表情は、自分がこれから懲罰処分Ａになるというのに、余よ裕ゆうを携たずさえたまま変わらない。

『そんな藤白カンナが、最大クリーク【アーバンライオン】を崩ほう壊かいさせ、やりたかったことはなんだろうか？　ここで一つ、事実がある。まだ如によ実じつには表れていないが、【アーバンライオン】という大きな力が失われ、学園のバランスが崩くずれている。これから学園が混乱に陥おちいるのは確かく実じつな状じよう況きようだろう。その混こん沌とんを作り上あげたのは誰だれだ？　言うまでもない。藤白カンナだ。ならば、そこまでして彼が成し遂とげたいこととはなんだろうか？』

　ユリアはわずかに仮面へと視し線せんを落とす。

『まずここで前提を聞いて欲しい。彼は【傲慢】の称号を得る前から、【七君主】であった。彼はすでに【強欲】の称号を得ていた。にも関わらず、【傲慢】をも欲した。それはどういう意味を指すか？　明白だ。彼は神楽坂エリカから【傲慢】を奪い取っただけでは物足りないということ。彼は、【強欲】の名の通りに、すべての称号を手にしたいと思っている。しかしそれを実行するには、学園に秩ちつ序じよがあるままでは不可能だと判断した。そう、だから彼は、七なな星ほし学園を意図的に混乱へと陥れた。その方が他の【七君主】の座が手に入りやすい。ただ、それだけの理由で』

　ユリアは画面に真っ直すぐ視線を向ける。

『藤白カンナはこの後のちも暴ぼう走そうし、さらなる混乱を学園に巻き起こす。それらはすべて、自らが権けん力りよくを得るためだ。そんな蛮ばん行こうを見み逃のがすわけにはいかない。【アンチリヴァイアサン】は、エフが言うような弱者を救済する組そ織しきではない。藤白カンナの野心を満たすための手段でしかないのだ。【アンチリヴァイアサン】を、これ以上増長させてはならない』

　ユリアはエフの仮面をテーブルに戻もどし、懐ふところからナイフを取り出す。祭事の際に使いそうな、煌きらびやかなナイフだ。

『私はここに、宣言する。【傲慢】を取り戻し、【アーバンライオン】を復活させることを。学園の秩序を取り戻すことを。私は、七星学園の生徒すべてのことを想おもい、背負っていた、神楽坂エリカの意志を継つぐ。そのために──』

　ユリアは手に持ったナイフを、テーブルに置いたエフの仮面へと突つき立てる。

　エフの仮面は、ひびが入り、二つに割れた。

『──エフという暴ぼう君くんを倒たおす』




　第十六体たい育いく館かんでは、カンナに集まる視し線せんは無視できないものになっていた。カンナはこの状じよう況きようにはどの表情が正しいだろうかと考え、困こん惑わくする態度を取ることにした。

「カンナ……」

　人波をかき分け、側そばにやってきた親しん司じが、半信半疑の様子でカンナに言葉を掛かける。

　軽く辺りを見み渡わたすと、泰たい平へいも、玲れい乃のも、他のカンナを慕したっていたクラスメイトたちも、似たような表情でカンナを見ていた。

　カンナはどういう態度で、Ｆランクの生徒に接するか、すでに決めていた。

「待ってくれ親司。ボクがそんなことをするわけがないだろう？　彼女たちは何か勘かん違ちがいをしているんだ」

　必死に否定する。

　しかし、せっかくの熱意を込こめた言葉にも、親司たちの表情は変わらない。

「そ、そう思いたいけどよ……」

「……信じてくれないのか？」

「だ、だってよ……。他の人が言ってるんだったら、何を無茶苦茶なことをって笑うけどよ。でも、言ってるのは、【七君主】の一人、【憤ふん怒ぬ】なんだぜ？　元フレンズ７序列二位の、持もち田だユリアなんだぜ？　【アーバンライオン】内でユリア派という三大派は閥ばつの一つを率いていた人なんだぜ？　それほどの人が、Ｆランクに堕おちるのを覚かく悟ごで、適当なことを言うか？」

「…………」

　カンナも分かっている。ユリアの発言の信しん憑ぴよう性せいは揺ゆるぎない。

　しかしカンナは説得を続ける。

「……分かってくれ、親司。ボクはエフじゃない。ボクが元々【アンチリヴァイアサン】の活動に否定的だったのも、親司は知っているだろ？　ボクが、地道に努力を重ね、一つずつランクを上あげていこうとしていた様も見てきたはずだ」

「そうだけどよ……。でも、それも……演技かもしれない」

「そんな！」

「すまん、友人にこんなことを言わなきゃいけないのは、心こころ苦ぐるしいよ。でも……俺おれ、何を信じていいのか今は……」

　親司は拳こぶしを握にぎりしめて、言い放つ。

「だから……納得させてくれよ、カンナ！」

　しかし、親司をこの場で納得させる言葉を、カンナは持ち合わせていなかった。

　自分がエフでないと証明することなどできない。少なくとも、ユリアの発言以上の説得力は持たせられない。

　大画面の向こうの庭園では、ユリアが黒服の男たちに連れて行かれる様が見えた。演説者は変わり、元フレンズ７、序列五位の鴻こうの巣す桃ももが話し始める。カンナはどうしてユリアがこの場に桃を呼んだのかは分かっている。桃がフレンズ７までのし上あがれた理由の大きな一つは、その演技力と演説力にあるからだ。

『わたしはエリカさんの清せい廉れん潔けつ白ぱくな信念を信じていました。しかしそれをエフは壊こわしたんです』

　涙なみだながらに桃は訴うつたえる。その感情を揺ゆさぶる演技は、それが彼女の能力であることを知っていても、心に来るものがあるほどだ。

（ヒトラーは『わが闘とう争そう』の中で述べている。『人を説得しうるのは、書かれたことばによるよりも、話されたことばによるもの』だと。分かってはいたが、生徒たちの考えを操あやつるには、鴻巣桃の能力は貴重だ）

　彼女たちの狙ねらいは分かっている。

　神楽かぐら坂ざかエリカは独裁者だったが、彼女のカリスマ性に魅み了りようされる生徒は多かった。エリカが学園に安定をもたらしていたこともまた事実だった。エリカに従っていた人たちは現在、誰だれを支持していいか分からない立場にいる。ユリア、桃は、エリカを御み輿こしにして、その人間たちを【トラッドウルフ】に集め、力を集約しようとしているのだ。

　これで、【トラッドウルフ】の人数は、格段に増えるだろう。特に、どうするべきか決めかね、【アーバンライオン】に残っていた人たちは、ほぼ【トラッドウルフ】に移るだろう。クリークを移るために、若干の成せい績せきポイントが必要なことは、移い籍せきの障害にならない。

　カンナが【傲ごう慢まん】を持つことで握にぎっている人数が、奪うばわれていく。

　演説は続く。

　先ほどまでユリアが理り屈くつで訴え、今は桃が情で訴えている。




　エフが、憎にくむべき敵てきである事実を。




　ＣＣＣシートリプルモバイルが振しん動どうし、メールの着信を告げる。カンナはパーソナルモードでエアリアルを表示させ、七なな海みから届いたメッセージを読む。

『全部ばれてるよ、どうするの！』

　その通りだ。唯ゆい一いつ七海にしか明かしていない、学園を混こん沌とんへと陥おとしいれるという目もく論ろ見みすら、ユリアは当てている。

　カンナはエアリアルの表示を消し、周囲の顔かおを見み渡わたす。

　まともに弁明できないカンナに向けられている視し線せんは、すでに半信半疑ですらなくなっていた。その視線は、カンナがエフで、暴ぼう君くんであると信じて疑わないもの。

　親しん司じの視線も、すでに諦あきらめたものになっている。

　カンナはクラスメイト、Ｆランクの生徒たちの反応を見て、確かく信しんした。

（どうやら、持もち田だユリアによって、俺おれのＦランクでの日常は終わりそうだ）

　困こん惑わくの表情を対外用に作りながら、カンナは思う。

（ああ、なんて──）




（なんて俺の思惑通り動いてくれるんだ、持田ユリア）




　カンナは不ふ敵てきな笑いが出ないように、我が慢まんするのに必死だった。まったくもう、笑いたくてしょうがない状じよう況きようだ。

　フレンズ７の誰だれかが、こういう判断に出るのは分かっていた。懲ちよう罰ばつ処分Ａを覚かく悟ごで、全校生徒を巻き込こみ行動に移す輩やからが出てくる予測を、カンナは《絶対契けい約やく》をしたときにはすでにしていた。それがユリアであろうことも分かっていた。

　そもそもカンナが《絶対契約》で、エフであることを漏もらすのを防いだのは、それを告白されたら困るからではない。自分がエフである信しん憑ぴよう性せいを高めるためだったのだ。

　そう──カンナにとって都合のいいことを封じるなど、まさか思うまいという判断。

　カンナは愉ゆ悦えつを抑おさえ込み、左手でピストルの形を作る。そしてその先──人差し指の先を、自分のこめかみへと押し当てる。

　それは思考するときのカンナの癖くせだ。

　改めて確かく認にんする。

　今、カンナにとって最さい優ゆう先せんの事じ項こうを確認する。

　それは──本物のエフを潰し、エフの座を奪うこと。

　そのことを踏ふまえて、周りを見み渡わたす。

（ああ、なんていい視し線せんだ。見ろ、誰もが持田ユリアの言うことを信じている。俺がエフであるという噓うそを信じ切っている）

　これならば間ま違ちがいない。

（俺はエフになれる）

　カンナの狙ねらい通り。

　これは、カンナがエリカと戦っているときから、布石を打っていたおかげで起こせた状況だ。

　カンナはエリカと戦っている時点で、エフを奪うばい取ることをすでに考えていた。エリカが陥かん落らくすればフレンズ７が動き出すことは分かりきっている。カンナを目の敵かたきにすることも分かりきっている。

　それを踏まえ、エリカとフレンズ７の前で、自分がエフであると誤解させる行動を取っていた。芽め依いにそう言わせ、レイティングバトル中にエフの仮面を七なな海みにかぶせ、見せもした。さすがにその段階で、布石を打っているとは思わないフレンズ７は、そのままカンナがエフであると受け止めてしまうだろう。その上うえでの、あの《絶対契約》の内容だ。

　確たしかに、ああいった演説をされ、エフをいかにも悪にされてしまったことによる障害はできた。

　しかしそれは、完全にエフを奪うばい取った後で、どうとでもなることだ。

「ああ……信じてくれ、親しん司じ、みんな！　ボクはエフじゃない！」

　悲痛な表情を作り、訴うつたえる。そんな自分を客きやつ観かん的てきに見て、カンナはどうしても吹ふき出しそうになる。

（一度否定してみることは後々重要だからしているだけ。ああ、お前らバカなＦランクは、垂れ流した情報を、ただただ鵜う吞のみにして信じていろ）

「みんな、信じてくれよ！」

（Ｆランクの日常が終わる？　どうでもいい。それはただ、次のステージに行く準備が整ととのっただけのこと）

　しかもユリアが、【七君主】であることを明かしたおかげで、【憤ふん怒ぬ】の座も奪える機き会かいを得た。それはユリア側がわに、【トラッドウルフ】内で【アーバンライオン】を復活させる意図があったからだが、カンナからしたらそんなことは関係ない。

　わざわざ鴨かもが葱ねぎを背負ってやってきたことに変わりない。

　ユリアを倒たおし、エフを手にしたとき、カンナが率いるクリークの人数は、最大の人数になる。目安となる目もく標ひようの数値を達成できる。

（…………ふふ）

　カンナはこめかみから指を離はなす。

（もうほとんどエフは手中だ。本物のエフが、自分こそ本物だと主張したところで、この状じよう況きようの前ではかき消える）

　とうとう我が慢まんできなくなり、口の端はしを上あげる。

（さて、どうするんだ？　茅ちヶが崎さきユキト）




　　　　　　　　　■




　ユリアが敢かん行こうした全校集会後、セブンクリークの人数は、こう移り変わった。


【アーバンライオン】─────　５４６８

【サイケデリックスネイク】──　１９０９

【トラッドウルフ】──────　２８１６

【ストライプベア】──────　４７０８

【ネイビーフォックス】────　４０

【千ち鳥どり格ごう子しの蝿はえ】───────　４９０９

【ローデンスコーピオン】───　７７８０
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　エフという名前は、filterの頭かしら文字のＦだ。

　茅ちヶが崎さきユキトが自分にその名前を付け、仮面をかぶったのは、【アンチリヴァイアサン】が偏へん見けんに晒さらされるのを防ぐためだ。一年前期時点でトップクラスであるＢランクであり、かつ『Ａ、Ａ、Ａ、Ａ、Ｓ、Ａ、Ｃ』の高いステータスデータを晒してしまえば、ユキトの発言が額がく面めん通りに受け取られることはない。おそらく多くの人が、【アンチリヴァイアサン】は理念のためではなく、ユキトが今後、七なな星ほし学園でのし上あがるための武ぶ器きとして作り上げたものと考えるだろう。

　それもそうだ。学園に虐しいたげられているわけでもない、恵めぐまれた境きよう遇ぐうの人間が、革命を本気で望むと思われるはずがない。金持ちが「財を捨てよ」と主張しても、そこに裏があると思われてしまって当然だ。

　だから絶対に、フィルターが必要だった。

　仮面をかぶり、顔かおを隠かくせば、ＣＣＣシートリプルモバイルでステータスデータを読み取ることはできない。そうして自分の正体を隠した。

　しかし今、ユキトはその仮面を外そうとしている。

　誤解されること以上の緊きん急きゆう事態が、ユキトに訪れていたからだ。

　それは、エフを乗っ取られる危き機きだ。




　七星学園特区は、頓とん挫ざしたダム計画によって広大に余った山間の土地を、七星学園の学園長である七星一かず夜やが買い取り、開発した地域だ。特区に住む人口は五万人ほどであり、その半数以上が七星学園の生徒である。その通常ではあり得ない人口構成は、街並みを普ふ通つうでないものにしている。七星学園特区は、やけに近代的であり、特区の中心にある七星学園が多く敷しき地ちを占しめるという、歪いびつなバランスの都市だ。

　その中心に位置するのが、七星学園特区を象しよう徴ちようする建物──１１７メートルの高さを有する時と計けい塔とう、『クロック・スター』だ。

　七星学園が生まれたときに作られたので、伝統ある建物ではない。であるにも関わらず、その重厚さは、歴史的な建物に勝るとも劣おとらない。学園長室が内部に存在するその建物は、まるで他のすべてを睥へい睨げいするように、威い圧あつ的てきにそびえ立っている。

　ユキトは敢あえてその側そばで、【アンチリヴァイアサン】の理念と展望を繰くり返し演説してきた。クロック・スターが否いや応おうなしに与あたえてくる、権けん力りよくの強い圧力に刃は向むかうように、弱肉強食の政策を推おし進める学園を否定する主張を繰り返してきた。

　ユキトが最終的に戦う相手は、このクロック・スター内にいるであろう、学園長、七星一夜だ。その姿は教員でさえもお目にかかれないとされる彼に、ユキトはいずれ挑いどむつもりだ。今はまだあまりに遠い彼に、少しでも声が届くようにと、彼に一番近いと思われるこの場所で、ユキトは声を張り上あげている。

　持もち田だユリアによる全校集会が行われる前日──である今日の放ほう課か後ごも、そうだった。自分の正体を特定されることを防ぐために、決まった時間ではなく、ゲリラ的に演説を行っているにも関わらず、その日も前列には目を輝かがやかせてユキトの演説を聞いてくれる人たちが集まっていた。

　前列にいる多くの人が、水すい龍りゆうのモチーフに『×』が付けられたバッジをその胸に着けている。それは【アンチリヴァイアサン】に所属している証明だ。

【アンチリヴァイアサン】のメンバーは、約三百人強だ。今、集まっている人数に限れば、メンバーは五十人に満たない数になる。七なな星ほし学園に三万人弱の生徒がいることを鑑かんがみると、それはいささか物足りない数かもしれない。

　しかし、強い結束はある。

　偽にせエフによる全校集会という、ユキトの活動を否定するような出来事があったにも関わらず、ここにいる人たちは、ユキトのことを真のエフだと信じている。

　ユキトの途と方ほうもない計画が、本気であることも、分かってくれている。

　だから、ユキトが仮面を脱ぬぐ場は、今、この場所でしかあり得なかった。

　しかし、それでも、勇気は必要だった。

（この仮面を外してしまえば、もう、戻もどれない）

　ユキトは、制服の上うわ着ぎのポケットに手を入れる。指の先に当たったのは、安っぽいプラスチックでできた、オモチャの指ゆび輪わだ。それをユキトは、手の中で握にぎりしめた。

　それはユキトが勇気を振ふり絞しぼるときに、いつもしている行動だ。

（僕ぼくが仮面をかぶったのは、誤解を避さけるためだ。だけど仮面をかぶることで、守られてもいた。これからは剝むき出しになった裸はだかの自分で戦わなければならない。傷を負うことは避けられない。だって、この学校に通う生徒の大半は、やはりこの学園の制度に賛さん同どうし、納得している人間なんだ。そこに逆らうっていうんだから、僕は大半の生徒と戦わなくてはならないんだよ）

　端はなっからマジョリティと戦わなくてはならなかった。

　ユキトの最終目もく標ひようは、全校生徒の三割を、【アンチリヴァイアサン】に入れることだった。それだけの人数を入れるためには当然、学園の制度に賛同している人たちの立場を翻ひるがえさせる必要が出てくる。ユキトは、正反対の主張を持つ生徒を、味方に付けられるよう行動しなければならない。

　どうして全校生徒の三割なのか？

　それは、七星学園側が無視できない人数が、その程度の割合だと、ユキトが踏ふんでいるからだ。三割の人間がシステムに刃は向むかえば、制度は立ち行かなくなる。例えばステータスデータにしても、三割の人間がテストや検査をボイコットすれば、データは取れず崩ほう壊かいする。それができれば、七なな星ほし一かず夜やに学園の制度を変えるよう、要求し、吞のませることができるとユキトは確かく信しんしている。

　しかし、ボイコットなどすれば、成せい績せきに影えい響きようし、自分の将来に確実に悪影響が出る。学園側に便べん宜ぎを図るよう説得することに失敗すれば、厳げん密みつに生徒を審しん査さしている学校のシステムによって、ボイコットをした生徒は無能の烙らく印いんを押される。

　それだけの決意と覚かく悟ごを持ってくれる生徒を三割も集めるのは、現時点では夢物語だろう。

　しかもユキトは、三割の人間を集めるのに、【七君主】などの学園側の力を利用してはならないと考えていた。学園側のシステムを否定したいのに、そのシステムを利用して成し遂とげたのでは、あまりに説得力に欠けるからだ。生徒たちも、そんな矛む盾じゆんした人間に、運命を託たくしてはくれないだろう。

　ある意味、すべての称しよう号ごうを手にし、頂点に立つよりも難むずかしい悲ひ願がんだ。

　だがユキトは、それをすると、入学以前から決めていた。

　手の中の指ゆび輪わを離はなし、ポケットから手を出す。

（予定より早かったが、もう仮面には頼たよれない。だから、覚悟を、決めるんだ……！）

　ユキトは、真っ直すぐ前を向き、仮面を外した。

「私が、エフだ」

　顔かおを晒さらした瞬しゆん間かんに、わずかなどよめきが起こる。

　やはりエフは、下位ランクの人間だと思っていた人間が多かったのか、それともユキトの、男性であるのに美しいという印象が真っ先に浮うかぶ容姿に圧あつ倒とうされたのか、そこにいる人間は一様に驚おどろいていた。

「私は──いや、仮面を脱ぬいだ以上は、かしこまった言い方はせずに、自然体で言うよ。僕ぼくは、一年Ｂランク、33組の茅ちヶが崎さきユキトだ」

　にこりと微笑ほほえむ。それだけで、前列にいる女子が頰ほおを朱しゆに染めたのが見えたが、ユキトは気に止めず、集まっている人たちを改めて観かん察さつする。

　集まっているのは、やはり低ランクの生徒がほとんどだ。七星学園の男女比率は７：３ほどであるが、女子率が高かった。女性の方が、この学園の競きよう争そうのシステムに耐たえられないことが多いのだろう。

（……今日は彼女はいない、か）

　ユキトは、【アンチリヴァイアサン】のバッジを着けている人間の顔と名前は全員憶おぼえている。【アンチリヴァイアサン】という組そ織しきを、切実に必要としているように見えた彼女のことは、特に脳裏から離れない。

（乙おと坂さか芽め依いさん。君にも真っ先に素顔を見せたかった）

　気を取り直し、ユキトは言葉を続ける。

「こうやって正体を晒さらしたのがどうしてか、ここにいるみんなは分かってくれていると思う。はっきりと身分を明かさなければならなくなったのは、【傲ごう慢まん】の神楽かぐら坂ざかエリカを倒たおした、偽にせエフなる存在が現れてしまったからだ。先ほどの演説や、今までの演説から、僕ぼくが本物のエフであることをみんなは確かく信しんしてくれていると思う。だけど、それは七なな星ほし学園の生徒総数からすれば、あまりに少数だ。現【傲慢】の彼が偽物で、本物が僕──茅ちヶが崎さきユキトだとみんなが声高々に主張してくれても、学園全体に声は行き渡わたらない。偽エフが幅はばを利かせているこの状じよう況きようは、【アンチリヴァイアサン】にとって、本当に困ることなんだ」

　偽エフのことを思い、つい湧わき上あがった怒いかりに拳こぶしを握にぎりしめ、力強い声を響ひびかせる。

「なぜか？　偽物のエフのやり方は、【アンチリヴァイアサン】の理念に真っ向から対立するからだ。七星学園のシステムを用いて人数を増やすことは、【アンチリヴァイアサン】にとってあってはならない話だ。偽エフがあのやり方を続ければ続けるほど、【アンチリヴァイアサン】が成し遂とげるべき改革から遠ざかる。彼はきっと、【アンチリヴァイアサン】という組そ織しきを、ただただ自分がこの学園でのし上がるために利用する気なんだ。そんな彼を、僕はどうしても、野放しにするわけにはいかない」

　ユキトは拳を振ふり上げる。

「僕は偽エフを倒さなければならない！」
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　はっきりと、敵てきだと断言したことで、集まっている生徒たちは静まりかえる。

　ここに集まっている生徒のほとんどは、【アンチリヴァイアサン】に所属している生徒だ。非公式であり、強制力がないとはいえ、ユキトの方針には従う気でいる。統率力Ｓの評価を学園にされているユキトは、それだけこの組そ織しきをまとめ上あげている。

　この状じよう況きようでのユキトの発言は、絶対的だ。

　つまり、集まっている生徒たちは覚かく悟ごしなければならない。

「僕ぼくと共に戦ってくれるかい？」

　ユキトと共に、偽にせエフと戦う覚悟を。

　まだ偽エフがどんな人間であるかを、ユキトを含ふくめここにいる人たちは知らない。敵てきが現れれば、偽エフはどんな手段を用いてくるか分からない。敵対する相手を平然と陥おとしいれる、残ざん酷こくな人間かもしれない。少なくとも相手は、絶対的君主であった神楽かぐら坂ざかエリカを、凋ちよう落らくさせるだけのことをしてしまう人間だ。

　そんな相手と戦うことを問われたのであっては、静まり返ってしまったのは仕方のないことだろう。

　だが、それは長く続かない。

　すぐに一人が拍はく手しゆをし始める。

　すると他の者も続く。迷いはほとんどない。

　拍手の音は徐々に大きくなる。

　それはこの場に集う人たちが、戦う覚悟を決めてくれたという証あかし。一いつ瞬しゆんにしてその集団は、一つの意志でまとまった。

　ユキトは拍手の音に包まれ、微笑ほほえむ。

「ありがとう」

　そうしてユキトは思う。

　これだけの理解者がいる。これは自分がエフであることの、確たしかな軸じくになる。ならば、あんなはったりだけの男に負けることはない。

　軸のない、本当の意味で虚きよ構こうだらけのあの男は、すぐに正体を暴あばかれ、撤てつ退たいすることになるだろう。

　ユキトはそう思っていたし、疑いもしなかった。

　しかし、それは間ま違ちがいだった。

　なぜならユキトは、この時点ですでに、後手に回っていたからだ。

　もしユキトが、この時点で偽エフの正体に確かく信しんを持てていたならば、そんな勘かん違いはしなかっただろう。




　　　　　　　　　■




『私はエフの正体を知っている。かつての私たちの君主と戦うのも見てきたからだ。その生徒を公表する。エフの正体は──藤ふじ白しろカンナだ』

（藤白カンナ……！）

　ユキトは第二体たい育いく館かんで、巨きよ大だいなエアリアルに映っている持もち田だユリアの発言を聞いた。そして、その瞬しゆん間かんすぐに、自分の目もく論ろ見みがあまりにも甘あまいことに気付いた。

　周りにいるＢランクの生徒たちは、聞き慣れない名前に、目を丸くしたり、眉まゆを寄せたりして、怪け訝げんな表情を浮うかべている。

「誰だれだ藤白カンナって？」

「Ａランクの生徒は大体チェックしてるけど、そんな名前は聞いたことはないぞ。もしや一年か？」

「エフってエリカさんを倒たおしたんでしょ？　相当能力の高い人に決まってるけど、思い当たらないわね」

　第二体育館に集まっている生徒はＢランクのみ。最上位のランクを目の前に見み据すえた強者にとって、Ｆランクの生徒は眼中にない。強者は自分のフィールドまで上あがってこない弱者に、視し線せんを向けることはないのだ。だから、いくらステータスデータが高くとも、藤白カンナの存在など知らない。

　しかし、ユキトは知っている。

　藤白カンナという男を、知っている。

　ユキトは適合試し験けんでの出来事を思い返し、背筋を凍こおらせる。

（適合試験でのあの勝利は、紙一重だった。もし僕ぼくがほんのわずかでも、動き出すのが遅おそかったら──）

　負けていた。

　カンナの策さく略りやくにはまり、ユキトはこの場にはいなかった。

（藤白カンナが、他の受験生が誰であるかという、正解だけを狙ねらっていたら、この結果はなかった。彼はその程度の結果は求めなかったんだ。彼は、自分の評価を上げるために、他の受験生全員が誤答するように導いていた。誰が誰に対して、どのステータスデータの番号を選ぶかまで彼はシミュレートしていた。その企たくらみのせいで、僕は彼を受験生共通の敵てきにでき、他の生徒をまとめることができた面はある。けれど、ここまでうまくいったのは、単に運が良かっただけだ。僕の根こん拠きよのない直感が、たまたま当たっていただけだ）

　カンナがセオリー通りに、自分の解答だけに気を配っていれば、Ｂランクになれただろう。しかしカンナはそれ以上を狙っていた。適合試験で最高の結果を勝ち取り、ややもすれば【七君主】の称しよう号ごうを得られるよう、苦心していたのだ。

（彼は他の受験生と手を繫つないで、結果を出す気は毛もう頭とうなかった。平然と足あし蹴げにして、踏ふみ台にし、自分だけが高みに達しようとしていた。そんな彼は、言ってみれば──）

　ユキトは歯を食いしばる。

（──弱肉強食学園の申し子）

　その藤ふじ白しろカンナが、偽にせエフだった。

　巨きよ大だいなエアリアルでは、ユリアが第四十四校舎連行部隊に連行されていた。その光景が、エフが藤白カンナである事実をより確かつ固ことしたものにさせる。

　その光景を見た、ほぼすべての生徒は思うだろう。藤白カンナの思おも惑わく通りに進ませないために、ユリアが大きな決断をしたのだろうと。今、カンナはユリアによって、追いつめられているのだろうと。

　しかし、カンナのやり口を知っているユキトは思う。自分に起こっている結果を考えて、思う。

（藤白カンナが追いつめられている？　なら、どうして【アンチリヴァイアサン】が、僕ぼくの手から離はなれようとしているんだ？）

　おかしい。

　それはどう考えてもおかしい。

　ユキトは眉まゆを寄せ、こう考える。




（もしやこの状況は、藤白カンナにとって、都合がいい結果なんじゃないか？）




　二人の黒服に連れられながらも、不ふ敵てきに微笑ほほえんでいるユリアをユキトは見る。

　その表情は、ユリアの思惑通り進んでいると思わせるものだ。

　だが、安心はできない。

　カンナならば、敵対する相手に、勝利したと勘かん違ちがいさせるくらいのことはする。そう──ユリアの勝利への確信さえも、カンナの意図だとしたら？




　途と端たん、頭あたまに電気を流されたように、脳に刺し激げきが走る。思考がクリアになり、雑念が消え、一つの結けつ論ろんを導みちびき出す。

「────」

　どうしてだろう？

　ユキトは確かく信しんする。

　これだけの情報では、断定はできないはずなのに、迷いもなく確信する。




（偽エフ──いや、藤白カンナの目的は、エフを奪い、【アンチリヴァイアサン】を手にすることだ）




　だとしたら。

（させるわけにはいかない……！　弱肉強食の申し子とも言える男に、エフの座を与あたえるわけにはいかない！）

　ユキトの行動は素早かった。本来生まれるはずの躊躇ためらいは、押し込こめる。

　自認している。

（速度こそ、自分の武ぶ器きだ！）

　──パン！

　ユキトは大きく手を叩たたく。エアリアルに目が向いている生徒たちの視し線せんが、ユキトに集まった。

（僕ぼくは、藤ふじ白しろカンナとは違ちがう。策さく略りやくをめぐらすことは苦にが手てだ）

　だから愚ぐ直ちよくに叫さけぶ。

「僕がエフだ！」

　歴然とした事実を。

　それがユキトのやり方だ。

　多くの生徒は、学内ネットなどで、昨日茅ちヶが崎さきユキトなる男が仮面を取り、エフであると主張したことを知っている。ユキトは、ステータスデータにＳを持つために有名人だ。今叫んだのがユキトであると分かった生徒も多いだろう。

「元フレンズ７序列二位、持もち田だユリアは、藤白カンナによって嵌はめられている。こうやって、大勢の人間にエフが藤白カンナだと思わせることが、彼の作戦だ」

　しかし、ユキトを見る生徒たちの目は白けている。ほとんどが、突とつ然ぜんよく分からないことを叫びだしたユキトに、怪け訝げんそうな顔かおを向けている。

（……く。だけど、そう見られてしまうのも仕方がない）

　他の生徒から見れば、自分の主張が荒こう唐とう無む稽けいなものだとは理解している。

　カンナがどうしてエフの座をそこまで欲しがっているのか、ユリアがどうしてここまで見事に騙だまされているのか、それを説明できない以上、この主張は無茶苦茶に聞こえてしまう。

　だがそれでも、ユキトは疑ぎ惑わくの視線をはね除のけるように、手を振ふり払はらい、叫ぶ。

「僕がエフなんだ！」

　強く。

　力強く、真っ直すぐ。

　まさに愚直だ。ユキトは、ほとんどの生徒が疑いの目を向けているこの現状でも、根こん拠きよのない同じ言葉を繰くり返しているだけ。

　しかしその言葉には、曇くもり一つない。

　その表情に、噓うそが入り込こむ余地はまるでない。

　あまりの愚ぐ直ちよくさに、一部の敏びん感かんな人間は本能的に理解する。否いや応おうなく本物を感じ取る本能が刺し激げきされる。理り屈くつではなく感覚で理解する。

　──その言葉が真実だと。

　だから届く。

「そうだな。あなたがエフである以上、藤ふじ白しろカンナは偽にせ物ものだ」

　ユキトの言葉は届く。全員にではないが、届く。

「……霧きり子こ」

　同意してくれた彼女の名前を呼んで、ユキトは微笑ほほえむ。

　第二体たい育いく館かんの空気は、わずかにカンナが作り上あげたものから変わり始めていた。カンナがエフであるのが自然なのは間ま違ちがいないがしかし、馬ば鹿か正直なユキトを見ればどうしても本能的にこう思ってしまう。

　──もしや、彼が正しいのではないか？

　そう思っていたところに、はっきりと同どう調ちようしてくれる人間が現れた。それが、もしかしてユリアの言っていることが間違っているのでは、という疑ぎ惑わくを強くする。二つの意見に板いた挟ばさみになり、生徒たちは困惑し始める。

（助かった……。これで逆転の可能性が生まれた）

　あくまで可能性が生まれただけで、逆転したわけではない。ユキトが声を上げてできたのは、エフがカンナであるという結けつ論ろんに、わずかな隙すき間まを作ることだけだった。これだけでは、まだカンナが優ゆう位いであることは変わらないだろう。

（だけど隙間ができれば、それがわずかであろうと、潜もぐり込む余地がある！）

　ユキトは確たしかな手応えに、思わず拳こぶしを握にぎりしめた。
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「ありがとう、霧子。霧子があのとき声を上げてくれたおかげで、僕ぼくを信じてくれる人も生まれたよ」

　第二体育館では、あれ以上事態が好転することはなかった。しかし、Ｂランクの生徒だけでも、ユリアの主張に疑いを持ってくれたことは大きい。それで、『エフ＝藤白カンナ』というのが公然の事実になるのを防ぐことができるだろう。

　それは霧子がユキトに、声を上げてくれたおかげだ。

　だから、第二体育館から戻もどり、ユキトは自分の教室──『Ｂ１３３』教室で、クラスメイトの相模さがみ原はら霧子にお礼を言った。

『Ｂ１３３』教室は、まるでおしゃれな街にあるショッピングビルのような外がい観かんの、第十八校舎の一階にある。七なな星ほし学園を卒業した、著名な建けん築ちくデザイナーが設計した建物には、校舎らしき雰ふん囲い気きはない。特にエスカレーター付近は特とく徴ちよう的てきで、来るはずのない観かん光こう客きやくが思わず立ち寄りそうな、洒落しやれたガラス張りの壁かべになっている。それぞれの教室のデザインもこだわっていて、なぜか一教室ずつわずかに違ちがう。ドリンクバーやクッキーなどの軽いお菓か子しが置いてあることもあって、教室というよりカフェや美容院に近い雰囲気だ。そんな教室らしくない教室で、Ｂランクの生徒は、一クラス二十人に満たない少人数で授業を受ける。

　もちろんそんな待たい遇ぐうに甘あまんじて、自己鍛たん錬れんを怠おこたってしまえば、すぐにランクは落ちてしまう。だが、おしゃれな雰囲気に引きずられ怠なまけてしまう生徒など、Ｂランクの生徒ともなればまずいない。

　ユキトに声を掛かけられた霧きり子こも例に漏もれず、放ほう課か後ごも勉強をしようと、自主補習を受けるために荷物をまとめているところだった。霧子は、ユキトの感かん謝しやの言葉に、切れ長の目を向け、わずかに微笑ほほえむ。

「礼を言う必要はない。私は君の味方だ。その君が、真実を口にしているから、同意しただけだ。当然のことをしたまでにすぎない」

　言って、彼女の最も特徴的である長く細い指で、美しい長い髪かみをかき上あげる。ユキトはその態度が、感謝をされてまんざらでもない様子を隠かくしたいがための彼女の癖くせだと知っていた。だが、それを指し摘てきすると、普ふ段だんはクールな彼女が、意外なほどに恥はずかしがるのを知っているので黙だまっていた。

　霧子のステータスデータは『Ｂ、Ｂ、Ｅ、Ｄ、Ｂ、Ａ、Ｅ』。一年前期の時点で最上位のＢランクだけあって、高いステータスデータだ。

　霧子の襟えり元もとには【アンチリヴァイアサン】のバッジがついている。言葉にして示し合わせたことはないが、霧子は実じつ質しつ的てきなユキトの右みぎ腕うでだった。ユキトが仮面を脱ぬぐ前に、唯ゆい一いつその正体を明かしていた相手でもある。

　ユキトが霧子にそこまで信しん頼らいを抱いだいているのには理由がある。

「私にも分かっている」

　霧子は荷物をまとめる手を止め、容姿Ａの整ととのった顔かお立だちを、しかめる。

「藤ふじ白しろカンナが、エフを奪うばう行こう為いをしかねないことぐらいな」

　どうして霧子はＦランクの藤白カンナの性質を知っているのか？　どうしてユキトに信頼されているのか？　二つの理由は同じだ。彼女は七なな星ほし学園の入学前、寂さびれた旅りよ館かんで行われた泊とまりがけの適合試し験けんを、ユキトやカンナと共に受けた一人だったからだ。

　あの適合試験で、霧子はユキトと協力し、カンナを倒たおした。ユキトがカンナを打だ倒とうできたのは、霧子もカンナのいかがわしさに気付いてくれたことが大きい。後のちにＢランクに配属された有能な彼女がいなければ、他の受験者をまとめ上げることなど到とう底ていできなかっただろう。

（そう、僕ぼくはあのとき、霧子というパートナーをすぐに作ることができた。その幸運で勝っただけだ。藤ふじ白しろカンナに実力で勝てたわけじゃない）

　だが今回は、そううまくいくかは分からない。カンナの策さく略りやくによって、このままエフの座を奪うばわれてしまうかもしれない。

「いよ、ユキト」

　考え込こんでいると、ユキトは声を掛かけられた。手を上あげて、ニカっと歯を見せて笑うのは、クラスメイトの沖おき田た龍りゆう聖せいだ。ステータスデータは『Ｂ、Ｃ、Ｂ、Ｃ、Ｂ、Ｃ、Ｂ』。Ｂランクの中では特筆するところはないが、欠点もないといった数値だ。しかしそれは、あくまで七なな星ほし学園のＢランク内での話で、彼が普ふ通つうの学校に通っていれば、万能なスーパーヒーローになっているだろう。

「ええと……どうも沖田くん」

　ユキトは若干戸と惑まどう。というのも、龍聖とはこのクラスで親したしいとは言えない仲だからだ。あまり会話もしたことがない。

　しかしそんなユキトの様子にも構わず、龍聖は言葉を続ける。

「いや驚おどろいたぜ。まさかあんなにはっきりと、その場で自分がエフだって叫さけぶとはな。つーかあそこですぐに反応できんのが、ユキトのすげーとこだよ」

　言って龍聖は、馴なれ馴れしくユキトの肩かたを平手で叩たたく。ユキトも慣れたもので、その不自然な態度にもすぐに、「ありがとう」と笑え顔がおを見せた。

　龍聖は、爽さわやかなキャラを作り上げている生徒だ。この馴れ馴れしい態度も、自分を見せないための演技でしかない。ユキトが見る限り、彼はどんなに軽口を叩いていても、絶対に本ほん質しつや目的を見せようとはしない、隙すきがない男だった。

　しかしそんな生徒は、Ｂランクでは珍めずらしくない。

（失礼な言い方かもしれないけれど、むしろ割と典型的な一年Ｂランクの生徒だ）

　そしてその手の狡こう猾かつな生徒が、ユキトは苦手だった。当然だ。それは言い換かえると、弱肉強食学園に適合していることになる。弱肉強食の制度を否定するユキトとは、考えの合わない学園の過ごし方をしている相手だ。

「……沖田くんは、僕ぼくがエフだと信じてくれてるの？」

「まあね。……あ、いや、すまん。正直言うと、完全にじゃねえな。どっちかっていうと、その方が都合がいいって感じか？」

　また歯を見せて笑顔を作ると、龍聖は誇ほこらしげに自分の襟えり元もとを見せる。そこには【トラッドウルフ】のバッジと、【アンチリヴァイアサン】のバッジが着けられている。

「よく知らない藤白っつー奴やつより、クラスメイトが代表の方がいいだろ？」

「僕だったら与くみしやすいってことかな？」

「おわ、言葉を選えらばないなあユキト。……んー、ま、別に否定はできないけどな」

　龍聖は頭あたまを搔かくが、悪びれる様子はない。

「ま、突とつ然ぜん俺おれが親したしげに話しかけて、いぶかしんでると思うけどよ、今からその理由を話すから安心してくれよ」

　ちゃんと自分の言動で、相手がどう思うかを計算して動いている。Ｂランクの生徒はおおむねそんな感じだが、ユキトは入学して二ヶ月経たった今もそれに慣れない。

「おーい、まだ残っているみんなも聞いてくれ」

　残っているクラスメイトは、ユキトたちも含ふくめて十一人だった。Ｂランクのクラスメイトたちは、何気なさを装いつつも、聞き逃のがすまいと視し線せんを龍りゆう聖せいへと向ける。

　適度に注目を集めたことを確かく認にんして、龍聖は両手を広げ、言い放つ。

「表明する。俺は今日から、茅ちヶが崎さきグループに入る」

「……僕ぼくはグループなんて作ってるつもりはないけどね」

　苦笑すると、霧きり子こに脇わきを小こ突づかれた。

「……うんざりしている様を見せるな。派は閥ばつに入ると言ってくれているのだから、歓かん迎げいの態度を見せなければおかしいだろう？　ユキトが自分の感情を隠かくすのが苦手なのは分かっているが、もう少し努力をしてくれ」

　小声で忠告される。

「ごめん、霧子」

　頭あたまを搔かくと、霧子はなぜか少しうれしそうに苦にが笑わらいをして、ユキトの肩かたに拳こぶしをぶつけた。

　ユキトは洒落しやれたウッドテイストの教室を見み渡わたす。クラスメイトたちは、このクラスにとっては重大な龍聖の表明を聞いてはいるが、大きな反応は見せない。Ｂランクの生徒たちは、こんなときでも露ろ骨こつな態度を見せたりしない。

　Ｃランクでは相手を出し抜ぬこうとギスギスしているクラスが多いと聞くが、一年で最さい高こう峰ほうであるＢランク33組に、そういう空気はなかった。誰だれ々だれがかわいいだとか、こういう勉強法がおすすめだとか、普ふ通つうの学生らしい会話もよく交わされている。笑え顔がおも絶えない。一見、和やかにも思える教室の風景だ。

　それはＣランクに比べ、心に余よ裕ゆうがあるから──ではない。Ｃランクと違ちがい、クラスメイトを出し抜く相手というより、利用する相手として見ているからだ。

　現在Ｂランクの一年生は、七なな星ほし学園で今後を期待されるホープだ。クラスメイトが将来的に、【七君主】やその側近になることも、生徒会役員になることもあり得る。権けん力りよくを手にするかもしれない相手と敵てき対たいするより、これといった相手に粉を掛かけておいた方が有効的だ。しかもそれは、できる限り露骨に表明しておいた方がいい。どっちつかずの態度では誰も味方に付けることはできないからだ。

　そういうこともあり、教室内では誰が誰の味方であり、誰が誰を好んでいるかが、図にできるほど表面化していた。確かつ固ことした派閥が存在しているのだ。当然、派閥に加わった相手とは助け合おうというのが、暗あん黙もくの了りよう解かいだ。

　そして派は閥ばつ同士は、対立せざるを得ない。

　その派閥制度に否いや応おうなくユキトも組み込こまれている。それどころか、ユキトはそのステータスデータの高さから、有無を言わさず、中心に組み込まれてしまった。

　33組は主に三つの派閥に分かれていた。一つはユキトを中心とする派閥。次に女子で最も高いステータスデータの数値を持つ、橋はし本もと寧ね音おん『Ａ、Ａ、Ｆ、Ｂ、Ｂ、Ｅ、Ｂ』を中心とする派閥。もう一つが誰だれが中心というわけではないが、藤ふじ沢さわ充みつる『Ｃ、Ｃ、Ｃ、Ｂ、Ｂ、Ｂ、Ｂ』、海え老び名な栞しおり『Ｃ、Ａ、Ｆ、Ｅ、Ａ、Ｂ、Ａ』の二人が力を持つ、他二つより緩ゆるい結束の派閥だ。33組の全員が、いずれかに属している。

「これからよろしくな、ユキト！」

　沖おき田た龍りゆう聖せいは、それまで橋本寧音の派閥にいたが、おそらく全校集会でのユキトの行動に思うところがあったのだろう。こうやってユキトの派閥に移動することを宣言した。

　間ま違ちがいなく、龍聖には何かしらの腹づもりがある。龍聖が自分の派閥に属すると宣言した時点で、強制的に腹の読み合いをしなければならないのだ。ユキトがうんざりしてしまったのはそのせいだ。

（そんなこと本当はしたくない。僕ぼくは敵てきであるなら、正々堂々と正面から迎むかえ撃うちたいんだ。こんな駆かけ引きばかりの学園には、憂ゆう鬱うつにもなるよ）

　思わず吐つきそうになる溜ため息いきをユキトは堪こらえて、龍聖が伸のばしてきた手に手を重ね、握あく手しゆをした。派閥に入ると言ってきた以上、相手が内心何を考えていようとも、親しん睦ぼくを深めなければいけない。

　それがこのクラスにいくつも存在する、暗あん黙もくのルールの一つ。七なな星ほし学園に平等をもたらそうとしているユキトにとって、一番身近にあるしがらみ。

　この身近なしがらみさえどうにもできないのが、ユキトの現状だ。

（だけど）

　ユキトは口元を緩ませる。こんなクラスに存在するだけの、小規模の派閥程度は、笑って受け入れなければいけない。この程度のミクロな問もん題だいに囚とらわれていては、三割の生徒を【アンチリヴァイアサン】に入れるなんてことはできやしない。

（余よ裕ゆうを見せよう）

　この程度のことは、受け入れる。

（僕のやることは何も変わらない。予定通りに動こう）

「霧きり子こ」

　第二体たい育いく館かんの演説中には、ユキトはすでに次の行動を決めていた。

「なんだ？」

「行かなければいけない場所があるんだけど、付き合ってくれるかな？」

「ユキトが来いと言うなら、どこにでも行くぞ。何をしに行くのだ？」

「持もち田だユリアに会いに行く」

　その猪ちよ突とつ猛もう進しんとも思える行動に、霧きり子こは目を見み開ひらく。それはリスクの高い行動だ。今や【七君主】の一人になったユリアをもし敵てきに回してしまえば、ユキトの計画は相当後退してしまうだろう。

　しかしそれでも、迷わず動くのがユキトだ。

　それを知る霧子は、すぐに優やさしく目を細めた。

「ああ、分かった。この状じよう況きようを打開しよう」
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「──Und er sah zur Weckuhr hinüber, die auf dem Kasten tickte. »Himmlischer Vater! « dachte er. Es war halb sieben Uhr, und die Zeiger gingen ruhig vorwärts, es war sogar halb vorüber, es näherte sich schon dreiviertel. Sollte der Wecker nicht geläutet haben?  Man sah vom Bett aus,──」

　椅い子すの上うえに正座で座っている持田ユリアは、ＣＣＣシートリプルモバイルに搭とう載さいされているドイツ語の電子教科書を開きながら、淀よどみない発音でドイツ語を口にする。

「──Als er dies alles in größster Eile überlegte, ohne sich entschließen zu können, das Bett zu verlassen-gerade schlug der Wecker dreiviertel sieben-klopfte es vorsichtig an die Tür am Kopfende seines Bettes. ──」

　ユリアは目も向けずに透とう明めいな瓶びんに手を伸のばす。瓶に入ったブドウ糖とうの塊かたまりを、三つ乱らん暴ぼうに手づかみし、口の中に放り込こむ。まるで脳に直接養よう分ぶんを送り込んでいるような食事だが、ユリアはなんの感かん慨がいもなさそうに嚙かみ潰つぶす。監かん獄ごく棟とう、８２０号室には、ブドウ糖の塊をしゃりしゃりとすり潰す音が響ひびく。

「──Zunächst wollte er ruhig und ungestört aufstehen, sich anziehen und vor allem frühstücken, und dann erst das Weitere überlegen, denn, das merkte er wohl, im Bett würde er mit dem Nachdenken zu keinem vernünftigen Ende kommen.──」

　エアリアルにはドイツ語が表示されている。しかし、そこにユリアが読んでいる文章は表示されていない。

　ユリアはエアリアルに触ふれ、指でスライドし、電子教科書のページをめくる。そこにようやく、先ほどユリアが読んでいた独文があった。

「──Die Decke abzuwerfen war ganz einfach; er brauchte sich nur ein wenig aufzublasen und sie fiel von selbst. Aber weiterhin wurde es schwierig, besonders weil er so ungemein breit war. Er hätte Arme und Hände gebraucht,──」

　口にしている言葉は、やはり現在開いているページにはない。それもまた、次ページにある文章だった。

　どうして先にある文章を読むことができるのか？

　なんてことはない。ユリアは単に、教科書にあるすべての独文を暗記しているのだ。

「んふふ、やっぱすごいね、ユリア先せん輩ぱい」

　簡かん素そなベッドに腰こし掛かけている鴻こうの巣す桃もも──ステータスデータ『Ｂ、Ｃ、Ｆ、Ｂ、Ｂ、Ｂ、Ｃ』──は、マニキュアを塗ぬりながら、口にする。視し線せんは指先に集中していて、ユリアを見てはいない。

「二回しか通して教科書を読んでないんでしょ？　日本語ならまだしも、ドイツ語の文章をそれで暗記できちゃうんだ。なんだっけ？　瞬しゆん間かん記き憶おく能力って言うんだっけそれ？」

「そんなたいそうなものじゃないよ」

　ユリアは謙けん遜そんする。確たしかに二回通して読んだだけで暗記したのは本当だが、ユリアの感覚で言えば、それは特別な能力でもないし、すごくもない。ただただ文章を憶おぼえるコツを摑つかんでいるだけだと思っている。

「先輩、何カ国語、話せるんだっけ？」

「そんないくつもできるみたいな言い方はやめてくれよ。ある程度できると思える言語は四つだけだよ。それは大したことじゃない。英語をマスターすれば、語学を学習するための法則性を理解できる。それから別の言語を覚えるのは、そう難むずかしいことじゃないんだ」

「ユリア先輩にはできても、桃にはできないしなあ。ユリア先輩ほどの天才が謙遜すると、嫌いや味みになるよ」

（天才……。桃は何を言っているんだか。私にはあまりに似つかわしくない言葉だよ）

　三年、持もち田だユリア。ボーイッシュな雰ふん囲い気きを持つ彼女は、疲ひ労ろうが表に出てさえいなければ、宝たから塚づかで男役を任されてもおかしくない容よう貌ぼうをしている。ステータスデータは、『Ｂ、Ａ、Ｄ、Ａ、Ａ、Ｄ、Ｂ』。その数値は、カンナと初めて対面した一ヶ月前の、『Ｂ、Ｂ、Ｄ、Ｂ、Ａ、Ｄ、Ｂ』という数値からさらに上あがっている。

　ステータスデータは、学園側によって、常に評価され続けるものだ。原理上では変化してもおかしくはないのだが、しかしそうそう数値は変動するものではない。ましてや上がるのは稀まれだ。だが、ユリアにとって、ステータスデータが変わることは珍めずらしくない。

　言ってみれば、それが彼女が、フレンズ７序列二位まで上のぼり詰つめた理由だった。




　先代によって【傲ごう慢まん】が神楽かぐら坂ざかエリカに指名される前、【アーバンライオン】には先代【傲慢】の下したに、三つの派は閥ばつが存在した。明あき山やま桜おう華か派、神楽坂エリカ派、持田ユリア派である。しかし、手段を選えらばない辣らつ腕わんで組そ織しきの巨きよ大だい化かに貢こう献けんした桜華、絶対的な才覚で他を圧あつ倒とうしたエリカに比べて、ユリアには図ず抜ぬけた実じつ績せきも才覚もなかった。

　だがユリアは、先代【傲慢】を初めとして、多くの【アーバンライオン】の生徒の信しん頼らいを集めた。ある意味怪かい物ぶつめいていて人間味のない桜おう華か、エリカの両名にはない、親しん近きん感かんが彼女の味方を増やした。例えば生徒の一人が恋こいの相そう談だんをしたら、桜華とエリカは軽けい蔑べつし、相談者を俗ぞく物ぶつと忌いみ嫌きらって突つき放すだろうが、ユリアは真しん摯しに話を聞き、手を貸す。

　ユリアが他の多くのエリートと違ちがい、他人を見み下くださない理由を説明するには、彼女の入学時のステータスデータを言えば分かりやすいだろう。ユリアの入学時のステータスデータは、『Ｄ、Ｄ、Ｆ、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ｃ』だ。ランクもＤ。ユリアは入学時、七なな星ほし学園の中では誰だれも注目しない平へい凡ぼんな生徒だった。

　入学時にそんな評価を下されれば、多くを望まなくなるのが普ふ通つうの生徒だ。せめてランクを一つ上あげようなどと、現実的な目もく標ひように切り替かえるものだ。

　しかしその平凡な生徒は、目標を変えなかった。無む謀ぼうにも【七君主】を目指した。それにふさわしい能力を身に着けようとした。

　その目的意い識しきの高さこそ、ユリアの唯ゆい一いつともいえる非凡なところだった。

　周りも努力している中で、普通の努力をしたところで、上うえの人たちに追いつけるわけがない。ユリアが取った行動は、比ひ喩ゆではなく倒たおれるまでやる、という努力だ。睡すい眠みん時間は当然削けずった。何度も倒れた。容姿ステータスがＢからＤになるほど疲労が顔かおに現れ、目の下したには隈くまが深く刻まれるようになった。己のすべてを費やし、ユリアは自分の能力を押し上げた。結果、彼女はＡランクになり、【アーバンライオン】で三さん派は閥ばつの一つを担うようになり、フレンズ７序列二位になり、そしてついに【憤ふん怒ぬ】の称しよう号ごうを得、【七君主】にまで上のぼり詰つめた。

　しかしユリアには変わらぬ想おもいがある。

（自分は凡人だ）

　それは、自分は天才の壁かべを越こえられないという想い。

（七星学園には天才が多すぎる）

　自分の限界を知っているユリアは、天才を疎うとむと同時に憧あこがれている。先代が【傲ごう慢まん】をエリカに継つがせたとき、自分はエリカを支えると決め、フレンズ７に組み込こまれるのを受け入れたのは、ユリアがエリカを──正せい確かくにはエリカの才覚を敬愛していたからだ。

　天才は愛いとおしく、守るべき存在。

　そしてその尊敬する一人が、目の前にいる鼻歌を口ずさんでいる少女だ。フレンズ７の中で、唯一のユリア派だった一人。

「桃もも」

　ユリアは慈いつくしむように、鴻こうの巣す桃の名前を呼よぶ。

「なあに、先せん輩ぱい」

「さっき私を天才だと言ったけど、それは桃の方さ。君ほど人の感情を操そう作さできる人間はいない」

「んふふ、そーお？　うれしいなー」

　桃ももは無む邪じや気きに笑ってみせる。その笑みは純じゆん粋すいで、見ている方が思わず微笑ほほえましくなってしまうものだ。

　しかし桃はその無む垢くな笑え顔がおのまま、続ける。

「でも、ゴミ虫みたいな人間の感情を動かすなんて、簡かん単たんなんだよ？　あいつらのパターンなんてそんなにバリエーションないからね。喜ばせるのも、怒おこらせるのも、感動させるのも、一つの方法だけ覚えればいいの」

　どうでもいいことのように言って、また視し線せんを爪つめに戻もどし、マニキュアを塗ぬり始める。

「君が思ってるほど、それは簡単じゃないんだよ」

「えー、ゴミ虫共はそれぐらいなんとでもできるよー。桃はそのうち、意志のないゴミ虫を魂たましいまで汚よごして、死を望んじゃうくらい、自在に誘ゆう導どうできるようになるつもりだよ？」

　言って指先を眺ながめる。桃は、「んふふ、きれいに塗れたー」と、満足そうに笑っている。

　桃のあまりに外見と似合わない毒舌は、しかしいつものことなので、ユリアは軽く苦笑する程度で流した。

　鴻こうの巣す桃は、蟻ありの行列を踏ふみつぶせる子供が、そのまま高校生になったような女子だ。子供特有の無垢さと残ざん酷こくさを、この歳としになっても保ち続けている。幼い顔立ちとはアンバランスな豊満な胸も、彼女の異い質しつさを表しているようだった。

　だが、ユリアはその特異的な性格も、彼女が天才である理由の一つに見え、愛いとおしい。

　そんな愛おしく、しかも自分を慕したってくれる相手に、ユリアは言う。

「桃。私たちは二人とも、【七君主】になるんだ」

　桃は顔を上あげ、ユリアを見つめて微笑む。

「うん。ありがとう。桃のことまで考えてくれて。ユリア先せん輩ぱいが【七君主】になるだけだったら、こんな部屋に入らなくても済んだのに」

　桃は、監かん視しカメラが張り巡めぐらされている白い部屋を、苦にがい顔をして見み渡わたす。

　ユリアは桃をなだめるように、首を小さく振ふる。

「私は自分一人では何もできない凡ぼん人じんだ。みんなに助けてもらって、ここまで来た。特に桃にはいつも助けてもらってる。それなのに私だけが【七君主】になっても仕方ないよ」

「ユリア先輩がすごいのは、ユリア先輩が努力したからだよ」

「違ちがうね。私はちっともすごくはない」

「違わないよ」

　この議ぎ論ろんはいつも平へい行こう線せんだ。ユリアは堂々巡りになってしまうと思い、すぐにこの会話をやめる。

「とにかく私と桃は、最低もう一つ称しよう号ごうを手にしなければいけないんだ」

「うん」

「そのために、【傲ごう慢まん】と【強欲】の称号を持つ、藤ふじ白しろカンナを倒たおす」

「余った称しよう号ごうはどうするの？　全部で称号が三つになるよね」

「そのことは何度か話しているよ？　【傲ごう慢まん】は親しん愛あいなるエリカに渡わたすよ」

　エリカの才覚を愛しているユリアにとって、その発想は自然のことだ。それだけの話なのだが、桃ももにはそれがユリアの優やさしさに見えるようで、口の端はしを上あげてユリアを見つめている。

　桃はＣＣＣシートリプルモバイルの第一ボタンを押す。

「《Ａインストラクト》、桃を抱だきしめる」

　ユリアはそのインストラクトに苦笑する。

「わざわざインストラクトで命令しなくても、してあげるのに」

　ユリアはベッドに乗り、背の低い桃の身体からだを抱きしめる。細いが、女性らしい柔やわらかさもある桃の身体がユリアは好きだった。

「ユリア先せん輩ぱいの優しいところ、好きっ」

　桃は猫ねこのようにユリアの胸に頭あたまを押し付ける。

「私は別に優しくないよ」

　そう答えながら、ユリアは桃の頭を撫なでる。指の間に細い髪かみを通すと、その度に桃はくすぐったそうな笑え顔がおを見せてくれる。

　しばらくそうやって桃で遊んでいると、扉とびらからノックの音が聞こえた。ユリアは佇たたずまいを直して、扉に向かって口を開ひらく。

「何かな、紗さ江え？」

　扉の向こうから、女性の声。

「入ってもよろしいでしょうか？」

「ああ、いいよ」

　扉を開あけ現れたのは目つきの鋭するどい女性、笠かさ原はら紗江。ステータスデータは『Ｃ、Ｂ、Ａ、Ｄ、Ｃ、Ｅ、Ｅ』でＡランク。胸には【トラッドウルフ】のバッジを着けている。同じＡランクの忍おし恵めぐ美み──『Ｂ、Ｃ、Ｂ、Ｃ、Ｃ、Ｅ、Ｅ』──と交代で、ユリアの護ご衛えいをしている。

　ユリアは実力者の彼女たちに、授業を休ませてまで専属ＳＰのようなことをさせているのを申し訳なく思っているが、彼女たちが自ら望んでその役目を引き受けているのだから止めようもなかった。二人のユリアへの忠誠心はそれほどまでに高い。

「いつもありがとう、紗江」

　ユリアの気き遣づかいに、紗江は微笑ほほえみで返す。

　本当に紗江と恵美には助けられている。懲ちよう罰ばつ処分Ａによって、Ｆランクになってしまったユリアの一番の問もん題だい点てんは、レイティングバトルをＥランク以上の人間に申し込こまれたとき、拒きよ否ひできないことだ。負ければ当然【憤ふん怒ぬ】の座を奪うばわれる。

　レイティングバトルをするには条件がある。まずバトルを申し込む際に、相手の顔が見えていなければいけない。さらに、レイティングバトルを行える時間は、昼休みと放ほう課か後ご、それぞれの門限まで（どちらかが門限の時間を過ぎていればレイティングバトルはできない）と決められている。

　だからユリアは、レイティングバトルが行える時間は、この監かん獄ごく棟とうの８２０号室に閉じこもっている。扉とびらの前ではＡランクの紗さ江えか恵めぐ美みが、侵しん入にゆう者しやを追い返してくれるので、レイティングバトルの申し込こみを防ぐことができる。

　通常、生徒は授業を休んでも何も言われないが、監獄棟では授業は強制だ。なので、教室と自室の移動の際に、レイティングバトルを挑いどまれる可能性はある。が、幸いにもまだそこを狙ねらわれたことはない。すでに何人か【憤ふん怒ぬ】の座を奪うばおうとする輩やからは現れたが、わずかな隙すきをかいくぐり、レイティングバトルをユリアに申し込めた人物はいない。

　ユリアはこう考えている。

（でも仮に、レイティングバトルを挑まれ、負けても構わない）

　それは【憤怒】を奪われてもいい、ということではない。【憤怒】を奪われることはあってはならない。

　ならばなぜ、負けても構わないと思っているのか？

　それは──信しん頼らいしているからだ。

　仮に自分がレイティングバトルで負け、【憤怒】を一時的に奪われることがあっても、桃ももたちが取り返してくれる。自分を【七君主】に引き戻もどすために、戦ってくれる仲間がいる。だから、自分一人が負けても構わない。

　ユリアは改めて、桃を見、紗江を見る。桃が目を丸くしてこちらを見てきたので、微笑ほほえんでその頰ほおを突つく。

　多くの信頼できる仲間。

　そう、それがこの二年間で、ユリアが手に入れているもの。

　元々【憤怒】の称しよう号ごうを持っていた、入学したばかりの一年生にはなかったもの。

　もちろん、藤ふじ白しろカンナにもないもの。

（私は藤白カンナに宣戦布告した。しかし必ず勝てるとは思っていない。レイティングバトルで奴やつに負ける可能性はあるだろう。奴はエリカに勝利したほどの狡こう猾かつな男だ。しかしそれでも問もん題だいないのさ。仮に一時的に【憤怒】を奪われたところで、百の仲間が藤白カンナに襲おそいかかり、嚙かみつくんだ。その仲間をまとめ上あげ、【トラッドウルフ】を強力にすることこそ、リスクを負ってまで全校集会を開ひらいた意味だ。藤白カンナの臭においを嗅かぎ分け、捜さがし出し、嚙みつかんとする狼おおかみたちは、もうすでに解き放たれている）

　ユリアは思う。

　──だからもう藤白カンナが【傲ごう慢まん】と【強欲】の座を守りきるのは不可能だ。

　──藤白カンナがエフであることを、自分が全校集会で明かした時点で、不可能だ。

「それで紗江。用事はなんだったのかな？」

「来客です。入れていいものかと」

「もしかしてあのアホ女じゃないよね？」

　桃ももがそんなことを言って、顔かおをしかめる。

「桃、自分の部下とも言える仲間に、そんな言い方をするもんじゃない」

「えー、だって本当にアホなんだよ、あのコ」

　そんなやり取りをしているユリアたちを、紗さ江えは困った顔で見守っている。紗江はＡランクであるが、【トラッドウルフ】の中心にいるこの二人とは立場が違ちがうことを自覚し、言葉を慎つつしんでいる。

「話が脇わき道みちに逸それてすまないね、紗江。それで来客とは？」

「一年Ｂランクの、茅ちヶが崎さきユキトと、相模さがみ原はら霧きり子こです。入れてもよろしいですかね？」

（……茅ヶ崎ユキトか）

　ユリアはまた、瓶びんに入ったブドウ糖とうの塊かたまりを口の中に放り込こみ、嚙かみ潰つぶす。

　統率力Ｓのステータスデータを持っているユキトのことは、噂うわさに聞いている。そして自らをエフだと名乗っていることも、もちろん知っている。

（茅ヶ崎ユキトの要求はあらかた想像できるが、こちらに会うメリットはあるか？）

　考えてみたが、はっきりとは分からなかった。ならば、話ぐらいは聞いてみるか、というのが最終的なユリアの結けつ論ろんとなった。




　　　　　　　　　■




　余計な議ぎ論ろんが湧わき上あがるのは避さけたかったため、入室を許可するのは、茅ヶ崎ユキトのみにした。相模原霧子は、紗江のインストラクトで廊ろう下かに立たせ、待たせている。

　狭せまい８２０号室には、ユリア、桃、ユキトの三人が集まっていた。桃はベッドに座り、ユリアは椅い子すに座り、ユキトは部屋の真ん中で立っている。

「君の目的がレイティングバトルではないと紗江から聞いてるし、私もそう思っているが、一応封ふうじさせてもらうよ。──桃」

「うん。《Ａインストラクト》、この部屋でのレイティングバトルを禁ずる」

　ユキトの表情は変わらない。やはりレイティングバトルをするつもりはなかったのだろう。ユキトは監かん獄ごく棟とうに入ったのは初めてだったのか、物もの珍めずらしそうにカメラが張り巡めぐらされた部屋を見み渡わたしている。

　初めて間近でユキトの姿を見たユリアは、思う。

（なんて──『綺き麗れい』な男だ）

　それは何も、その中性的で端たん正せいな容姿だけを指しているわけではない。ユキトがまとっているすべてが、どういうわけか美しいのだ。目を凝こらせば彼の表面が、黄金色に輝かがやくのではないかと思うほどに。

（この男には濁にごりがない。高価なダイヤモンドのように透すき通っていて、強固）

　これだけ一目で、『違ちがう』と感じさせる人物は二人目だ。もちろん一人目は、かつての君主である神楽かぐら坂ざかエリカだ。

　二人ともある面で同じなのだ。滅めつ私し奉ぼう公こうの精神を持っている。一個人の私欲がまるで見えない。自分のためではなく、大きな目的のために生きている人間だ。

　しかし、その在り方はまるで違う。エリカがすべてを吞のみ込こむ闇やみであるなら、ユキトはすべてを晒さらし出す光だろう。彼と接することで、自らの浅ましさや卑ひ怯きような有り様が、遠えん慮りよなく浮うき上あがってしまう。

　だからユリアも、どうしても心が揺ゆさぶられる。

（……なるほど）

　ユリアは納得する。これならば学園側に、統率力Ｓと評価されているのも分かる。

　茅ちヶが崎さきユキトには、初見で、この人に付いていきたいと思わせるだけの魅み力りよくが確たしかにある。彼が不正を働くことはないし、自らの信念を裏切ることもないと、その外見だけで否いや応おうなく分からせる。とんでもない『魅力』という力だ。これならば組そ織しきをまとめ上げるのも容易だろう。

（まだ一年。知名度はまだまだだが、これから何かを起こすかもしれない男だ。そういう人間がこの学園にいると分かっただけで、会ったメリットはあったかな？）

「さて、どんな用事かな？　茅ヶ崎くん」

　ユリアはユキトに抱いだいた感情を何一つ表に出さず、余よ裕ゆうを携たずさえて、口を開ひらく。

　ユキトは頷うなずき、強い視し線せんをユリアへと向ける。

「僕ぼくが本物のエフだ」

　胸を押さえ、力強く主張する。

　主張したのはそのたった一言。しかしユキトが強い意志を込こめ言えば、それだけで説得力がある。ああ、彼はエフなのかもしれないと、それだけでユリアは思ってしまう。驚きよう異い的てきな『魅力』という力だ。

「あなたは間違った情報を流布してしまった。発言を撤てつ回かいして欲しい。なんなら今すぐ、全校集会を開き、僕を本物のエフだと紹しよう介かいして欲しい」

（想定していた以上に強気だな）

「どうしてそんなことをする必要がある？」

　ユリアはユキトの魅力を理解しながらも、冷つめたく返す。

「それが真実だからだよ。信じてもらえないのかな？」

「私はエフが藤ふじ白しろカンナだと思っている」

「それは間違いだ」

「分かっていないようだから言おうか？　仮に私が間違えていたとしよう。君が本当に【アンチリヴァイアサン】を立ち上あげた人物だったとしよう。だが、そんなこと関係ないんだよ」

「なんだって？」

　ユキトは眉まゆを寄せる。

「真実なんてものに大した価値はないよ。私がああして全校集会で宣言してしまった以上、実じつ質しつ的てきにエフは藤ふじ白しろカンナになってしまったんだ。本物のエフが誰だれだかは関係なくね。私はそれでいい。私にとって重要なのは、藤白カンナに宣戦布告をすることだったからね」

「う、なんだそれは……！」

　納得できない様子でユキトは唇くちびるを嚙かむ。

「申し訳ないことをしたね。だけど、君の説はこちらにとって都合が悪かった。それだけの話だよ」

　ユキトは唇を嚙み続けている。

　その表情はあまりに自然で、噓うそを吐ついているようには見えない。この清せい廉れん潔けつ白ぱくな男が、こんな小こ芝しば居いを打つとは思えない。

（確たしかに藤白カンナが、ああまで準備をして、わざわざ正反対の主張をする組そ織しきを創り上げるのはおかしいとは思っていた。自分で組織を立ち上げるとしたら、【アンチリヴァイアサン】のような極きよく端たんな思想の団体にはしないだろう。だとすると、藤白カンナは【アンチリヴァイアサン】を利用していただけ？）

　ユキトを見て、その疑問は、確かく信しんへと変わる。

（……そうなると、藤白カンナは、エリカとレイティングバトルをしていたときから、自分がエフであると私たちに誤解させていたということか？　……なんという大だい詐さ欺ぎ師しだ。私たちはまんまと騙だまされていたのか）

　改めてユリアは、カンナの脅きよう威いを感じ取る。

　しかし、今はカンナに怯おびえていても仕方がない。ユリアはユキトとの話を続ける。

「君にも目的はあっただろう。その手段を奪うばったことは申し訳ないね」

「違ちがう……僕ぼくは目的のためだけに、真実が重要だと言ってるわけじゃないんだ……」

「何が言いたいか分からないが、どうにしろ交こう渉しようの余地はないよ。私は発言を撤てつ回かいしない」

　当たり前だ。懲ちよう罰ばつ処分Ａを食らうリスクを負って断行したものを、今いま更さら撤回などできない。もう引き返すわけにはいかないのだ。

　それは、ユキトほどの男ならば、分かっているはずだ。

　しかしユキトは顔かおを上げ、強くユリアを見み据すえる。

「悪いけれどあなたは間違っている。手段のために真実を軽視するのは、邪じや道どうだ。必ず足をすくわれる。真実を吞のみ込こんで隠かくしてしまえば、それは必ず胃の中で毒に変化するんだ。まだ間に合う。真実を全校生徒に教えてあげてくれないだろうか？」

（何を言っているんだ、こいつは？）

　ユリアは軽く失望した。ここで抽ちゆう象しよう的てきな叱しつ責せきをしたところで、何にもならない。

「したとして、こちらになんのメリットがあるのかなー？　さっきからずうずうしいんじゃないかなあ？」

　桃ももも同じ気持ちだったのだろう。闇やみ雲くもに無理難なん題だいをふっかけるユキトに、苛いら立だちを隠かくせない様子で、口を開ひらいた。

「メリット云うん々ぬんじゃない。あなたたちには危き機きが迫せまっているんだ」

「危機？　何それー？」

「僕ぼくはこう考えているんだ。今の状じよう況きようは、藤ふじ白しろカンナが望んだ通りになっているって。真実ではなく、虚きよ構こうがまかり通っている今の現状は、いかにも彼が好みそうな状況だ」

　とんでもない理り屈くつに、桃は思わず吹き出す。

「今の状況が藤白カンナの望み通りぃー？　ぷぷ、本気で言ってるの？　藤白カンナはエフであることを隠したかったんだよ？　そのためにエリカさんを出しにしてまで、桃たちを脅きよう迫はくしたんだよ？」

「それもあなたたちを油断させる作戦だったかもしれない」

　嫌いや味みを聞かないユキトに、桃は露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんになる。

「……いい加減にしてよ。藤白カンナが今どうしてるか知らないからそんなこと言えるんでしょ？　あの卑ひ怯きようなサイコパス野郎は、絶ぜつ賛さん引きこもり中なの。ユリア先せん輩ぱいのせいで【傲ごう慢まん】、【強欲】を持ってることがバレちゃったから、授業にも出られず、ビクビク震ふるえて隠れてるの。一人が恐こわいのか、恋こい人びとたちまで巻き込こんでね。でも、隠れることしかできないんだよ。Ｆランクのゴミ虫藤白カンナは、姿を現したら、レイティングバトルを誰だれ彼かれ構わず申し込まれちゃうからね」

　そう、その状況に追いつめることが、カンナがエフであると公表した理由の一つだ。

「隠れていることは知ってるよ」

　臆おく面めんもなく答えたユキトに、桃は眉まゆをつり上あげる。

「じゃあ！　なんで藤白カンナの望んだ通りなんて言えるのかなあ！　今【トラッドウルフ】の全員で、サイコパス野郎の隠れ場所を捜さがしてるんだよ？　その場所を暴あばいたらもう、あのＦランクはおしまいなの！」

　桃の言葉に、ユキトは顎あごに手を寄せ、眉をしかめる。

「……確たしかにずっと隠れている、そんなことはないだろうな……」

　その呟つぶやきを聞いて、ユリアは理解する。どうやらユキトは、藤白カンナの策さくを分かっているわけではない。今この場で、彼の策を考えているのがその証しよう拠こだ。

　つまり、ユキトのこれまでの発言には、なんの根こん拠きよもない。

（それでよくも乗り込む気になったものだ。話にならないね。……が、どういうわけだろう、この不安は）

　しかし不安の理由は思い当たる。ユキトという明らかに凡ぼん人じんではない男に、自信たっぷりに危き機きだと言われてしまえば、どうしても不安を覚えてしまう。それだけのことだ。

　だからユリアは、不安の理由を考えるのをやめた。

「とにかく、藤ふじ白しろカンナが陥かん落らくするのは、時間の問もん題だいなんだ。【トラッドウルフ】が組そ織しきとして機能している以上、いずれおびき出せるし、仮に私がレイティングバトルで負けても【傲ごう慢まん】、【強欲】の称しよう号ごうは、私の仲間が奪うばってくれる」

「……どうしても、僕ぼくをエフに戻もどす気はないのかい？」

　ユリアは無言で頷うなずく。

「そうか」

　ユキトは肩かたを落とした。

「それでは、もう帰ってもらっていいかな？　お互たがい時間の無む駄だのようだ」

「……一つだけ、忠告していいかな」

　この期に及およんで、自分の意見を言おうとするユキトに、桃ももは侮ぶ蔑べつの視し線せんを向ける。
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「忠告？　あなたみたいな無む根こん拠きよお気楽ちゃんから、一体どんな忠告があるのかなあ？　生なま牡が蠣きは当たりやすいから気を付けろみたいなことかなあ？　うん、気を付けるー」

「桃、余計なことは言わなくていいよ。……で、何かな？」

　桃の罵ののしりにも懲こりずに、ユキトは真しん剣けんな表情で言う。

「もし卑ひ怯きような手段で藤ふじ白しろカンナをおびき出し、勝とうとしているのならば、やめておいた方がいい。卑怯なやり口は、彼のテリトリーだよ。そこでは勝ち目がない」

「なるほど」

　もちろん、根こん拠きよのない忠告に、ユリアは耳を貸さない。

　ユキトはまだ何かを言っていたが、もうユリアたちは適当に流すだけだった。そんなユリアたちの態度にユキトは諦あきらめ、８２０号室を立ち去った。

　そうして、【トラッドウルフ】と茅ちヶが崎さきユキトの交こう渉しようは決けつ裂れつした。
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「持もち田だユリアは、どうだったのだ？」

　相模さがみ原はら霧きり子こは、テーブルにトレイを載のせながら、ユキトに尋たずねてきた。

　ハンバーガーショップの二階席だが、他に客は見当たらない。この店は、看板こそ大手ハンバーガーチェーンのものだが、並んでいる商品が新製品のモニターを兼かねた、試し験けん的てきなメニューしかない。料金を安くする代わりに、帰り際にアンケートを提出しなければならないシステムだ。そんな特とく殊しゆな事情もあって、利用者が少なかった。

　そういった試験的なショップは、七なな星ほし学園特区には珍めずらしくない。住民の年ねん齢れい層そうが偏かたよっている七星学園特区は、企き業ぎようにとってモニタリングしやすい地域で、若年層が対象の商品をこういった形でチェックすることがよくあった。

　今霧子のトレイの上うえに載っている商品も、いちごバーガーなどという変わったものだ。バンズは普ふ通つうのハンバーガーのものだが、中身は生クリームといちごになっている。

　ユキトは目を細めて、白いクリームを見つめる。

「……霧子。よくそんな甘あまそうなの、ハンバーガーショップで食べる気になるね」

「う、うるさいぞ。甘いものは……その、正義だ！」

　霧子は顔かおを赤くして、いちごバーガーに食いつく。

　ユキトは斬ざん新しんなメニューの中では、比ひ較かく的てき無ぶ難なんそうなポークダブルバーガーを頼たのんでいた。ハンバーガーの包みを開あけ、口に入れようとしたが、先ほどの出来事についつい頭あたまを抱かかえてしまう。

「困った」

　呟つぶやく。

　霧子はそれで交渉の失敗を悟さとり、ユキトの肩かたに触ふれる。

「そう落ち込こむな。持田ユリアがこちらの提案に乗ってこないことなど、想定の範はん囲い内ないだろう？」

「そうじゃない」

「というと？」

「事態は思っていたより、悪い」

「どういうことだ？」

　尋たずねながら、霧きり子こは生クリームを付けたいちごをつまみ、口に入れる。

　一連の動作を浮うかない顔かおで眺ながめていたユキトは、一度溜ため息いきを吐ついて、言い放った。

「持田ユリアは負ける」

　唐とう突とつな言葉に、霧子は手を止めて、目を丸くした。

「彼女の藤ふじ白しろカンナへの対応を見ていて、確かく信しんしたよ。だから僕ぼくは、【トラッドウルフ】を傘さん下かに収めた、藤白カンナと戦わなくちゃいけなくなる」

「……ちょっと待て。どうしてそんなことが分かるのだ？　……そもそも、そんなことがあり得るか？　持もち田だユリアが圧あつ倒とう的てきに有利な状じよう況きようにいるのは間ま違ちがいない。どうすれば藤白カンナがこの状況を逆転できる？」

「それは……分からない」

「なのに、持田ユリアが負けると？　ユキトは少し、藤白カンナを恐おそれすぎているのではないか？」

「そうかもしれない」

　ユキトは否定しない。自分でもそうかもしれないと思っている。

「だけど思うんだ。藤白カンナは絶対的君主だった神楽かぐら坂ざかエリカを倒たおして、エフの仮面をかぶり、全校集会をしたその時点で、フレンズ７が台たい頭とうしてくると予想できていたって。だって、僕ぼくや霧子だって、こうなることを予想していただろう？」

「まあな。フレンズ７の誰だれかが立ち上あがり、偽にせエフに報復することまでは予想できていた」

「なら、藤白カンナだって絶対にこの展開を考えていた。それなのに、対たい策さくを考えていなかったなんてことがあるかな？」

　霧子は腕うでを組み、答える。

「……ないだろうな。一度適合試し験けんで戦った私たちにはそれは分かる。それどころか、この状況を意図的に導みちびいている可能性もある」

「となると、こう考えるのが自然だよ」

　ユキトはハンバーガーをほおばり、吞のみ込こむ。

「この展開は、藤白カンナの思い通りの展開だ」

　霧子は頰ほおを引きつらせる。

　その仮定が事実ならば、事態は想像以上に悪い。藤白カンナの最さい優ゆう先せんの目的が、エフの座を奪うばうことであるならば、順じゆん調ちように進んでいることになる。

「藤白カンナの思い通りならば、彼が負けるはずがない。つまり持田ユリアは敗北する。ユキトはそう言いたいわけだな？」

「そうだよ」

「……なるほど。ユキトが持もち田だユリアを味方に付けることに固こ執しつしたわけだ。藤ふじ白しろカンナがどう出るか分からないのだったら、とりあえず彼の予想外の行動を取ってみようと、そういう考えだったわけだな。私たち本物の【アンチリヴァイアサン】が、【トラッドウルフ】に付く展開までは、さすがに藤白カンナも予想していない。そうユキトは踏ふんだ」

「でも、持田ユリアには拒きよ否ひされてしまった」

「ユキトの考えをそのまま伝えれば、協力してもらえたのではないか？」

「追い出される前に言ったよ。でも結けつ論ろんは同じだ。一度決断を下くだしたことを撤てつ回かいするだけの度胸は、持田ユリアにはなかった」

「そうして交こう渉しようは打ち切りか。となると、彼女たちは依い然ぜん藤白カンナの掌てのひらの上うえというわけか」

　霧きり子こは頭あたまを抱かかえる。

「藤白カンナはたぶん、いくつも罠わなを張はっているんじゃないかと思う。【トラッドウルフ】側が、より確かく実じつだと思う方法こそ危険だ。そこには間ま違ちがいなく、藤白カンナは魔まの手を伸のばしているよ」

「そうだな。そういう奴やつだった」

「まいったよ。きっと、エフの座を奪うばう計画も立てている。この状じよう況きようを打開しなければ、僕ぼくたちもまた、藤白カンナの掌の上なんだ」

　霧子は腕うでを組んで、顔かおをしかめる。

「……ユキトが入学してすぐ、私に言っていたことを思い出したよ。私が、七なな星ほし一かず夜やこそ唯ゆい一いつの敵てきだと言ったら否定していたな。その前に絶対に立ちはだかる強敵がいると」

　ユキトは頷うなずく。

「藤白カンナ」

　強く拳こぶしを握にぎりしめる。

「私たち【アンチリヴァイアサン】の敵」
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　藤白カンナは追いつめられている。

　少なくとも、芽め依いはそう思っているし、カンナ本人からそう伝えられている。

（わたしに何ができるのかな？　カンナくんの役に立つことならなんでもするのに）

　芽依はコンビニエンスストアで、カンナたちの食料品を買い込こみながら、自分の無力さに落ち込んでいた。かぶっているキャスケット帽ぼうの上から頭を抱える。

　現在カンナは、サウスモノポリータワーⅢの最上階──七なな海みの部屋に籠こもっている。生徒の前に姿を見せてしまえば、レイティングバトルを仕し掛かけられ、【七君主】の座を奪われてしまうからだ。

　寮りようには門限があるので、時間になれば帰らなければいけない。その道中を狙ねらわれる可能性がある。対たい策さくにカンナは、住所登とう録ろくを一時的に七なな海みの部屋に移した。

　しかしそれだけで、いつまでも籠ろう城じようできるとは思っていない。七海は自分の住すみ処かを言いふらしていないが、誰だれも知らないわけでもない。芽め依いや七海が後を付けられ、カンナの居場所を嗅かぎつけられてしまう可能性もある。また、こういった事態を学校側は想定しているのか、一ヶ月以上授業に不参加の場合、【七君主】の称しよう号ごうが剝はく奪だつになるルールも存在する。

　どう考えても隠かくれ続けることはできない。この状じよう況きようはいつまでも続かない。

（このままじゃ、カンナくんが【七君主】じゃなくなるのも時間の問もん題だいだよ……！）

　それではカンナの目的を果たせない。【アンチリヴァイアサン】を巨きよ大だいにさせる計画を果たせない。

（そんなの……絶対にダメだ）

　芽依はカンナのためにこの学園生活を投げ出す覚かく悟ごを決めている。

　カンナの失敗は、芽依の絶望だ。

　しかも、芽依を悩なやますのは、カンナの危き機き的てき状況だけではなかった。

（七海ちゃんは隠れ場所を提供できてる。それに比べてわたしは……なんの役にも立ってない。わたしは恋こい人びとなのに……。カンナくんはそんな人じゃないと分かってるけど、今回のことで七海ちゃんの方に気持ちが移るなんてことがもしあったら……）

　それは芽依にとって、絶対に容認できない事態だ。今はそんなことを考えてる場合じゃないと自分を戒いましめても、その考えを止めることはできない。

（七海ちゃんがカンナくんを好きだって分かっちゃった以上、負けるわけにはいかないよ！　わたしの方が七海ちゃんより役に立ちたい！　力になりたいよ！）

　その気持ちが七海への嫉しつ妬と心しんから来ていることは自覚している。芽依は七海がカンナのことを好きだと分かってから、自分の意地汚きたない性根に自己嫌けん悪おしてばかりだ。

　だがそれでも、役に立ちたい気持ちは本物だった。

（でも、わたしは頭あたまがいいわけでもなんでもない。七海ちゃんみたいにお金や立場があるわけでもない。そんなわたしができることってあるのかな……？）

　そう思い、落ち込こみそうになって、コンビニを出た矢先だった。

「────っ!!」

　芽依は偶ぐう然ぜん、『ある人』を見つけて、素早く隠れる。

（──あの人は！）

　とっさに隠れた看板の裏から確かく認にんする。間ま違ちがいない。車道の向こうにいる人物は、この状況を打開できる鍵かぎを持っているかもしれない、要注意人物。

（……鴻こうの巣す桃ももさん）

　以前にカンナが言っていたことを、芽め依いは思い浮うかべる。

『もし、持もち田だユリアか、鴻こうの巣す桃ももを見つけたら、後を付けるなりして、情報を得て欲しいんだ。わずかな情報でも、ボクの状じよう況きようを劇げき的てきに改善する情報になるかもしれない』

　そう、桃の情報は、カンナが何より欲しているもの。

（……カンナくんの役に、立てる……？）

　そう思うと、今すぐにでも飛び出して、後を付けたかった。しかし慎しん重ちような芽依は、なんとか押し留とどまる。功名に焦あせって、余計なことをしてしまうかもしれない。ただでさえ役に立っていないのに、カンナの足を引っ張るなんてことになれば、目も当てられない。

　芽依は看板の裏に隠かくれながら、ＣＣＣシートリプルモバイルを操そう作さし、カンナにメールを送信する。

『鴻巣桃さんを発見しました。後を付けようと思っていますが、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？』

　カンナからすぐに返信が来る。

『ＯＫ。十分に気を付けてね。何かあったときのために、常にどこにいるか分かるように、ボクにＧＰＳ情報を常時送信する設定しといて』

　言われるがまま設定し、『分かりました。それでは後を付けます』とメールをした。

　エアリアルの表示を消し、芽依は顔かおを上あげる。

（よし、行こう！　わたしの行動で、カンナくんの状況を変えるんだ！）

　小さく拳こぶしを握にぎりしめ、息を吐はく。

　本来芽依は臆おく病びようだ。敵てき対たいしている相手、しかも組そ織しきの中ちゆう核かくの人物を尾び行こうするなんて、考えられない行こう為いだ。

　でも、カンナへの想おもいが芽依の背中を押す。カンナの役に立てると思えば、勇気が湧わいてくる。

　かぶっていたキャスケット帽ぼうを深くかぶり直す。エアリアルをパーソナルモードにし、目の付近にだけ表示させる。

　隠れていた看板の裏から飛び出す。

　桃は、原色の店構えが目立つ、芸術家がデザインしたような喫きつ茶さ店てんに入るところだった。話している相手は一人。どうやら二人でその店に入るようだ。

（あれ？）

　桃が話している相手が、自分の知り合いであることに芽依は気付いた。




　午後八時という門限に近い時間だったが、喫茶店の中には、比ひ較かく的てき生徒がいた。これなら自然に身を隠すことができそうだと、芽依は安あん堵どする。

　二人の会話がギリギリ聞こえる距きよ離りの席に座る。間に観かん葉よう植物があるこの場所なら、そうそう気付かれないはずだ。

　店に置いてあったファッション雑誌を広げながら、桃たちの会話に耳を澄すませる。

「さて、何を頼たのむ？　玲れい乃のちゃん」

　芽め依いは首を伸のばして、桃ももと対面している人物を見る。

（そう。あの人は、カンナくんのクラスメイトの、関せき口ぐち玲乃さんだ）

　一いつ緒しよにシミュレーションルームでゲームをしたこともあるけれど、二人で話したことはなく、詳しく彼女のことは知らない。

（Ｆランクなのに、【トラッドウルフ】の中ちゆう枢すうにいる鴻こうの巣す桃さんと繫つながっているってこと……？）

　その意味。

　すぐに芽依は察しが付いた。

（まさか……。玲乃さんは、カンナくんを監かん視しする役目を与あたえられていた……？）

　桃との繫がりを見る限り、それは間ま違ちがいない。

　──監視。

　改めてその事実を考え、芽依は胸を押さえる。

（……普ふ通つうに、カンナくんと仲良くしてるだけだと思ってた。でも違うんだ。仲良くして、その行動を探ってたんだ。……何それ？　恐こわいよ……）

　この学園では、日常を無む邪じや気きに楽しむこともできない。

　その事実が改めて、芽依に恐きよう怖ふを生み出す。

（でも、恐怖に押し負けている場合じゃない）

　芽依は弱肉強食学園の恐怖から今は目を逸そらし、観かん葉よう植物の向こうにいる二人を引き続き眺ながめた。




　桃はテーブルの上うえに置かれたアイスティーとチーズケーキに、目を輝かがやかせていた。きっと好物なのだろう。その表情は無邪気そのもので、幸せそうだ。

　胸の前で手を合わせて「いただきまーす！」と元気よく言うと、桃はテーブルの上のチーズケーキにフォークを入れる。チーズケーキを口に入れると、堪こらえきれなかったのかにんまりと口角を上あげる。

　そんな幸せそうな顔かおで言うのだ。

「サイコパス野郎の、藤ふじ白しろカンナを潰つぶす計画について話そうね」

　目の前にいる相手は、いくら愛らしい外見であっても、元フレンズ７の超ちようエリートだ。しかもカンナと敵てき対たいしている存在だ。

「報告を聞こうかな？　藤白カンナは今日はどうしていたのかなー？」

　幸せそうにチーズケーキを食べる桃とは対たい称しよう的てきに、玲乃の顔は冴さえなかった。

「王子は今日も欠席だよー。変わったことは特にないよー……」

　桃は表情はにこやかなまま言う。

「あーあ、使えなーい。やっぱＦランクだね」

　露ろ骨こつに悪口を言われ、玲れい乃のは声を小さくさせる。

「……だって、来ないもんは来ないんだもん」

　言い訳に、桃ももはあからさまに機き嫌げんを悪くし、チーズケーキを口に運んでいたフォークを、玲乃の顔かおに向ける。

　玲乃は突つき出されたフォークに萎い縮しゆくして、背中を丸める。

「分かってないよねー。桃が言いたいのはそういうことじゃないよ。ちゃんと自分の役割を果たせなかったから、こんなことになってるって桃は言ってるわけだよ」

「役割……？」

「あれー？　桃の言ってること分かってないのー？　もしかしてー？」

　見み下くだすような視し線せんを、玲乃に向ける。

「藤ふじ白しろカンナの弱点になるために、自分に惚ほれさせるのが本来の玲乃ちゃんの仕事だよねー？　それができてないから使えないって言ってるんだよ」

「だって……どんなにアプローチしても、振ふり向いてくれないんだもん、王子……」

　玲乃はうつむいたまま、口ごもる。

「……あたしは頑がん張ばったよ……」

　──カチャン。

　フォークの先が皿にぶつかる音が、喫きつ茶さ店てん内に響ひびく。

　桃が目を大きく開ひらいて、異様なまでに真っ直すぐ玲乃のことを見み据すえていた。

「『Ｅ、Ｆ、Ｆ、Ｄ、Ｅ、Ｂ、Ｄ』」

　桃は突とつ然ぜん、アルファベットを口にする。

　それだけで玲乃は顔色を青くする。

「ゴミみたいなステータスデータだよねー。なんの希望も持てないカスみたいな数値だよね？」

「…………そ、うだけど」

「頑張った？　頑張るのなんて当然でしょ？　ただでさえおバカなんだから。……なのに覚かく悟ごが足りなくないかなー？　玲乃ちゃんなんて人間的に価値ないんだから、えっちでもなんでもして藤白カンナを惚れさせないといけないよね？　それもできないの？　使えない使えない使えなーい」

「う…………」

　あまりに酷ひどい言いぐさに、当然だが、玲乃は涙なみだぐんだ。

　しかし、桃はそんなことでは、言葉を止めない。

「分かってるのー？　玲乃ちゃんみたいなおバカは、桃たちが施ほどこしをあげないと、ランクアップできないんだよ？」

「わ、分かってるよぅ……。あたしもランクアップしたいよ……。ずっとＦランクなのは嫌いやだよう」

　玲れい乃のは声を震ふるわせて、口にする。

「Ｆランクにはもう耐たえられないよう……。あたし、胸を触さわらせろって、インストラクトで命令されたことあるんだよー。もちろんそんなのはエラーが出るから無効だよ。でもね、七なな星ほし学園では、Ｆランクの人間なんて、そんなことをしてもいい人間だって思われてるってことだよね」

「そうだねー。奴ど隷れいみたいなもんだしー」

「そんなの耐たえられないよ……あたし、人間だよ……」

　玲乃は涙なみだをこぼす。

「だからあたし、ランクアップのためになんでもするよ……なんでも……」

「あのさあ、桃ももは、玲乃ちゃんの人生相そう談だんのために、相手してあげてるんじゃないから、うじうじするのはそれぐらいにしてくれるかなあ？　気分悪ーい」

　桃は冷つめたく言い放って、ミルクをたっぷり入れたアイスティーをすする。

「……ごめんなさい」

「でも、じゃあ尚なお更さら頑がん張ばらないとねー。藤ふじ白しろカンナは玲乃ちゃんにとって、奇き蹟せき的てきに現れた甘あまい蜜みつだよ？　せっかくだから、一生懸けん命めいちゅーちゅー吸わないとダメだよねー？」

「うん」

　言って、玲乃は涙を拭ぬぐう。

「うん」

　唇くちびるを嚙かんで、決意を見せる。

　カンナをこれからも騙だまし続ける、決意を見せる。

　本来玲乃は、ポジティブで無む邪じや気きな女の子だ。自分をかわいいと言ってくれる人と、甘いものがあれば、幸せでいられるような女の子だ。

　それなのに今の表情は疲つかれ切り、悲ひ壮そう感かんに溢あふれている。

　弱肉強食学園のランク制度が、彼女にこんな顔かおをさせたのだ。

　桃はその顔を見ると、機き嫌げんを直した。他人が苦くるしんでいる様子は、彼女の大好物だ。

「うんうんっ！　素直な玲乃ちゃんのこと、桃好きー」

　言って、好きな音楽を聴きいているみたいに、楽しそうにチーズケーキを口に運ぶ。

「んふふ。あるかどうか分からない弱点を見つけようとするのは二流のやることだよね。弱点なんて無理矢理作ればいいんだよ。そこを突つけば確かく実じつに勝てるんだから」

　チーズケーキがおいしかったのか、桃は足をパタパタさせて、楽しそうに言う。

「藤白カンナだって例外じゃないよね」




　芽め依いは今までの会話を聞いて、雑誌を持つ手を震ふるわせていた。

（そこまでするの？【傲ごう慢まん】と【強欲】の座を手に入れるために、玲乃さんを無理矢理カンナくんに付き合わせることまでするの？　そんなの人じん権けん侵しん害がいだよ。酷ひどすぎるよ）

　分かっているつもりだった。【七君主】というのは、このエリートだらけの学園でもトップの人間だ。そこにたどり着くためには、高い能力だけでは足りない。弱い人間を踏ふみ台にしてでも、上うえに登ろうとする気き概がいがなければ、その高みにはたどり着けない。こうやって強者である桃ももが、弱者である玲れい乃のをしゃぶり尽つくすようなことは、この学園ではただの日常的風景なのだ。

　これが弱肉強食学園の構図。

　だから、芽め依いは思う。

（変えなきゃいけない。やっぱりこの学園は、エフが──カンナくんが、変えなきゃいけない）

　こんなことがまかり通る学園が、健全であるわけがない。正しいわけがない。

（やっぱり、恋こい人びととしてわたしは、カンナくんを支えないと）

　──しかし、そこで気付く。

（……あれ？『恋人』として……？）

　そのフレーズ。

　玲乃は何になろうとしていた？

（……玲乃さんはカンナくんの恋人になろうとしていた）

　カンナの大切な人になり、弱点となり、【トラッドウルフ】の付けいる隙すきになろうとしていたのだ。

　だけど、それは──

「でも良かったね。藤ふじ白しろカンナは、玲乃ちゃんが失敗しても、勝手に弱点を作ってくれたもんね」

　桃は言う。

「さて本命の会話しようかなー？」

　無む邪じや気きな笑みで言う。

「乙坂芽依はどうしてるのかなー？」

（ああ……そうだ！）

　芽依は青ざめる。

　気付いてしまった事実を考える。

（本来玲乃さんがやるはずだった役割を、わたしが勝手にやっている……！）

　悟さとる。

（わたしがカンナくんの弱点だ！）

　それが分かった瞬しゆん間かんだった。

「────あ！」

　芽依は持っていた雑誌を取り上あげられた。丸見えになった芽依の顔かおを、振ふり返った桃が凝ぎよう視ししていた。

　それは、初めから芽め依いがそこにいることを分かっていた態度だった。

「彼女なら、ここにいますよ」

　その声に芽依は、恐おそる恐る顔かおを上あげる。雑誌を取り上げた男を見る。

「三み浦うらくん……」

　三浦雄ゆう之の輔すけ。芽依のクラスメイトだ。バッジは【トラッドウルフ】のもの。

　桃ももが芽依を凝ぎよう視ししたまま、にやりと笑え顔がおを見せる。

「ああ……本当だー。偶ぐう然ぜんにもこんな近くにいたんだね！　……なんてねっ。とっくにそこにいること知ってたよ」

　芽依は戸と惑まどいながらも、状じよう況きようを悟さとる。

（そうだよ。カンナくんが監かん視しされているのならば、その恋こい人びとであるわたしも、監視されているに決まってる！　わたしは、クラスメイトに、監視されていたんだ！）

　とっくに、【トラッドウルフ】の魔まの手は、芽依に迫せまっていた。

（カンナくんの役に立てる、ようやく来たチャンスだと思ったのに……！）

　逆だった。

　芽依はカンナを責めるための材料として、おびき出されていた。

（い、急いで逃にげないと！）

　慌あわてて立ち上がり、店から出ようとする。

　だが当然適かなわない。

「《Ｂインストラクト》、手足を一切、動かさない」

　Ｃランクの芽依は、止まるしかない。

　芽依は命令通り手足を硬こう直ちよくさせながら、視し線せんだけを動かす。

　声は、桃のものでも、雄之輔のものでもなかった。芽依にインストラクトを命じたのは、後ろの席に座っていた、見知らぬ女子生徒だった。

　喫きつ茶さ店てん内の全員が、芽依を冷ひややかな目で見ていた。

　そこでようやく芽依は気付いた。この喫茶店にいる生徒全員が【トラッドウルフ】のバッジを着けていることに。

　ここは【トラッドウルフ】専用の店だった。入ってしまった時点で、異物である芽依のことは、気付かれていたのだ。

（どうしよう……どうしよう……どうしよう……）

　芽依は頭あたまの中で、ぐるぐる同じ言葉を繰くり返す。

「ゴキブリみたいだよねー」

　桃はごきげんに、軽やかに、芽依の元に歩いてくる。

「普ふ段だんは隠かくれているのに、人間の隙すきを見て餌えさを食べようと現れる様が、本当、ゴキブリみたい！　おいしそうな匂においがしたのかなー？　でも残念！　それ、ホウ酸団子だからー！」

　立ちすくんで動けない芽め依いの前に、桃ももは回り込こみ、無む邪じや気きな笑みを近づける。

「もうお団子を囓かじっちゃったかな？　じゃあ、のたうち回って死んじゃうねー」

「……わ、わたしをどうするつもり？」

「んふふ、【トラッドウルフ】のオモチャにするよ、わーい」

「オ、オモチャ……？」

「そうだよ。あなたの周りにＢランク以上の【トラッドウルフ】のメンバーをいつも付けるの。みんなはー、とっかえひっかえ好き勝手に、インストラクトであなたに命令するのね。一週間、学校にいる間、誰だれとも会話をさせなかったり、たくさんの人の前で即そつ興きようのラップを歌わせたり、トイレの個室の前に大勢待たい機きさせたり、そんなことしよっかなあー？　それぐらいならエラーが出ないはずだよね。そういうことを毎日続けるの。毎日。毎日。毎日。あなたの精神が焼き切れるまで。もちろん藤ふじ白しろカンナには絶対に会わせないよー」

「そ、そんなの…………」

　耐たえられるわけがない。

　それに、芽依にとってこの学園ですべきことは、カンナに手を貸すことだけだ。

（カンナくんの側そばにいられなくなる。それは大げさじゃなくて、わたしが生きている意味がなくなるってこと……！）

「そんなことを恋こい人びとにするって聞かされて、藤白カンナは耐えられるかなあ？」

「…………!!」

（そうだ。あくまでわたしは、カンナくんの弱点。カンナくんを倒たおすための、道具）

「あなたを出しに交こう渉しようするの。【強欲】の特とく殊しゆスキルに《絶対契けい約やく》ってのがあるよね？　それでユリア先せん輩ぱいに【七君主】の称しよう号ごうを明け渡わたして、取り返さないように約束させるんだ。あなたが大切なら、藤白カンナは【七君主】の座を譲ゆずらなきゃいけないんだー」

「そんな……！」

「言っておくけど、先にそれをやったのは藤白カンナだよ。エリカさんを出しに脅きよう迫はくしてきたの、忘れてない？」

「…………」

　確たしかにそれはそうだ。しかし、カンナがそれをしたのは仕方のないことだと、芽依は聞かされている。

「藤白カンナも、さすがに称号を渡すのは抵てい抗こうするかもね。自分の目的が果たせなくなっちゃうもんね。だから恋人であるあなたを、一度は見捨てようとしたりして。でもー、させないっ！　桃たちはー、毎日あなたが陵りよう辱じよくされてるところを、撮さつ影えいして藤白カンナに送ってやるの。あなたが病んでいく様子が手に取って分かるように、毎日送ってあげるの。藤白カンナは恋人が苦くるしんでいくのを、いつまで耐えられるのかなあ？　ねえ、どう思う？」

「そんな卑ひ怯きような手段で、【七君主】の座を奪うばって、恥はずかしいと思わないの……？」

「ん？　恥ずかしい？」

「君主としての、誇ほこりはないの？」

「何それー？　それでランクが上あがるの？」

　言って、桃ももはかわいらしく小首を傾かしげた。

　芽め依いは理解する。桃は本当に芽依を陵りよう辱じよくするつもりだ。芽依の人格がその結果破は壊かいされようが、そんなことはどうでもいいと思っている。

（そうやってこの人は、のし上がってきたんだ。そういうやり方で、勝ち抜ぬいてきたんだ。……最低。最低だ）

　歯を食いしばる。

（だからカンナくんは、自分の望みを果たさなくちゃいけない。それは絶対に間ま違ちがってない）

　涙なみだを浮うかべる。

（なのにわたしの存在が、カンナくんの足を引っ張るかもしれない。役に立つどころか、わたしはカンナくんの弱点なんだ）

　それはなんて皮肉だろう。

　誰だれよりもカンナの役に立ちたい。カンナのためなら、誇こ張ちようなしに、なんでもできるし、してあげられる。

　だというのに、芽依の存在自体が、カンナの邪じや魔まになっている。

　そんなことは受け入れられない。

　そんなことは受け入れない。

「わたしは、」

　芽依は拳こぶしを握にぎりしめ、顔かおを上げる。

「わたしは、あなたたちの思い通りになんて、絶対にならない！」

　どうしていいのかは分からない。この状じよう況きようから逃にげ出すのは不可能だ。

　でも、そのまま捕つかまるわけにはいかなかった。抵てい抗こうしないわけにはいかなかった。

　芽依はインストラクトを無視し、駆かけ出す。

　そんなことをしても、どうにかなるわけがない。でも、奇き蹟せきを待つ。この場をくぐり抜けられる奇蹟が起こることを待つ。

（神様、奇蹟ぐらい起こしてくれてもいいよね？　だってわたしたちが、絶対に正しい……！　この人たちの思おも惑わく通り進むなんておかしい！　神様！　カンナくんの正義を、どうか認めて……！）

　もちろん──

「────ぁ」

　インストラクトを無視した芽依は、ＣＣＣシートリプルモバイルに搭とう載さいされている麻ま酔すい剤ざいを打たれ、倒たおれた。

「カ、ンナくん…………」

　朦もう朧ろうとする意い識しきの中で、芽め依いは思う。

（弱点になって……足を引っ張って、ごめんなさい……ごめんなさいごめんなさい）

　悔くやしさに涙なみだを流して、心の中で謝しや罪ざいを続ける。芽依のカンナへの謝罪は、完全に気を失うまで続いた。




　しかし、そもそも奇き蹟せきなど起こるはずはなかった。芽依の一方的で、空から回まわりで、的外れの願ねがいでは、奇蹟が起きるはずもなかった。

　その証しよう拠こに、ＧＰＳで場所を知らせているはずの、カンナはいつまでも現れない。
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　七なな海みの部屋は、Ａランクの寮りようなどが入っている、サウスモノポリータワーⅢの最上階、四十五階にあった。高級家具と安っぽい家具が混在するだだっ広ぴろいリビングで、カンナと七海はピンク色のサイドテーブル越ごしに向かい合っていた。

　カンナは口を開ひらく。

「チェック」

　言って、ガラスの駒こまをチェス盤ばんの上うえに置く。

　目を白黒させていた七海だったが、しばらくしてテーブルに突つっ伏ぷした。

「うわーん、また負けたし！　クイーンを取ったとき、今度は勝てると思ったのに！」

　七海はその軽けい薄はくな見た目の割に、チェスの腕うで前まえはなかなかのものだった。が、カンナを苦くるしめるほどではない。

「逆だな」

　カンナは外していたメガネを磨みがきながら、口にする。

「クイーンを取った時点で、お前の負けが決定したんだ。おいしそうな餌えさを前にして目がくらみ、俺おれが用意した罠わなに自ら突っ込こんでいったわけだな」

「うう……そっかあ」

　落ち込む七海を尻しり目めに、カンナはメガネをかけ、立ち上あがる。

「ところでさっき、芽依ちゃんから来ていたメールはなんだったの？　コンビニに行ったにしては、ずいぶんと帰ってくるの遅いよね？」

　カンナは答えず押し黙だまり、ガラス窓の側そばに行く。そこから見える光景を眺ながめる。

　窓の外に見えるのは、七なな星ほし学園を象しよう徴ちようするクロック・スターだ。芽依は時と計けい塔とうを、高圧的で嫌きらいだと言っていたが、カンナはその分かりやすい権けん力りよく誇こ示じが決して嫌いではなかった。

　エフに心しん酔すいする芽め依いとはやはり思想が相あい容いれないなと、カンナは話を聞いたとき思ったものだ。

　クロック・スターの時刻は、二十時十五分を指している。

（さて、そろそろか？）

　まさにそのタイミングで、カンナのＣＣＣシートリプルモバイルが振しん動どうした。この震ふるえ方はメールの受信だ。カンナは素早くメールを開ひらく。

　メールは、知らないＩＤから届いていた。

「誰だれから？　芽依ちゃんから？」

　七なな海みがカンナにメールが届いていることに気付いて、尋たずねる。

　カンナは答えず、エアリアルに表示されているメールの内容を黙もく読どくする。読み終わると、エアリアルの表示を消し、メガネのフレームに触ふれる。

「……七海、確かく認にんするが」

　カンナは窓の外を眺ながめ、尋ねる。

「持もち田だユリアが現在持っている【憤ふん怒ぬ】の特とく殊しゆスキルは、《暴ぼう力りよく主義》。ランクも、ブロック登とう録ろくも、同じ相手における一月三回までの回数制限も関係なく、レイティングバトルを強要できるスキルだったな」

「突とつ然ぜん何？　まあ、そうだけど」

「【七君主】の特殊スキルは、一般的に知られていない。すべての特殊スキルを知っているのは学園長の娘むすめである七海と、七海に教えてもらった俺おれだけということだったな？」

「そうだよ」

　ルールにおいては厳げん格かくに公平を貫つらぬいていると言える七なな星ほし学園で、唯ゆい一いつとも言える不公平な情報の偏かたより。特殊スキルの情報の有無程度では、切り札にすることは難むずかしいが、しかし利用しない手はない。

「俺は元フレンズ７のメンツには、《絶対契けい約やく》を見せている。だから持田ユリアたちは、《絶対契約》の存在は知っている。が、細かいルールは知らない。つまり、《絶対契約》についての細かい噓うそは、いくらでもでっち上あげられるということだ」

「んー、そうなるね。……それは分かったから、そのメールは誰からなの？　やっぱり芽依ちゃんでしょ？」

（……芽依『ちゃん』ねえ）

　カンナは振ふり返って、平然と指し摘てきする。

「もうお前と芽依の間に友情はないんだから、ちゃん付けで呼よぶのはやめたらどうだ？　いつまでも未練がましいぞ」

「──だ、」

　目を見開く七海。

「誰だれのせいだし誰のせいだし誰のせいだし!!　カナちゃんに告白したって噓うそをカナちゃんが吐ついたせいなのに、よく人ごとみたいに言えるね！　尊敬するし！」

　七なな海みの言葉に、肩かたをすくめ、手を広げるカンナ。

「ええ!?　何その呆あきれかえったような態度！　あたし間ま違ちがったこと一つも言ってないし！　カナちゃんのせいで、芽め依いちゃんに恨うらまれちゃったんだからもっと責任感じて！　おかげで今は、カナちゃんに話しかけるだけで、アイスピックのような視し線せんを浴びせられ……！　うう……！　あの目で見られる度、胸の辺りが痛いし！　なんとかして！」

「そういえば前から尋たずねようとしてたんだが、本当のところ、七海は俺おれのことが好きなのか？」

「ひぃ！　そんな重要なことをあっさりさりげなく尋ねないで欲しいんだし！　グレーゾーン！　そこはグレーゾーン！」

（なんだ、グレーゾーンって）

　カンナは面めん倒どうくさくなって、話わ題だいを戻もどす。

「ところでこのメールの内容だが、脅きよう迫はく文ぶんだ。鴻こうの巣す桃ももたち【トラッドウルフ】に芽依がさらわれた」

「って、ええええ!?」

　外の天気を告げるようになんの気なしに言ったカンナの言葉に、七海は連続で目を見み開ひらく。

「どどど、どうするんだし!?」

　答えずに、カンナは無表情のまま、再び窓の外を眺ながめる。

「……た、助けに行くよね？　なんのかんの言っても恋こい人びとだもんね。大切な彼女だもんね」

「ああ、助けに行くし、大切だ」

　カンナは窓に反射して映っている、ピンクのサイドテーブルの上うえを見る。そこにあるガラス製のチェス盤ばんの上には、作戦上七海に取らせたクイーンの駒こまが転がっていた。

（ああ……大切だ）

　口の端はしを上あげる。

（大切な駒だ）

　だが当然、【傲ごう慢まん】、【強欲】の称しよう号ごうとは比べるべくもない。

　いざとなれば、切り捨てることも必要になる。

（少し前の俺は、自分への好意を利用し、扱あつかうことに多少の罪悪感があった。だが、今はどうだ？　すべきことをすることに、何も感じない）

　カンナは窓の外の光景を見る。蟻ありのように蠢うごめく生徒たちを見み下おろせば愉ゆ快かいな気分にもなるかと思ったが、やはり何も感じなかった。

「七海」

　窓の外を見下ろしたまま、カンナは口にする。

「芽め依いは、邪じや魔ま者ものを振ふり払はらうのに、使わせてもらう」







[image: 三章]
















　率直に言うと、カンナの計画は、予定通りにはいかなかった。
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　芽め依いが捕とらわれた次の日の放ほう課か後ご。今日は髪かみを高い位置で結わえた七なな海みは、エフの仮面をかぶったカンナと共に、バトル棟とうに向かっていた。桃ももの呼び出しに、そのまま従っている形になる。

　しかし七海は確かく信しんしている。

（カナちゃんは勝てるし）

　七海は前日に、カンナから今回の計画を聞かされていた。芽依を撒まき餌えに使ったことは許せないし、そのことを批ひ難なんもしたが、しかし作戦自体の成功は確信している。

（全部、カナちゃんの思おも惑わく通り進んでる。持もち田だユリアと鴻こうの巣す桃ももを完全に手玉に取ってる。それなのにカナちゃんが負けるわけがない）

　歩ほ幅はばの大きいカンナの歩みに、七海はちょこちょこと短い脚あしで付いていきながら、エフの仮面をかぶった頭あたまを見み上あげる。

　きっとその仮面の下したでは、カンナはいつもの不ふ敵てきな笑みを浮うかべているだろう。

　これから待ち受けるのは、【七君主】同士のレイティングバトル。本来、一年に一度程度しか行われない大一番だ。

　しかしそこに緊きん張ちよう感かんはまったくない。

　七海にはどうしても、これから先待っているのが、一方的な蹂じゆう躙りんとしか思えない。それだけ、カンナとユリアたちには差がある。そう思えるのだ。

　改めて考えると、それは恐おそろしいことだ。絶対的君主であった神楽かぐら坂ざかエリカの側近、フレンズ７は、この学園でもトップクラスに有能のはずだ。それなのに、カンナに敵かなう要素が見受けられない。

（これが、カナちゃんの、君主の素そ養よう）

　息を吞のむ。

　七海はカンナに、エリカを凌しのぐほどの君主の素養があることは分かっていたつもりだ。しかし、出会った時点では、まだカンナはそこまでの力を見せていなかった。

　いや、カンナがした変化は、ほんのわずかであると思う。迷いが消えた程度のことだと思う。

　だが、そのわずかな変化が、カンナを最強にした。

（たぶん、そのきっかけは──）




　──自分の師とも言える、神楽かぐら坂ざかエリカを倒たおしたこと。




「カナちゃん」

「なんだ？」

「ゴーぽん、ちゃんと持ってるよね？」

「お前と初めにした《絶対契けい約やく》で、持たなければいけないと決められているのだから、当たり前だろう」

　ゴーぽんは、元々は七なな海みが護ご身しん用ように持っていた、幽ゆう霊れいのぬいぐるみだ。それをカンナが身に着けているのは、ただ決められたことだからに過ぎない。カンナに特別な感傷はない。

　でも、なぜだろう？

（ちょっとだけ、安心する）

　自分のことを忘れられていないような気がして。

　カンナと繫つながっていられるような気がして。

　ふと、カンナが立ち止まった。七海は考え事をしていたせいで、カンナの背中に頭あたまをぶつけてしまう。

「あ痛っ。突とつ然ぜんどうしたんだし？」

　七海はカンナの背中から頭を出す。

「あ」

　もう七海たちはバトル棟とうの手前まで来ていた。視界の先には、どこかＣＣＣシートリプルモバイルを連想させる、バトル棟の黒い校舎が見える。

　しかしその前に、彼はいた。




　──エフ。

　──仮面の男。
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　茅ちヶが崎さきユキト。

　短期間で【アンチリヴァイアサン】を作った本物のエフ。

　適合試し験けんで、カンナを破った男。

　それだけで警けい戒かいすべき男だと分かる。しかし七海は、その姿を改めて見ても、首を傾かしげてしまうのだ。

（やっぱり、この人、よく分からない）

　七なな海みは、学園長の娘むすめというその境きよう遇ぐうから、多くの重じゆう鎮ちんと呼ばれる人間、重鎮となっていった人間に会っている。小さい頃ころからあまりにそのような機き会かいが多かった七海は、今後その人間がどういう立場に就くか、直感で分かるようになった。カンナの君主の資し質しつを見み抜ぬいたのもその能力だ。

　しかしユキトの資質はまるで分からない。少なくとも、カンナやエリカのように、この学園で頂点になるような感じはまったくしない。ならば、何も為なし得ないかと言えば、これまでの実じつ績せきを考えるに、それも考えにくい。

　一言で言えば、理解不能。

　ユキトは、七海が今まで会った、どのタイプにも該がい当とうしない人間だった。




「この先には行かせないよ、偽にせエフ」

　仮面の男たちは、向かい合っている。

　まるで、どちらが本物なのか、主張し合っているように。

（こんな展開、聞いてないよ、カナちゃん）

　七海はカンナの右みぎ腕うでにしがみつく。

　ユキトの両りよう隣どなりには、男女が立っている。相模さがみ原はら霧きり子こと、沖おき田た龍りゆう聖せい。どちらもＢランクで、ユキトのクラスメイトだ。

「先には行かせない？　私がこれからどうするか、知っているのか？」

　カンナはエフ用の口く調ちようで、同じ仮面の男に話しかける。

「ああ、持もち田だユリアとレイティングバトルをするんだろ？」

「その前に──」会話に霧子が割り込こむ。「その仮面は実に不ふ愉ゆ快かいだ。それはユキトだけのものだからな。《Ｂインストラクト》、頭あたまの仮面を外せ」

　Ｆランクのカンナは、そのインストラクトに刃は向むかうことはできない。カンナは言われるがまま、エフの仮面を外す。

「ふん。所しよ詮せん、偽物だな。だからたった一言だけで、化けの皮が剝はがれる。そう思わないか、藤ふじ白しろカンナ？」

　仮面を着けていたこともあって、メガネを外しているカンナに、霧子は長い髪かみをかき上あげながら言う。

　しかしカンナの目は、彼女には向いていなかった。

　カンナは彼が現れてからずっと、視し線せんを逸そらさない。




「茅ちヶが崎さきユキト」

「藤白カンナ」




　お互たがいの名前を呼び合う。

　七なな海みにはその正体がよく分からなくとも、きっとカンナは分かっている。茅ちヶが崎さきユキトが自分にとって、どんな存在か分かっている。

（たぶんカナちゃんは、こう思ってる）

　──かつて自分を倒たおした彼が、エリカを亡き者にした今、唯ゆい一いつ敵てきになりうる存在だと。

　カンナはユキトからようやく視し線せんを外し、右みぎ腕うでにしがみついていた七海を振ふり払はらうと、口を開ひらく。

「どうして俺おれの足を止める。俺が持もち田だユリアとレイティングバトルをしたところで、お前になんの影えい響きようがある？」

「ごまかそうとしても無む駄だだよ、藤ふじ白しろカンナ。僕ぼくは分かっている。どうしても僕らは将来、衝しよう突とつすることをね。なぜなら──」

　ユキトははっきりと断言する。

「君が、エフの座を狙ねらっているからだ」

「────!!」

　七海は絶句する。

「ただでさえ【傲ごう慢まん】、【強欲】を手にし、君は手に負えない存在になってきている。だというのに、【憤ふん怒ぬ】を手にいれ、さらに力を付けようとしているところを、見み逃のがすわけにはいかない」

　ユキトは当然のように口にするが、彼の立場でそう言い切れるのはおかしい。

　なぜならカンナの状じよう況きようは、客きやつ観かん的てきに見れば、これ以上なく追いつめられている状態だ。Ｆランクのカンナは、ユリアが全校集会で【七君主】であることを暴ばく露ろしたため、いつでもレイティングバトルをけしかけられるようになり、まともに外に出られない状態になっている。その現状を知れば、誰だれもがカンナは追いつめられていると思うはずだ。

　それなのにユキトは、カンナは追いつめられているどころか、さらに力を付けると思っている。ユリアから【憤怒】を奪うばい、しかもその先を見み据すえ、エフの座を狙っていると考えている。

　七海は知っている。

　それは──事実だ。

（やっぱり、この人がただ者じゃないことだけは確たしかだし……！）

　ユキトは、本来なら分かるはずがない、事実を見極めている。

「僕は君がどんな策さくによって、持田ユリアを打だ倒とうする気なのかは分からない。だけど、君の思い通りにさせないことはできるよ」

　ユキトは手を広げ、示す。

「ここを通さなければいい。それだけで、君の計画に狂くるいが生じるんだ」

　そもそも戦いの場に向かえなければ、目的を果たしようがないのだから、それは間ま違ちがいなかった。そしてカンナのチャンスは、芽め依いを使ってまで作り上あげた、この機きしかない。ユキトの考えは悔くやしいほどに正しい。

　それを分かっていながらも、カンナは平静を保った表情で、ユキトに尋たずねる。

「どうやって、俺おれが今日この場に現れると知った？」

「大した種はないよ。【アンチリヴァイアサン】の仲間に、持もち田だユリアの動向を探らせていたんだ。持田ユリアと鴻こうの巣す桃ももがさっき、監かん獄ごく棟とうから出て、バトル棟に入ったと、仲間が僕ぼくに知らせてくれた。僕は二人が動いた先に、君が現れると踏ふんでいたんだよ」

「持田ユリアを見張ろうってアドバイスをしたのが、俺だってのを忘れるなよな！」

　会話に割って入る龍りゆう聖せい。余計なことをしてくれたなと言わんばかりに、カンナは彼を軽く睨にらみ付ける。

「なるほどな。動かせる駒こまが多いことは実に羨うらやましいな」

「駒なんて言い方はやめてもらえるかな？　彼らは僕らの大切な仲間だ」

　本気でそんな物言いをしているユキトに、カンナは小さく溜ため息いきを吐つく。

　カンナは、左手でピストルの形を作り、人差し指の先をこめかみに突つき付ける。それはカンナの考えているときの癖くせだ。

　七なな海みは不安そうに、その指を眺ながめる。

（今、考え事をしてるってことは、やっぱりこの展開を予想してなかった？　じゃあ、この人たちをこの場から引かせなければいけない。でも、Ｂランクの三人を振ふり切って、バトル棟の中に入るのは、あたしたちのランクじゃ絶対にできない。さっきみたいに、インストラクトで命令されちゃう）

　胸の前で手を合わせる。

（どう乗り切るの？　カナちゃん？）

　七海の不安をよそに、カンナはこめかみから指を離はなした。それは思し索さくを終えたということだ。

　七海が見守る中、カンナが浮うかべたのは、せせら笑い。七海から見れば、明らかに演じられたその顔かおは、はったりが始まる合図だった。

「安心しろ、俺は負ける」

　その言葉に、怪け訝げんな顔をする霧きり子こと龍聖。カンナはその表情に答えるように、エアリアルを出現させ、そこに桃から送られてきたメールを表示させる。

「俺は恋こい人びとを人ひと質じちに取られている」

　ユキトは仮面をかぶったまま、エアリアルを覗のぞき込こむ。

　そして、程なくして叫さけんだ。

「乙おと坂さか芽依だって！」

　明らかに驚おどろきの色が、その言葉に含ふくまれている。

「俺の恋人を知っているのか？」

「……ああ。熱心に僕ぼくの演説を聴きいてくれていた子だよ。彼女が君の恋こい人びとだって？」

「そうだ。俺おれは彼女を助けなくてはならない。それは絶対の使命だ。仮に俺が【七君主】でなくなることになっても、絶対だ。俺は、持もち田だユリアたちのどんな指示でも、聞かなければならない」

　冷静な表情のまま、カンナは続ける。

「メールには十七時までに第八シミュレーションルームに向かえとある。もうその時間だ。お前がここを通さなければ、俺はその指示に従えなくなる。そうなれば、芽め依いは脅きよう迫はく通り、卒業までいたぶられ続けるだろう。俺はそんなことを許すわけにはいかない」

　するとカンナは、深々と頭あたまを下さげた。

「だからお願ねがいだ。そこを通してくれ」

　プライドの高いカンナがそこまでしたのは驚おどろきだったのか、霧きり子こたちは戸と惑まどいが混じった顔かおで、黙だまってカンナを見つめる。ユキトも仮面越ごしに、カンナの下げた頭をじっと見ていた。

　一方七なな海みは、懸けん命めいに表情に出ないようにしたが、歯を嚙かみ締しめて思う。

（……正直、そのはったりは苦くるしいし。カナちゃんの性格を知ってる茅ちヶが崎さきユキトが、それを信じてくれるとは思わないよ）

　しばらく沈ちん黙もくが続いた。その間もずっと、カンナは頭を下げ続けていた。

　すると、どういうわけか、ユキトは仮面を脱ぬいだ。その中性的で美しい顔は、現れただけで息を吞のむほどのもの。

　そして、その端たん正せいな顔で、言うのだ。

「分かった。行くといいよ」

「え？」

　声を上あげたのは七海だった。だって、まさかこんなにもあっさりと通るとは思わなかったのだ。

「……感かん謝しやする」

　カンナは頭を下げたまま答える。

　しかし、このまま事態が収まるわけがない。

「ちょっと待てユキト！　そんな本当か噓うそか分からない言葉を簡かん単たんに信じるな。そう易やす々やすとこの男を通すわけにはいかない」

　側近である霧子が、ユキトの決断に物申す。

「そもそもこの男に、そこまで大切な人がいるという事実からして噓くさい。乙おと坂さか芽依が捕とらわれているのが事実だとしても、この男にとっては露つゆほども痛くないかもしれない」

「霧子。乙坂さんは、【アンチリヴァイアサン】の同志だ」

　霧子はユキトの言葉に、眉まゆをしかめる。

「だから、なんだと言うんだ？」

「冷つめたいな霧きり子こ。乙おと坂さかさんは同志だ。なら、僕ぼくも見捨てるわけにはいかない」

「……何？」

「分からないかな？　この脅きよう迫はくは、藤ふじ白しろカンナへの脅迫であると同時に、知ってしまった以上、僕への脅迫でもあるんだ。こんなものを見せられてしまった以上、僕は藤白カンナを通すことしかできない。僕も乙坂さんを助けるために動かなければならない」

「な……！」

　霧子はその言葉に目を見み開ひらく。

「乙坂芽め依いは、ユキトの恋こい人びとというわけではないのだぞ！　まともに話したこともないのだろう？」

「ああ。……でも、霧子。彼女は誰だれよりも僕の言葉を必要としていたんだ」

　ユキトははっきりと断言する。

「そんな彼女を、僕は無視することはできない」

　霧子はきれい事とも思えるユキトの言動に、批ひ難なんするような目を一いつ瞬しゆんだけユキトに向けるが、すぐに諦あきらめたように微笑ほほえむ。

「……そうだな……ユキトはそういう奴やつだった。だがな、ユキト。私は、実際に脅迫の内容を持もち田だユリアたちが実行するとは到とう底てい思えない。なぜなら、藤白カンナが指示に従わなかった後で、乙坂芽依をいたぶっても、なんの益もないからだ。脅迫が通用しないとなれば、いたぶっても意味がないと判断し、危害を加えるのをやめるのが普ふ通つうだろう？」

　それには頭あたまを上あげたカンナが答える。

「違ちがうな。益はある。例えばこの脅迫だけでは俺おれが動かなかったとしても、実際にいたぶられている映像を見れば、それに恋人である俺が耐たえられなくなり気が変わるかもしれない。おそらく向こうはそう考えている。それに、お前は鴻こうの巣す桃ももという女を分かっていない。奴は善人からほど遠い、無む邪じや気きなサディストだ。汚よごれ仕事をむしろ望んで実行できる様を見み込こまれ、フレンズ７に選えらばれた人間だ。誰かを苦くるしめる正当性を得たなら、嬉き々きとして実行するだろう」

　霧子は一度口をつぐむが、続ける。

「……しかし……私はお前を通すわけにはいかない。ユキトには【アンチリヴァイアサン】を率いてもらわなければならない。そのためには、藤白カンナに、これ以上力を付けさせるわけにはいかないのだ」

「霧子」

　ユキトはいさめるように言う。

「ここは僕の顔かおを立てて、通してくれ」

「…………く！」

　霧子は歯を食いしばり、押し黙だまる。

　カンナの性格を知っている以上、芽依は大切な恋人だという口上を、ユキトは完全に信じることはない。

　しかし、ユキトはカンナの思おも惑わく通りに、ここを通すしかない。ユキトにとって、【アンチリヴァイアサン】の同志は、決して見捨てることのできない存在だ。熱心に演説を聴きいていた芽め依いを、ユキトは護まもりたいのだ。

（たまたま人ひと質じちが芽依ちゃんだったことが、カナちゃんに都合良く働いた？）

　そこまで考えて、七なな海みは気付く。

（……違ちがう……！　カナちゃんが偶ぐう然ぜんに頼たよるわけない。都合良く事態が動いているように見えるなら、それはカナちゃんが意図的にやったことだ。じゃあ、この状じよう況きようは──）

　七海は自分の部屋で、カンナが言っていた言葉を思い出す。




　──芽依は、邪じや魔ま者ものを振ふり払はらうのに、使わせてもらう。




（何それ……何それ何それ！）

　七海は味方ながら、青ざめる。

（あたし、芽依ちゃんを鴻こうの巣す桃ももに捕つかまえさせたのは、彼女に呼び出されるための自然な理由作りだと思ってた。実際、カナちゃんはそう言っていたから、その側面もあった。でもそれだけじゃなかった。それはメインじゃなかった。カナちゃんが芽依ちゃんを、わざと鴻巣桃に捕とらえさせた理由は──）

　七海は答えを導みちびき出す。

（自分を阻止するために現れるであろう茅ヶ崎ユキトを、引き下がらせるため！）

　だけど、それが正解だと確かく信しんしても、七海は納得がいかない。

（おかしいしおかしいしおかしいし！　どうしてこんなことまで予想できてたの？　カナちゃんは茅ちヶが崎さきユキトと大した接点がないのに！　行動をここまで予想できるなんて、もうほとんど超ちよう能のう力りよくのレベルだし！）

　しかし、予想できる。

　それが藤ふじ白しろカンナという男だ。

「それではここを通させてもらう」

　そう言って、カンナはユキトと霧きり子この間を、通り過ぎていく。手を出すことができない霧子は、悔くやしそうに見守るしかない。

　もう、カンナの行動を止める人間はいない。カンナは持もち田だユリアたちをこれから蹂じゆう躙りんしに行く。

　七海がそう確信したときだった。

「待った」

　意外なところから、その声が掛かかった。

「《絶対契けい約やく》だ」

　その単語に、カンナの足が止まる。

「ここを通る条件として、《絶対契約》をしてもらう」

　そう口にするのは、先ほどからずっと黙だまっていた、沖おき田た龍りゆう聖せいだった。

　カンナは顔かおをしかめ、振ふり返る。

　龍聖はまるで自分のアイデアに、自分でも驚おどろいているかのように目を丸くしていた。額ひたいを指で叩たたきながら、ユキトに言う。

「えーと、ユキトたちは藤ふじ白しろカンナが力を得るのが嫌いやなんだよな？　でも、乙おと坂さか芽め依いって子を助けたいから、こうやって藤白カンナをあまり信じていなくても、通すしかないんだよな？　つまり、俺おれたちにとってベストなのは、乙坂芽依は無事に救われて、藤白カンナが【憤ふん怒ぬ】を手にしなくて済むことだ」

「……そうなるかもね」

　何が言いたいのか分からないのか、ユキトは眉まゆを寄せたまま、肯こう定ていする。

　龍聖は頷うなずいて、次に、カンナを見る。

「あんたは、乙坂芽依を助けるためなら、【七君主】の座を失ってもいいんだよな？」

「……ああ」

　今までの流れ上、カンナはそう答えるしかない。

　その答えを聞いて、龍聖はゆっくり、片かた頰ほおを上あげた。

（あ、あの表情は──）

　七なな海みはその表情をよく知っている。

　その正体を分かった七海は、思わず嫌けん悪お感かんを抱いだく。今までの人生で何度も見て、大たい抵ていその顔をした人間は転落した。

（欲望に引きずられた顔だ）

「なら、《絶対契約》でこう取り決めるのはどうだろ？」

　龍聖はその表情で言う。

「【七君主】の座を、すべて俺に譲る」

　それにはさすがのカンナも、わずかに目を剝むいた。普ふ段だんからカンナのことばかり見ている七海が、ようやく察することができる程度のものだが、確たしかに動どう揺ようしていた。

　龍聖は自分の提案に興こう奮ふんを隠かくせず、声を弾はずませる。

「ほらほら、これなら藤白カンナが力を得ることもないじゃん！　もし藤白カンナが持もち田だユリアに勝っても、俺が【憤怒】を得るから安心だ！　……な？　これ良くね？　俺は【アンチリヴァイアサン】の邪じや魔まなんてしないし、ユキトも都合がいいだろ？」

「沖田くん。その《絶対契約》というのは？」

　ユキトは《絶対契約》なる聞き覚えのない単語に、眉をしかめている。一般の生徒には知られていない、【七君主】の特とく殊しゆスキルを、ユキトは例に漏もれず知らないようだ。

「ああ、そうか、普ふ通つうは特殊スキルについては知らないのか。だからユキトは、この場で《絶対契けい約やく》のことを一言も出さなかったんだな。そうだな……情報源は伏ふせるけど、【強欲】にはなんでも約束事を取り決められる特殊スキルがあるんだよ。それが《絶対契約》。その力で、こっちに都合のいい約束事を決めちまえばいい。そうすれば、藤ふじ白しろカンナと持もち田だユリアたちが戦っても問もん題だいないわけだ」

（こ、これってまずくない？）

　七なな海みはユキトを対処した先にあった、まさかの展開に胸を抱だきしめる。

（たぶんカナちゃんは、この人のことを特に注意してなかった。茅ちヶが崎さきユキトみたいに事前に対たい策さくをしてるなんてことはなかった。だから、この展開は予測してないはず……）

　その証しよう拠こにカンナは再び、指でピストルの形を作り、こめかみを押している。

　しかし、浮うかれている龍りゆう聖せいに最も早く声を掛かけたのは、仲間のはずの霧きり子こだった。龍聖に鋭するどい視し線せんを浴びせている。

「お前に【七君主】の座を、手に入れさせるわけにはいかないな。【アンチリヴァイアサン】は学園のシステムに対たい抗こうする組そ織しきだ。メンバーが【七君主】になっては目的から反してしまう。その行こう為いは、絶対的なタブーだ。お前は【アンチリヴァイアサン】を抜ぬけるつもりか？」

「全然構わねえ」

「……なんだと？」

　睨にらみ付ける霧子の視線をまったく気にせず、龍聖は笑いを漏らす。

「あはは、そんな責めるように見ないでくれよ。あんたらみたいに俺おれは奇き特とくじゃねえんだ。誰だれだって【七君主】になるチャンスがあるならなりたいだろ？　ここは弱肉強食学園だぜ！　こんなチャンス二度とねえんだよ！　ああ、ユキトに付きまとえばメリットがあると思っていたが、大正解もいいところだ！」

　興こう奮ふんが冷さめやらないのか、早口でまくし立てる。

「貴様……！」

　怒いかりをあらわにする霧子を、ユキトは手で制する。

「僕ぼくは構わないよ」

「ユキト！」

「沖おき田たくんの言うとおりだ。藤白カンナが三つ称しよう号ごうを手にするより、あるいは持田ユリア側が三つ称号を独占するより、よっぽど安心だよ」

「俺も構わない。どうせ俺は敗北する。無意味な約束になるだけだしな」

　カンナの同意に、七海は驚おどろいて目を見み開ひらく。

　顔かおには動どう揺ようはもうないが、この言葉は？

「どうした七海？　俺にとって芽め依いが最も大切なのは、お前も知っているだろう？」

　本格的にカンナの言っていることが、七なな海みには分からない。

（何言ってるの？　何考えてるの、カナちゃん？　ここで譲ゆずっちゃうと、【七君主】の座を失っちゃうよ！）

　七海の混乱をよそに、カンナは龍りゆう聖せいに言う。

「こういうことにしないか？　持もち田だユリアたちとの用事を済ませた後、レイティングバトルで一回俺おれが君に負ける。そうすれば、俺が三つ称しよう号ごうを持ったままの場合でも、君に称号は移る。その後は自由に俺をブロック登とう録ろくでもすればいい」

「おお、それで……いや……それだけじゃダメだな！　契けい約やくを破った場合、懲ちよう罰ばつ処分Ｓにしてもらう。Ｆランクのあんたには、破った場合の罰則が懲罰処分Ａじゃ軽いからな。称号を守るために、敢あえて契約を破るかもしれない。懲罰処分Ｓは受けた時点で、称号は剝はく奪だつされる。こうなれば契約は破れないだろ」

「どうせ称号は手に入らないが、それで君が納得するならいいだろう」

　カンナは《絶対契約》の内容を書き始める。

「これでいいか？」

　投げやりにも見える態度で、文面を龍聖に見せる。





《絶対契約》


１．藤ふじ白しろカンナは、一週間後（六月二十四日）十九時に、沖おき田た龍聖とレイティングバトルをし、敗北する。

２．今回の罰則は、懲罰処分Ｓとする。








「よし、それでいい！」

「ま、待って！」

　声を上あげるのは七海。

　カンナは面めん倒どうくさそうに、七海を見る。

「本当にこんな《絶対契約》しちゃっていいの、カナちゃん？」

「余計な口を挟はさむな七海。他に芽め依いを助ける手段があるのか？」

（……で、でも、カナちゃんは芽依ちゃんを駒こまとしか見てないはずじゃ……）

　必死にその言葉を押しとどめて、黙だまり込こむ。カンナには何か考えがあるに違ちがいない。こうなった以上、そう信じることしかできない。

　カンナは相変わらず平然とした様子で、続ける。

「さて、この契約内容で良ければ、手を上げて、俺が言う言葉を続けてくれ」

「ああ」

　カンナは左手を掲かかげる。

　龍りゆう聖せいも倣ならい、左手を上あげる。

「──《絶対契けい約やく》」

「──《絶対契約》」

　カンナと龍聖のＣＣＣシートリプルモバイルに流れている緑色の光が変化する。二つのＣＣＣシートリプルモバイルは、まがまがしく、黄金色に輝かがやいた。

　龍聖はまがまがしい光にまるで魅み了りようされてしまったかのように、口角を上げている。

（うう……ごまかすのかとも思ったけど、本当に《絶対契約》をしちゃった……）

　カンナは変わらず平然としたまま、時刻を確たしかめる。

「さて、もういいだろう。時間もない。そこを通してもらおう」

　龍聖は頷うなずく。

「ああ。って──」

　言った龍聖の視し線せんが、不意に七なな海みの背後へと向かった。七海はその視線を辿たどり、振ふり返る。




「やっほー。ごめごめ、少し遅ち刻こくしちゃった」




　元フレンズ７、種足たなだれクリス。

　クリスは場ば違ちがいな、楽しそうな微笑ほほえみを浮うかべたまま、辺りを見み渡わたす。

「あらあら？　もしかして、あたしが来る前に、何か決定的なことでもあった？　あたしの愛いとしのカンナってばピンチ？」

　そんなことを言って、ケラケラ笑う。

　その態度が癪しやくに触さわったのか、霧きり子こが不快そうに口を真一文字に結んでいた。

「ん？　あなた、そんな顔かおをしてちゃ、かわいい顔が台無しよ？」

「……種足クリス、あなたは藤白カンナと組んでいたのか？」

　霧子はクリスのからかいの言葉には付き合わない。

「んー？　別に組んではいないかなあ？　あたしはただ好き勝手にしてるだけ」

「ならなぜこのタイミングでこの場に現れた？　何をしに来た？」

「あなた、一年でＢランクのくせにずいぶん偉えらそうね？　生意気じゃない？　せめて敬語を使いなさいよね」

「何をしに来たか聞いている！」

　クリスは強情な霧子に、やれやれと両手を広げる。

「そんなに警けい戒かいすることないんじゃない？　元フレンズ７って言っても、あたしは所しよ詮せん、頭ず脳のうＤよ？　何も考えてやしないわよ。あたしはただの観かん客きやく。カンナにユリアとのバトルをお呼ばれされたから来ただけ。なかなかない【七君主】同士の戦いだもん。せっかくの機き会かいだから、観みに行かないとね」

　クリスはカンナに軽く微笑ほほえむ。

「で、カンナ。あたしは付いていっていいのよね？」

「勝手にするといい」

　カンナはクリスをあしらって、認証機き器きにＣＣＣシートリプルモバイルを近づけた。機械音が鳴ると、扉とびらが開ひらく。黒に囲まれた廊ろう下かが見える。静せい寂じやくに包まれている暗くら闇やみは、否いや応おうなく緊きん張ちよう感かんを高まらせる。

　カンナは躊ちゆう躇ちよなく、バトル棟とうに足を踏ふみ入れた。

「行くぞ、七なな海み」

「う、うん」

　振ふり返らずに言ったカンナに、七海は早足で付いていく。クリスも、それが当然のように付いていく。

　その背中に声が掛かけられた。

「──藤ふじ白しろカンナ！」

　ユキトだ。

　その顔かおは怪け訝げんそうなもので、声を掛けたことを少し後こう悔かいしているようでもあった。

　七海は振ふり返ったが、カンナはその場に止まっただけで、振り返らない。
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「正直、あんな契けい約やくをした以上、いくら君でも、この危機を乗り越こえて【七君主】の座を守りきれるとは思えない。だからきっと、本当に恋こい人びとのために、その立場を投げ出そうとしているんだろう。そうだとしたならば──」

　ユキトはそして浮うかべた。

　慈じ悲ひ深いとしか言い様のない、輝かがやくような微笑ほほえみを。

「僕ぼくは君を誤解していたかもしれない」

　七なな海みはその微笑みを見て、思う。

（まるで……神様だし）

　そう思った次に、七海に訪れた感情は恐きよう怖ふだった。

　だって、あんな表情をできる人間が他にいるとは思えない。あんな表情を見せられれば、誰だれだって彼を信じてしまう。

　例え──その真意が見えなくても。

　扉とびらが閉まった。

　ユキトたちの姿は見えなくなった。それを、どこか七海は安あん堵どする。

（でも、うん。茅ちヶが崎さきユキトの言ったことは正しいと思うよ。あの《絶対契けい約やく》をしてしまった以上、カナちゃんはどうすることもできないと思う。どうするの？　それともそれでいいの、カナちゃん？）

　七海はカンナの横よこ顔がおを見み上あげる。

（もしかして──）

　暗がりの中、わずかな緑の光に、カンナの横顔は照らされている。

（もしかして、カナちゃんは本当に改心したのかな？　芽め依いちゃんの愛情に感化されて、変わったのかな？　それは【強欲】を守りたいあたしには困るけど、カナちゃんと芽依ちゃんにとっては幸せなことかも）

「ねえ、カナちゃ──」

　思わず言葉を止め、息を吞のむ。

　呼びかけた七海は、自分の思考がいかに甘あまいか、すぐに思い知らされた。

　カンナは、再びエフの仮面をかぶるところだった。その表情は隠かくれる。

　でも、仮面をかぶる直前、七海は確たしかに見た。

　邪じや悪あくとしか言い様のない、不ふ敵てきな笑みを浮かべ、愉ゆ悦えつをかみ殺すカンナの表情を。

「…………」

　七海は理解した。

（…………あたしは何を誤解してたんだろう？）

　龍りゆう聖せいというイレギュラーによって、カンナの計画は崩くずれたのだと思ってしまった。だけどそんなわけないのだ。あんな欲望に囚とらわれるような二流の人間の行動など、カンナにとって歯し牙がにも掛かける必要のない事態だったのだ。

　そして、芽め依いを駒こま以上に思うこともまた、ないのだ。

　カンナがあの場で相手にしていたのはあくまでユキトだけだ。今回のカンナの敵てきは、徹てつ頭とう徹てつ尾びユキト一人だった。そのユキトを退けた時点で、カンナは勝利していた。

　だから、この先に待つのは、予定通りの出来事。

　藤ふじ白しろカンナによる、恐おそろしくも美しい蹂じゆう躙りんだ。




　　　　　　　　　■




（さて、どういう反応をしてくれるかな、藤白カンナ？）

　ユリアは、第八シミュレーションルームの中心にある、ヴァーチャルリアリティ機き能のうを搭とう載さいしたコンピューターに寄りかかる。黒い直方体のコンピューターは、そこから漏もれる緑色の光がなければ、墓ぼ標ひように近い外がい観かんをしている。

　ユリアはブドウ糖とうの塊かたまりが入った瓶びんを開あけながら、正面を見る。エフの仮面をかぶったカンナは、目の前に広がる映像を凝ぎよう視ししていた。仮面をかぶっているので、当然その表情は読み取れない。

　第八シミュレーションルームは、他のシミュレーションルームと同じく、緑の光を帯びた黒い壁かべで囲まれている。その未来的なデザインの壁の正体は、すべてモニターだ。設定をすれば、一面空そらの映像や、中世のコロッセウムの映像などを、映し出すことができる。

　そして今は、桃ももが用意した映像が、部屋全体に映し出されていた。ユリアはブドウ糖を口の中に放り込こみながら、その録ろく画がされた映像を見る。

『う、あ……』

　それは、目め隠かくしをされ、手首を後ろで縛しばられ、腕うでを吊つるされている芽依の姿だ。自由を奪うばわれたあられもない姿が、第八シミュレーションルームの壁全域に表示されている。一つ一つ、インストラクトで指示し、芽依自身にさせた姿だ。上位ランクを従えていれば、このようなことさえこの学園では可能なのだ。

　その映像は視覚的に訴うつたえる。

　カンナが助けなければ、芽依は今後もこのような目に遭あい続けるのだということ。強者によって苦くるしませ続けられるのだということ。

　芽依がしている目隠しの下したからは、透とう明めいな液体が漏もれている。

『いやだ……』

　震ふるえた声が、スピーカーから流れている。

『カンナくんの足を引っ張りたくない。役立たずにはなりたくない。それだけはいや……いやなのに……』

　密閉された部屋に、その声はやけに臨りん場じよう感かんをもって響ひびき渡わたる。

　芽め依いが涙なみだを流しているのは、自分が危き機きに陥おちいっているからではなかった。こんな目に遭あっても、カンナの力になれなかったことを悔くやしがっているのだ。ユリアは人ごとのように、なんて一いち途ずな想おもいなのだろうと思う。

（……さて、藤ふじ白しろカンナの反応は？）

　直立不動のカンナの感情は、仮面越ごしでは読み取れない。しかし、心中穏おだやかではないはずだ。

　吊つるされた芽依の映像を消す。

　部屋は元の黒い壁かべに戻もどる。

　微び動どうだにせず、真っ直すぐ前を向いていたカンナの前に、桃ももが胸を弾はずませた様子で割り込こむ。その顔かおは本当に楽しそうだ。

「んふふ、どう？　どう思ってる？　悲しい？　悔しい？　怒おこってる？　でもー、乙おと坂さか芽依のことは気にしなくてもいいんじゃないかなー？」

　桃は歌うように言う。

「だって他でもない乙坂芽依が言ってるもんね。『カンナくんの足を引っ張りたくない』って。あと、こうとも言ってたよ？『カンナくんはわたしのことなんて気にせずに、そのまま【アンチリヴァイアサン】のために行動して欲しい』って。本当に健けな気げだよねえ彼女。あなたはその言葉に甘あまえて、その通りにすればいいよー」

　もちろんそれは、カンナの良心を揺ゆさぶるための会話だ。

（まったく……性格が悪いな、桃は）

　思って、ユリアは微笑ほほえむ。桃の性格の悪さが、ユリアは好きだ。身近な人以外の他人にまったく共感しない様が、彼女の敵てきと戦う上うえでの強さを形成しているからだ。

（だが、その煽あおりはどれだけ意味があるかな？）

　桃はカンナにとって、芽依が大切であるという考えを疑っていない。しかしユリアはそうではなかった。

　確たしかに、ユリアたちが【トラッドウルフ】のメンバーを使い、カンナを調ちよう査さして得られた情報では、芽依を何よりも大切にしているというデータが得られた。この場にカンナが現れたのも、そのことを証明する一つの材料になっている。もし芽依が大切でなければ、桃がした脅きよう迫はくなどは無視して、別の作戦を練るだろうからだ。

　カンナが芽依を大切に想っているというのは、前提と考えるべきかもしれない。

　しかしユリアは、カンナがなんの策さくもなしに、この場に現れるとも思っていなかった。実はすでに盤ばん石じやくな腹案がある可能性もある。

（もし本当にこれが藤白カンナの作戦の一部だとしたら、彼はおそらく、自分が追いつめられているフリをする。そうしてさりげなく自分が優ゆう位いになるよう、私たちを誘ゆう導どうする。その可能性を無視するわけにはいかない。私は逐ちく一いち藤白カンナの反応を観かん察さつし、見極める必要がある）

「ところで」

　ユリアは口を開ひらく。もう一点、どうしても気になることを聞かなければいけない。

「クリス、君は何をしてるんだい？」

　七なな海みは命令すると、第八シミュレーションルームの中までは入ってこなかった。しかし、呼んでもいない彼女は、言うことを聞かずにここに居座っている。

「あたし？」

　壁かべにより掛かかっているクリスは、ＣＣＣシートリプルモバイルをユリアに向ける。クリスのＣＣＣシートリプルモバイルは撮さつ影えい中ちゆうになっている。

「平たく言えば、冷ひやかしだけど？」

　先ほどからクリスは、ニヤニヤ笑みを浮うかべながら撮影をしていた。もちろん部屋全体に映し出されていた、芽め依いの吊つるされた姿も、そのにやけた顔かおのまま撮とっていた。

「……なら迷めい惑わくだから帰ってくれないか？」

「まだ自分の方が序列が上うえでいる気でいるの？　もうフレンズ７は解体しているのだから、Ｆランクのあなたに従ういわれはないわね。あたしは自由にさせてもらうわ」

　ユリアは頭あたまを搔かく。

（なんだ？　これも藤ふじ白しろカンナの作戦なのか？　しかし、私はクリスという人間を分かっている。血統書付きの猫ねこのようにプライドの高い彼女は、間ま違ちがっても誰だれかに従うような人間じゃない。それは仮に、彼女が藤白カンナに惚ほれていたとしても例外じゃない）

　しかし、誰かの指示を聞くことはなくとも、味方になるぐらいの可能性はある。

「……藤白カンナのためにやってると解かい釈しやくしていいのかな？」

　もし本当なら、正直に答えるのがクリスだ。

「え？　全然？　あたしは好き勝手にしてるだけよ。あ、でも、あなたよりカンナの方が好きなのは事実ね。残念！」

「……撮影している意味は？」

「趣しゆ味み♡　あのさ、カンナとエリカのレイティングバトルって、正直最高だったでしょ？　興こう奮ふんしたでしょ？　同じような機き会かいがあったら、絶対録ろく画がして、繰くり返し見たいと思ってたのよね。だからほら、前回の再現になるよう、ユリアも頑がん張ばってね」

　そんなことを言って、クリスはユリアにひらひらと手を振ふる。

（これは、本音だ。間違いない。……なら、これ以上気にしてもしょうがない？）

　呆あきれもするが、これ以上クリスに感情をかき回されても仕方がない。ユリアは気を取り直し、カンナに目を向ける。

「さて、それでは本ほん題だいに入ろう、藤白カンナ。交こう渉しようだ。【強欲】である君には《絶対契けい約やく》という特とく殊しゆスキルがあるね。そのスキルを使い、【傲ごう慢まん】、【強欲】を私に渡わたすよう、取り決めをしてくれ。それと引き替かえに、君の大切な恋こい人びとを解放しよう」

「卑ひ怯きようだな」

「なんとでも言ってくれて構わないよ」

　ユリアは表情をまったく変えない。芽め依いをあんな目に遭あわせていることに、罪悪感を抱いだいてはいるが、大事の前の小事だと割り切っている。この男に【七君主】のままでいさせることは、それだけ危険なことなのだ。この男を放っておけば平然と学園の秩ちつ序じよを乱し、混乱に陥おとしいれ、大勢の人間の将来を狂くるわせる。

「あなたは芽依が今後どんな目に遭うか、私に思い知らせるためにこんな映像を用意したようだね？」

　カンナはずいぶんとかしこまった言い方で聞いてくる。どうやらエフの仮面をかぶっているためか、エフの口く調ちようでいるらしい。

「ああ。それが？」

「必要のない映像だったと言っておこう」

　その言葉の真意を読もうと、ユリアはカンナを凝ぎよう視しする。

「この先理想を叶かなえるために、【七君主】の座を失うわけにはいかない。それは絶対だ。ここで二つの称しよう号ごうを失ってしまえば、もう私に革命のチャンスはないだろう。──弱肉強食学園を変える。それは私の悲ひ願がんだ。【アンチリヴァイアサン】の同志全員の悲願だ。つまり同志の一人である乙おと坂さか芽依の悲願でもある。こんな映像を見せつけられたところで、それは変わらないのだ。彼女は、私が彼女の犠ぎ牲せいを吞のみ、二つの称号を選えらんでも、私の選せん択たくを咎とがめたりしないだろう」

「……つまり、乙坂芽依を見捨てると？」

「ああ」

（……乙坂芽依を出しにした脅おどしには屈くつしない？　やはりさほど彼女が大切ではないのか？　それとも、大切であっても目的を優ゆう先せんしているのか？）

　考えるユリアだが、その前にカンナは言葉を続ける。

「エフなら、そう言わなければならない。だから──」

　カンナはエフの仮面を脱ぎ捨てる。

　カンナの両の目からは、雫しずくが流れていた。

　仮面を、床ゆかに叩たたきつけるように投げる。

「ボクは芽依を助けるためなら、エフをやめてもいい！」

　今までカンナが演じていた、淡たん々たんとした義務的な口調が変わった。それはあまりに感情的な叫さけび。

　誰だれだって感じる。カンナはエフを演じるのを、この瞬しゆん間かんやめた。

　桃ももが、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮うかべる。エリカを打だ倒とうしたカンナに意い趣しゆ返しをできたと思い、心底爽そう快かいなのだろう。

「お願ねがいだ……」

　カンナは拳こぶしを握にぎりしめる。

「芽め依いを助けてくれ！」

　膝ひざを突つく。

「ああ、芽依が縛しばり付けられている映像なんて、必要ない映像だったさ。ボクはそんなものを見せられなくても、どうせ同志である乙おと坂さか芽依を見捨てることはできなかった。こんな過か激げきな映像を用意する必要はなかった……！　ボクは同志を……いや、認めよう。同志だからじゃない。大切で、大好きな恋こい人びとである乙坂芽依を見捨てるなんて、ボクは耐たえられないんだ！　本当は割り切らなければいけない！　一人ぐらいの犠ぎ牲せいは、革命のために良しとしなければいけないのに、それができないんだ！　ボクは……ボクは、君主失格だ……！　あまりに未み熟じゆくな人間だ!!」

　叫さけび、床を殴なぐる。

　桃ももは感情的に悲鳴を上あげるカンナに、勝利を確かく信しんしたのだろう。カンナに近寄り、虫を潰つぶすような目で見み下おろす。

「んふふ。なら、交こう渉しようは成立でいいよねー？」

　言われたカンナはゆっくり顔かおを上げる。桃の目をしっかり見み据すえて、すがるような顔をする。

「何ー？　その顔？」

「鴻こうの巣す桃。君は平然と芽依を痛めつけることができるような人間じゃないはずだよ……」

「……？　何言ってんのー？」

「君が正しい行動を取れることを、ボクは知っている」

「……え？　あれあれまさか？　もしかして桃の良心に訴うつたえかけて、やめさせようとしてるの？　だとしたら、無む駄だすぎて超ちようおもしろいんだけどー」

「今なら引き返せる」

「うわーお、そんな言葉でこの状じよう況きようを逆転できると思ってる？　やめてよ。やぶれかぶれにもほどがあるよ」

　カンナは桃の冷つめたい言葉に、押し黙だまった。

　桃の反応はいかにも桃らしい。

　しかしユリアはこのやり取りに眉まゆをしかめざるを得なかった。

「桃」

「ん？」

　小首を傾かしげている様子を見ると、カンナの演技に付き合って、今のやり取りのおかしさに気付いていないようだ。すっかりテンションが上がってしまっていて、冷静に考えることができていない。

（桃には後で教えればいい。私が今の明らかにおかしいやり取りについて考えよう）

　ユリアはブドウ糖とうの入った瓶びんを手に取り、中身を口に入れる。

（藤ふじ白しろカンナほどの男だ。桃ももの残ざん虐ぎやく性せいについては、すでに調しらべ、理解しているはずだ。桃相手に情で訴うつたえることなど、最も愚おろかな策さくだと分かっているはずだ。じゃあなんのためにやっている？　なんの伏ふく線せんだ？　いや、そもそも革命ができないと嘆なげいているのもおかしい。なぜなら本物のエフは、茅ちヶが崎さきユキトであるからだ。藤白カンナはエフの座を利用しているだけだ。それとも違ちがうのか？　実は藤白カンナもユキトに先を越こされただけで、本当に革命を起こそうとしているのか？　……いや、そんなことはないはずだ。この男は、自分の欲望のためだけに動いているはずだ）

　だとすれば、カンナの狙ねらいが分からない。

（藤白カンナの、涙なみだを流してまで懇こん願がんしている態度には、乙おと坂さか芽め依いを大切に想おもっていることへの真実味はある。乙坂芽依への想いが、藤白カンナの行動を狂くるわせている？　しかしそうだとしたら、エフの主張をこの場でも押し通している冷静さがおかしい。奇き妙みようだ）

　ユリアはブドウ糖の塊かたまりをかみ砕くだく。

　この状況に引っかかりながらも、試しに話を先に進めることにする。

「藤白カンナ、彼女を助けたいなら、私たちの条件を吞のむしかないよ。だから《絶対契けい約やく》の内容を決めよう。まず【傲ごう慢まん】と【強欲】を渡わたす。そしてそれを二度と取り返せない形にする。それはいいね？」

「……その条件を吞めば、本当に芽依を解放してくれるんだね？」

「もちろんだ。不安ならその内容を、《絶対契約》の中に含ふくめればいいよ」

「…………」

　カンナは押し黙だまる。

（さすがにこの条件を吞み込こめるわけがない。二度と取り返せない契約を交わしては、逆転の目さえないことになる。だから、藤白カンナは、なんとかそれを逃のがれようとするはずだが……）

　次にどう出るかと、ユリアはカンナを注視する。

　カンナはどういうわけか、すがるように桃を見た。

「……鴻こうの巣す桃、君はそれでいいのか？」

「は？」

　振ふられた桃は戸と惑まどう。

「ボクは分かっているつもりだよ。君が本当はどうしたいのかを。本当は君も、弱肉強食学園を否定したい一人なんだ」

「……？　なんなの？　本当に意味が分からないんですけどー？」

　怪け訝げんを通り越して、気味悪がっている桃。

（また執しつ拗ようなまでの桃へのアピール？　桃がこの状じよう況きようを打開する鍵かぎだとでも？　……だが、だとしたら一体どうやって？）

「持もち田だユリア」

　ユリアの思考がまとまらないうちに、カンナが口を開ひらく。

「条件を吞のもう。ボクは【傲ごう慢まん】と【強欲】を手放す。それを取り返せない形にしても構わない」

「…………本当かい？」

　驚おどろきは隠かくせない。さすがにその条件を吞んでしまえば、カンナに逆転の目はないはずだ。

　しかし、カンナは続ける。

「ああ。でも条件があるよ。ボクが【傲慢】と【強欲】を渡わたすのは、持田ユリア、あなたではなく、鴻こうの巣す桃ももだ」

「はい？」

　桃は目を丸くする。

「別に問もん題だいはないだろう？　持田ユリアに称しよう号ごうを渡したければ、二人でレイティングバトルをして、わざと負ければいいだけの話だよ」

「……桃は、普ふ通つうにユリア先せん輩ぱいに称号を譲ゆずるけど」

「うん。ならそうしたらいい。でもボクが称号を渡すのは鴻巣桃、君だ。それがギリギリ、ボクが吞める条件だ」

　ユリアと桃は、目を合わせる。

　まるでカンナの真意が分からない。

（……まさか桃が私を裏切り、藤ふじ白しろカンナに【七君主】の称号を返すとでも？　……いやいや、あり得ないね。自分で言うのもなんだけれど、桃は私のことを好きだし、信しん頼らいしてくれている）

　目を合わせている桃が、ユリアを強く見つめて、頷うなずく。

　そう、桃が裏切るはずがない。そこを疑ってしまえば、ユリアは今後身動きさえ取れない。

　しかし、桃へのここまでのこだわりに意味がないとは思えない。そう思ったユリアは、カンナを試してみる。

「……こちらからすれば余計な手間にはなるが、桃に渡してくれても構わないよ。桃が私を裏切ることはないからね。……でも、やはり不ふ思し議ぎだから聞かせて欲しい。どうして私ではなく、桃なんだ？」

「ボクは自分の目を信じている。それだけだよ」

「……よく分からないけれど？」

「鴻巣桃が、【アンチリヴァイアサン】の理念を継ついでくれると、ボクは信じているということさ」

　再びユリアは、桃と目を合わせる。

　桃は意味が分からないと言うように、眉まゆをしかめて首を振ふっている。当然の反応だ。桃はむしろ、上位ランクの生徒の中でも特に、弱肉強食のシステムを好んでいる人間だ。だからこそ、平気で弱者を追い込こむ。芽め依いや玲れい乃のを平然と利用できる。そんな桃ももが、平等を望む【アンチリヴァイアサン】の理念になど、同意するはずもない。

「納得……はしてもらえていないみたいだね。でも、そろそろ三人が交わす《絶対契けい約やく》の内容を決めたい。ボクは一刻も早く、芽依を救い出したいからね」

「それは私も望むところだよ」

「《絶対契約》で、ボクが約束して欲しいのは、もちろん芽依に手を出さないことだ。持もち田だユリア、鴻こうの巣す桃の二人が、芽依へ今後一切インストラクトをせず、レイティングバトルも行わない。もちろん二人の指示で第三者がそれらを行うのもＮＧ。そう取り決めたい」

　ユリアは少し考え、頷うなずく。今回の件が終われば、芽依と関わることはないだろう。元々、芽依当人は特に害のない人間だ。

「それから今回の罰ばつ則そくは、懲ちよう罰ばつ処分Ｓにしてもらう」

「それは私がＦランクだからかい？」

「察しが良くて助かるよ。《絶対契約》は破ると通常、懲罰処分Ａになる。正直なところ、Ｆランクの立場では、完全な抑よく止し力りよくにはならない。そうでなくても、あなたは実際に一度《絶対契約》の取り決めを破っている。罰がそのままなら、芽依へ危害を加えることが、まったくないとは言えない」

「ずいぶんと用心深いとは思うけれど、納得だ」

「そして芽依の解放に対する交こう換かん条件は、【傲ごう慢まん】、【強欲】、これを鴻巣桃に譲ゆずること。それでいいね？」

「いや、それだけでは不足だよ。称しよう号ごうを藤ふじ白しろカンナ当人と、藤白カンナの指示で第三者が取り返すことも禁ずる。もちろんその対象は、桃だけでなく、私もだ」

「ああ、確かく認にんしなくても、分かっているよ」

「…………」

「その条件で問もん題だいないかな？」

「…………」

　問題はない。

（──のだが、本当にこれでいいのか？　この《絶対契約》の内容で、逆転の目があるとは思えない。それなのに藤白カンナは、これで《絶対契約）を結ぶのか？　まさか本当に、それだけ乙おと坂さか芽依のことが大切なのか？）

「まだ何か考えている様子だけど、ボクは《絶対契約》の内容をまとめるよ」

　カンナはＣＣＣシートリプルモバイルを操そう作さし、緑の光のキーボードを出現させ、契約内容を書き始める。しばらくしてエアリアルの画面をこちらに見せる。

「これで問題はないかな？」





《絶対契けい約やく》


１．藤ふじ白しろカンナ（以下甲こう）は、鴻こうの巣す桃もも（以下乙おつ）と、この契約成立後ただちにレイティングバトルをし、敗北する。

２．『１』によって行われたレイティングバトルの後、甲は【傲ごう慢まん】、【強欲】の称しよう号ごうを、乙と持もち田だユリア（以下丙へい）から取り返してはならない。甲の指示によって第三者が取り返すことも禁ずる。

３．乙と丙は、乙おと坂さか芽め依いに対して今後一切インストラクトをしない。レイティングバトルもしてはならない。乙と丙の指示により、第三者にそれらをさせることも禁ずる。

４．今回の罰ばつ則そくは、懲ちよう罰ばつ処分Ｓとする。








　ユリアは何度もその内容を読み、思う。

（やはり引っかかるのは、私ではなく桃に称号を渡わたすところだ。しかし、桃が藤白カンナを助けるわけがない。ならば何か別の狙ねらいがあるのか？　……どう考えても、称号を譲ゆずる相手を桃に変えたところで、何ができるとも思えないが……）

　考え込こむユリアの肩かたに、面白がって《絶対契約》の内容を撮さつ影えいしているクリスが触ふれてくる。ユリアが真しん剣けんに考え込めば込むほど、先ほどから楽しそうにしている。

（……以前からだが、クリスは嫌きらいだ。才能があるくせに、それを投げ捨てんばかりに、何事にも真剣にならない。華はなやかな見た目だけの女）

「何か訂てい正せいするところはあるかな？」

　カンナが尋たずねてくる。

「……そうだな。訂正ではないが、気になるところはある。なぜ直接【傲慢】、【強欲】を譲らず、わざわざレイティングバトルをするのかな？」

「単純な話だよ。《絶対契約》では、直接【七君主】の称号を譲じよう与よすることはできないのさ」

「なるほど」

　どうにしろ称号が手に入るなら、気になるような点ではない。

「どうかな？　この契約内容で構わないか？　早く決断して欲しい。ボクは早く芽依を解放して欲しいんだ」

　言ってカンナは、今芽依が苦くるしんでいることに耐たえられないと言わんばかりに、強く拳こぶしを握にぎりしめる。

（にわかに信じがたい。本当に藤白カンナは乙坂芽依を助けるために、【七君主】の座を手放すのか？　しかし、この契約内容では、藤白カンナはどうすることもできない。第三者に指示して称号を取り返すことさえ禁じているのだからね。この契約によって、藤白カンナは私たちへ、絶対的な服従を誓ちかうことになる。報復さえ封ふうじることができるこの機き会かいを逃のがさない手はない。この《絶対契けい約やく》は是ぜ非ひとも成立させたい）

　ユリアはカンナを見る。涙なみだこそもう止まっているが、いまだ芽め依いのことで感情的になっているように見える。

（しかし藤ふじ白しろカンナに、何も策さくがないわけはないのだ。仮に先ほどの涙が本物で、乙おと坂さか芽依が大切であったとしても、藤白カンナという人物は策を用意している。そしてその策は間ま違ちがいなく──）

「桃ももはこれで構わないかな？」

（──桃に二つの称しよう号ごうを渡わたすところにある。それ以上に奇き妙みような点は見当たらないのだから）

　桃は顎あごに手をやり、熟じゆく考こうし、答える。

「うん。問もん題だいないよー。桃がユリア先せん輩ぱいを裏切ることもあり得ないしね」

（そうだ。桃は裏切らない。それは間違いない……はずだ。しかし、それで安心してはいけない）

「……やはりこれではダメだ。レイティングバトルをするのは私にしてもらおう。【傲ごう慢まん】、【強欲】を手にするのは私だ」

　その言葉にカンナはやはり、顔かおをしかめる。

　明らかに困っている表情。

「ボクは言ったはずだよ。鴻こうの巣す桃に譲ゆずることが、なんとかボクが吞のめる条件だと」

（やはりここにこだわる。私には、まだどんな方法かは分からないが、やはりあるのだ。私ではなく、桃に称号を譲ることで、逆転する方法が）

　ユリアは是非とも契約を成立させたい。この《絶対契約》を結ばなければ、藤白カンナという男は、どんな方法で取り返してくるか分かったものではない。

（前言撤てつ回かいされる可能性はあるが、ここは賭かけよう）

「桃に称号を渡すという条件を変えないならば、《絶対契約》は結ばない。私はそれでも構わないよ。この場に現れた時点で、君は【トラッドウルフ】の皆みなにレイティングバトルを挑いどまれ、いずれ負ける運命だ。仲間の誰だれかが勝利すれば私の手に、【傲慢】、【強欲】はやってくる。この契約は、あくまで君への救済措そ置ちだよ。乙坂芽依を救いたいならば、この条件を吞むしかない」

「しかし…………」

　カンナは唇くちびるを嚙かむ。いかにもこの条件を譲るわけにはいかないという、苦く渋じゆうの表情だ。

　ユリアは続ける。

「勘かん違ちがいしないで欲しいな。君が勝つなんて状じよう況きようは、初めからなかった。これは、君が乙坂芽依を救うか、救わないかという二に択たくに過ぎない。だったら、素直に救う方を選えらんだらどうかな？」

「…………」

　カンナは押し黙だまっていた。

　しかし、やがて弱々しく口を開ひらく。

「……分かった。それで契けい約やくしよう」

　ユリアは内心歓かん喜きしていたが、それを表には出さない。

　カンナが《絶対契約》の内容を書き直す。





１改．藤ふじ白しろカンナは、持もち田だユリアと、この契約成立後ただちにレイティングバトルをし、敗北する。






「これでいいかい？」

　カンナは憔しよう悴すいした顔かおで尋たずねる。

「ああ」

「……交こう渉しよう成立だ。二人とも、左手を上あげて、ボクと同じ言葉を続けてくれ」

　言うとカンナは、拳こぶしを握にぎりしめ、左手を上げる。

　それに続き、ユリアと桃ももも、左手を上げる。

　二人が拳を突つき上げたのを確かく認にんし、カンナはその単語を口にする。

「──《絶対契約》」

「──《絶対契約》」

「──《絶対契約》」

　三人のＣＣＣシートリプルモバイルが、黄金色に輝かがやく。

　そのまがまがしい光は、これから三人のすべてが変わることを示し唆さしているようだった。

　そうして──勝者が決まった。

　輝きは収まり、ＣＣＣシートリプルモバイルは元の弱々しい緑色の光に戻もどる。

　──いや、どういうわけか、カンナのＣＣＣシートリプルモバイルがまた黄金色に光った。

（…………ん？）

　しかしすぐにその光も収まる。

　同時にカンナが膝ひざを突ついた。

「……ああ……これでボクが革命するチャンスは失われた。もうボクにはこの学園を変えることはできない。ボクの悲ひ願がんはここで潰ついえた」

　その言葉に、クリスが不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめて、撮さつ影えいをやめる。

「うーん、なんか興きようざめね。もっと楽しいバトルを期待してたのに。カンナ、一方的にやられちゃったじゃない」

　カンナは撮影をやめたクリスのＣＣＣシートリプルモバイルを眺ながめると、大きく息を吐はく。

　桃は落らく胆たんしている様子のカンナを見て目を輝かせると、追い打ちをかけるように言う。

「んふふ、じゃあさっそく、ユリア先せん輩ぱい、やっちゃおー！」

「ああ、そうしよう」

　その場でぴょこぴょこ飛び跳はねる桃ももを見ながら、ユリアは叫さけぶ。




「レイティングバトル[image: ]11《囚しゆう人じん二人の愛すべき葛かつ藤とう》」




　第八シミュレーションルームの黒い壁かべは、みるみると色を変える。生まれた背景は、コンクリートでできた古い欧おう州しゆう風ふうの監かん獄ごく。左右対たい称しように並んだ部屋の中にいる囚人たちが、鉄格子をまるで楽がつ器きのようにリズム良くガシャンガシャンと鳴らしている。ユリアの正面は処しよ刑けい場じようの映像だ。置いてあるギロチンやアイアンメイデンなどの処刑器具が、監獄の不気味さを増している。たった今ギロチンによって首を切られた死体の生首が、鉄格子を鳴らすリズムに合わせて、血を流しながら踊おどっていた。

　そんなおどろおどろしい部屋の中を、エアリアルがいくつも飛び交う。すべてのエアリアルの画面には、赤い文字で『死刑』と書かれている。溢あふれかえる『死刑』の文字。

　カンナと、気まぐれでレイティングバトルに参加したクリスの服装が囚人服に代わり、ユリアと桃が看守の格好になる。先行はユリアたちだ。




　そうしてレイティングバトル[image: ]11《囚人二人の愛すべき葛藤》は始まり──

　当然《絶対契けい約やく》の通り、カンナの敗北で、終わった。




　ギロチン台で首を固定された、囚人服のカンナに、ギロチンの刃はが降り下おろされた。

　そうして部屋は元の黒に戻もどり、全員の服装も制服に戻る。

　床ゆかに横よこたわっているカンナを見て、桃は子供のように無む邪じや気きな笑みを浮うかべる。

「んふふ、これでユリア先輩は三つも称号を手にしちゃった」

　ユリアは頷うなずいて、ＣＣＣシートリプルモバイルを立ち上あげる。

　さすがに湧わき上がる興こう奮ふんを抑おさえられず、ユリアはエアリアルの画面を見た。

「──え？」

　ユリアの表情が固まる。

「……どうしたの、ユリア先輩？」

「──ない」

「ない？　ないって何が？」

　桃はユリアのエアリアルの画面を覗のぞき込こむ。

　ない。ＣＣＣシートリプルモバイルを立ち上げる際、画面には七なな星ほし学園の校章が表示される。【七君主】になれば、校章の横に『☆』のマークが称号の数だけ入る。だからそこには、三つの『☆』のマークがあるはずだ。

　しかし、それが『ない』。一つ分のマークしかない。

　つまり────




「くっくっく」

　カンナはゆっくりと起き上あがる。

　垂らしていた頭こうべを、笑い声を漏もらしながら、上げる。

「う……」

　ユリアはカンナの浮うかべる表情に、思わず声を漏らす。

　そこには恋こい人びとの安否を心配していた、先ほどまでの表情は一ひと欠片かけらもない。浮かべているのは、完全にユリアたちを見み下くだしている、不ふ敵てきな笑み。

　邪じや悪あくな笑み。

　カンナは口の端はしを上げたまま、小さな何かを投げつける。ユリアの身体からだにぶつかり、落ちたそれを拾い上げる。それは目め薬ぐすりだった。

　ぞわり──と、得体の知れない悪寒が、ユリアに走る。

「雑魚」

　嘲ちよう笑しようを浮かべ、カンナはユリアと桃ももを交こう互ごに指さす。

「雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚雑魚想定以上のド雑魚!!」

　豹ひよう変へんに戸と惑まどっている二人をよそに、カンナはＣＣＣシートリプルモバイルの第七ボタンを押す。

「さあ、レイティングバトルを始めるか」

　まだブロック登とう録ろくはしていなかったので、Ｆランクのユリアは、同じＦランクのカンナにレイティングバトルを仕し掛かけられたら拒きよ否ひできない。先ほどユリアのレイティングバトルで対戦したので、次のレイティングバトルはカンナのものが選えらばれる。

　カンナは勝利を確かく信しんした笑みで、口にする。




「レイティングバトル[image: ]76《客きやつ観かん視しのできない魔ま道どう士し》」




　第八シミュレーションルームの背景は黒のまま変わらない。しかし、エアリアルが飛び交う様は、まさにレイティングバトルがこれから始まることを示していた。

　勝負は決まっていた。

　状じよう況きようをいまだ把は握あくできず、混乱しているユリアに、カンナの持ちレイティングバトルである《客観視のできない魔道士》で勝てるはずがなかった。

　ユリアはあっさりとそのレイティングバトルに負けた。惨ざん敗ぱいだった。

　そうして、カンナに【憤ふん怒ぬ】を奪うばわれた。




　そう──《絶対契けい約やく》をした瞬しゆん間かんに、勝者は決まった。

　もちろんその勝者とは、藤ふじ白しろカンナだった。




　　　　　　　　　■




　藤白カンナはあまりに予想通りで退たい屈くつな結果に、思わずあくびをした。別にピンチになることを期待していたわけではないが、多少の緊きん迫ぱく感かんぐらいスパイスで欲しいものだ。

（どうやら元フレンズ７全体の評価を、下方修正する必要があるようだな。あの絶対的君主の下したにいたから用心していたが、当人とはレベルが違ちがいすぎる）

　ヴァーチャルリアリティ機き能のうを使ってカンナは、背景を再び欧おう州しゆう風ふうの監かん獄ごくにした。カンナとクリスは制服姿のままだが、ユリアと桃ももは囚しゆう人じん服ふくになる。

（なんてお似合いな格好だ。本人たちにまだ自覚はないようだがな）

「……よく分かんないけど」

　沈ちん黙もくが場を支配する中口を開ひらいたのは、傍ぼう観かん者しやであることをいいことに、軽けい薄はくな笑みを浮うかべているクリス。

「カンナが圧勝したってこと？」

「そうだ」

　ただの真実を、カンナは答える。

「……うーん、頭ず脳のうＤランクのあたしには、まだ分からないことだらけなんだけど、聞いてもいいかしら？」

　カンナはまだ呆あつ気けにとられている囚人服を着た二人を眺ながめて答える。

「どうやら他にも分かっていない連中がいるようだから、構わない」

「なら遠えん慮りよなく。まず、どうしてユリアにレイティングバトルで負けたのに、【傲ごう慢まん】、【強欲】を奪われてないのかしら？」

「単純な話だ。その時に俺は【傲慢】、【強欲】ではなかった」

「え？」

　クリスは目を見開く。

「いくらレイティングバトルをしたところで、元々ないものを奪えるはずもないだろう？」

「……ええと、カンナが【傲慢】、【強欲】ではないってどういうこと？　じゃあ【傲慢】、【強欲】は誰だれなのよ？」

　カンナは無言でヴァーチャルリアリティ機能をまた操そう作さする。黒い壁かべは様変わりする。そこに映し出されたのは、目め隠かくしをされ、手を縛しばられ吊つるされている、無力な少女の映像だった。

　カンナはそのあられもない姿を顎あごで指し、言う。

「【傲ごう慢まん】、【強欲】は彼女、乙おと坂さか芽め依いだ」

　それにはクリス以外の二人も、目を見み開ひらく。

「やり方は、《絶対契けい約やく》で一時的に二つの称しよう号ごうを貸与しただけだ。貸与、と言っても実じつ質しつ的てきに現在の【傲慢】、【強欲】は彼女だと言っていい。そして《絶対契約》の内容はこうだ」

　カンナは部屋中の壁かべに、契約内容を表示させる。





《絶対契約》


１．藤ふじ白しろカンナ（以下甲こう）は、乙坂芽依（以下乙おつ）に、【傲慢】、【強欲】を貸与する。貸与を開始するのは、甲が持もち田だユリア、もしくは鴻こうの巣す桃ももと《絶対契約》を交わした瞬しゆん間かんである。

２．貸与期間は十五分間である。








　カンナはＣＣＣシートリプルモバイルを操そう作さし、ユリアをブロック登とう録ろくする。作業中にＣＣＣシートリプルモバイルが、また黄金色に輝かがやいた。芽依との《絶対契約》から十五分が経たち、貸与期間が終了した合図だ。

「……ふふ」

　カンナは、エアリアルに表示されている校章の横よこを確かく認にんする。そこにはしっかり『☆』が三つあった。【傲慢】、【憤ふん怒ぬ】、【強欲】の三つの称号が、カンナの元にあるという証明だ。

　呆ぼう然ぜんとした様子で、壁の文字を眺ながめている二人に、カンナは続ける。

「……ああ、ちなみに俺おれはお前らに噓うそを吐ついた。《絶対契約》では称号は譲ゆずれないと言ったが、別にそんなことはない。レイティングバトルで俺が一回負ける、という行こう為い以外で、称号を受け渡わたせないと思わせるために、そう噓を吐いただけのことだ。そうして無意味なレイティングバトルをさせ、お前らと交わした《絶対契約》の『１』の項こう目もくの条件を満たし、『２』の項目を無効化した」

【七君主】の特とく殊しゆスキルを詳くわしく把は握あくしている人間は、七なな海みとカンナだけだ。その噓は見極められない。

　しかし、そのアドバンテージだけでは勝利できなかった。

「お前らの敗因を教えてやろうか？」

　カンナは不ふ敵てきに笑う。

「俺のＣＣＣシートリプルモバイルが光ったときに、注意深く考えなかったことだ。お前らは俺が【七君主】でなくなる可能性など、考えもしなかったんだろうな。その発想がない時点で、お前らの敗北は決まっていたんだよ」

　急展開に呆あつ気けにとられていた桃ももだったが、ようやく自分を取り戻もどしたのか、強くカンナを睨にらみ付け、口を開く。

「か、勝ったと思い込こむのは早いよ。確たしかにさっき【憤ふん怒ぬ】をユリア先せん輩ぱいは取られはしたよ？　けど桃ももは今すぐにだって称しよう号ごうを取り返せる。それどころかあなたに戻もどってきた【傲ごう慢まん】と【強欲】も奪うばえる。桃はＡランクだよ？　あなたにレイティングバトルを仕し掛かけられるんだよ？　もし桃が負けたとしても、【トラッドウルフ】の全員をけしかけ、あなたと戦わせればいい。いくらなんでも、全員に勝てるわけないからね。……そうだよ、全然負けてない。なのにもう勝った気分でいるの？」

　喋しやべっているうちに余よ裕ゆうを取り戻もどしていった桃を、しかしカンナは白けた顔かおで見つめる。

「正気か？」

「な、何がよ？」

「かわいそうに。まだ理解していないんだな」

　カンナは吐はき捨てる。

「お前らはもう、俺おれに生せい殺さつ与よ奪だつの権けんを握にぎられてしまっている」

「う……？」

　それでもまだ分かっていない桃に、カンナはバカにするように深い溜ため息いきを吐つく。次にユリアに目を向ける。

「持もち田だユリア、【憤怒】の特とく殊しゆスキルは？」

　質しつ問もんの意図が分からないユリアは、怪け訝げんな顔をしながらも答える。

「……《暴ぼう力りよく主義》。すべての制約も無視して、強制的にレイティングバトルを挑いどめるスキルだよ」

「そうだ。そしてそのスキルはもう俺の手にある。やろうとすれば、他者に貸与することもできる」

「そ、それがなんなのかなー？」

「まだ説明が必要か。仕方ない。丁てい寧ねいに教えてやろう」

　カンナは言う。

「俺たちが交わした《絶対契けい約やく》だ。その内容を見直してみろ。そこにお前らが今後、俺に一切刃は向むかうことができなくなった理由が書いてある」

　ユリアと桃は押し黙だまって、エアリアルを開ひらく。二人は《絶対契約》の内容を確かく認にんし直す。

「べ、別に乙おと坂さか芽め依いに手出ししちゃいけないこと以外、もう意味がない契約でしょー？　それが何かなー？」

「あ……」

　しかし、桃とは違ちがい、ユリアは何度も瞳ひとみを動かした後、苦く悶もんの声を漏もらした。そしてみるみるうちに、顔を青ざめさせていく。

「ど、どうしたのユリア先輩？　な、何に気付いたの？」

「ああ、お前らはどうせ、俺がやけに鴻こうの巣す桃にこだわっていたことばかり気にしていたんだろう？　そんなことだから気付かない。俺おれが罠わなを用意していた場所は、涙なみだを流したフリまでして懇こん願がんした、芽め依いを救うために用意した項こう目もくにこそある」

　カンナは笑みを漏もらし、続ける。

「『持もち田だユリア、鴻こうの巣す桃ももは、乙おと坂さか芽依に対して今後一切インストラクトをしない。レイティングバトルもしてはならない。持田ユリアと鴻巣桃の指示により、第三者にそれらをさせることも禁ずる』。この文章の違い和わ感かんに気付かないとはな」

「あ、ああ……!!」

　ようやく桃も気付き、青ざめる。

「そうだ。この項目の鍵かぎはここだ。『乙坂芽依とレイティングバトルをしてはいけない』という部分だ。この部分に、レイティングバトルを仕し掛かける相手を限定した文章がないことこそが、罠だった。つまりそれはこういうことだ。例えそれが乙坂芽依から仕掛けられたレイティングバトルだとしても、お前らはその時点で《絶対契約》を破ったことになり、懲罰処分Ｓを食らう」

　カンナは愉ゆ悦えつで歪ゆがむ口元を手で押さえる。

「これがどういうことか、分かるよな？」

　カンナは二人にとって、残ざん酷こくな真実を突つき付ける。

「芽依が俺の駒であるうちは、お前らをいつでも懲罰処分Ｓにできるということだ」

　二人は青ざめたまま、カンナを見つめる。二人はカンナの気分次第でいつでも、【七君主】の称しよう号ごうを奪うばわれ、Ｆランクにされ、卒業まで監かん獄ごく棟とうに放り込こまれる。

　それはこの学園では、生せい殺さつ与よ奪だつの権けんを奪われてしまったに等しい。

「しかもＡランクだろうが、拒きよ否ひはできない。強制的にレイティングバトルを申し込むスキル、《暴ぼう力りよく主義》はもうこちらの手にある」

　嘲ちよう笑しよう。

「【トラッドウルフ】の全員をけしかければ称号を取り返せる？　ああ、そうかもしれないな。だが、それならば俺は、その対たい策さくをすればいいだけのことだ。なあ、もし誰だれかをけしかけるような、俺の機き嫌げんを損ねるような真ま似ねをしてみろ。瞬しゆん時じに芽依をけしかけ、お前らに懲ちよう罰ばつ処分Ｓを食らわせてやる。例えお前らの指示でなくても関係ない。俺に刃は向むかってきた【トラッドウルフ】がいた時点で、お前らの管理不足と見なし、懲罰処分Ｓを食らわせてやる」

　あまりにも容よう易いな雑魚への、敬意などまるでない嘲笑。

「持田ユリアから【憤ふん怒ぬ】を奪うことなど、俺にとっては簡かん単たんすぎた。初めから俺はそれだけでなく、お前らの手足をもぎ、ただただ惨みじめにじたばたさせることしかできないよう、仕し掛かけていたんだよ。もうお前らは俺に刃向かうどころか、機嫌を損ねることさえ許されない」

　カンナは突き付ける。

　二人の絶対的な敗北を。

「…………う、」

　桃ももは涙なみだを浮うかべる。

　そんな桃に、カンナは耳打ちをする。

「──こんにちは、下げ僕ぼく」

「う、うあぁぁぁぁああああああああああああああ!!」

　桃は敗北を理解し、泣き崩くずれる。精神的に幼い彼女には、完全敗北はつらいらしい。

　しかし、カンナは思っていた。

（この程度で絶望してもらっては困るな。俺が絶望を突き付けるのはこれからなのだから）

　泣き崩れる桃の横よこで、必死に冷静な表情を保っているユリアは、吐はき捨てるように言う。

「……ああ、私たちは負けたようだ。認める。そしてあなたは、【憤ふん怒ぬ】を奪うばう目的を果たした」

「ん？　何を言っている？　【憤怒】を奪う。その程度のことを俺おれが今回の目的にしているわけがないだろう？　お前らに勝つのは、難なん易い度どの低い通過点でしかない。あまり俺を見くびらないで欲しいな」

「なんだと……？」

「俺の今回の目的は、あくまでエフの座を強固にすることだ」

　ユリアは目を見み開ひらく。

「そのために今回、俺が欲したものは──」

　カンナは泣いている桃に近づく。

　その顎あごを無理矢理上あげる。

「ひっ！」

「お前、鴻こうの巣す桃だよ」

　桃は赤い目を見開き、震ふるえながらカンナを見る。

「俺はお前を雑魚だとは思っているが、その演説能力は買っている。人の心に訴うつたえかけ、揺ゆさぶれる演技力は買っている。お前にはこれから全校集会で、【アンチリヴァイアサン】の理念に賛さん同どうし、エフである俺に付いていくことを誓ちかってもらおう。お前の能力があれば、【トラッドウルフ】の仲間も、【アンチリヴァイアサン】に入ってくれることだろう。【トラッドウルフ】の面々は、俺と戦うどころか、俺を護まもってくれる人間になるわけだ。そうしてＦランクであるが故に、どうしてもレイティングバトルを仕し掛かけられる危険性があった、俺の問もん題だいは解消される」

「まさか──」

　ユリアは口を開く。視し線せんがさっきまでのやり取りを撮さつ影えいしていた、クリスのＣＣＣシートリプルモバイルに向いているところを見ると、カンナのしていたことに気付いたようだ。

「桃にこだわっていたのは、ただ私たちに《絶対契けい約やく》を結ばせるためのフェイクではなかった？　それだけでなく、あなたが必死に桃ももを口く説どき落とし、味方に付けるという物語を撮さつ影えいしていた？　桃に今後させる演説に、説得力を持たせるために」

「ああ、そうだ。クリスは撮影していた。恋こい人びとを人ひと質じちに取られ、完全に打つ手がなくなったエフである俺おれが、鴻こうの巣す桃に【アンチリヴァイアサン】の未来を託たくそうとし、敗北していく映像をな。あの映像を見れば、俺は敗北し、【七君主】の座を奪うばわれたように見えるだろう。しかしあの後、なぜか俺は【傲ごう慢まん】と【強欲】を持ったままだ。どうしてか？　それは鴻巣桃の演説を聞けば分かるようになる。鴻巣桃は演説でこう語る。俺の説得に実は心を打たれ、人質を取るような卑ひ劣れつな持もち田だユリアを見切り、エフの味方になるという決意を固めたと。多くの人間はその物語に納得するだろう。なぜなら納得するだけの映像が、実際にあるのだからな」

「そんな……まさか、あの時点でそこまで……！」

　絶句するユリアを見、カンナは思う。

（まあ、さすがに俺も、そこまでうまくいくとは思っていなかった。こいつらが雑魚過ぎたおかげで、なんとかうまくいったというところだ）

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ」

　突とつ然ぜんクリスが声を荒あららげる。

「あたし、カンナに撮影を頼たのまれてなんかいないわよ？　あくまで自分の趣しゆ味みで撮とってただけよ？　まさか、あたしが撮影しているのを見て、瞬しゆん時じにそんな作戦を立てたってこと？　そうだとしたら、さすがにあたし、カンナに惚ほれるんだけど」

「そうか。なら惚れてもらえず残念だと言っておく。作戦自体は事前に用意をしていた。本来ビデオ撮影は他の人間がやる予定だった。しかし、ある部分で計算が狂くるい、そいつを用意できなかった。鴻巣桃のプロモーションビデオの撮影は諦あきらめていたが、お前の趣味が悪いおかげで、たまたま作戦が続行できたというところだ」

「なーる。そういうことなら、カンナに半分ぐらい惚れるだけで済むわ」

「それだけで十分光栄だな」

　どうでも良さそうに言って、カンナは視し線せんを桃に向ける。

　桃はまだ涙なみだを流し、震ふるえていた。

　しかしカンナは構わずその肩かたを叩たたく。

「というわけでこれからお前には、今までの卑劣な行こう為いは全て、持田ユリアの指示によるもので、彼女がどれだけ酷ひどい女かを演説してもらう。お前が持田ユリアの未来を、完全に閉ざすんだ」

「え……？」

　目を丸くしている桃に、カンナは追い打ちの言葉を掛かける。

「持田ユリアを裏切るんだ」

　もちろんカンナは、二人が深い友情で──あるいはそれ以上の感情で結びついていることを知っている。持もち田だユリアと決別し、ましてや陥おとしいれる行こう為いが、どれだけ桃ももにとって苦くるしいものか知っている。

（だがそんなこと知るか。どうでもいい）

　君主になるための障害になるのならば、友情でも愛情でも引き裂さいてしまえばいい。

　手段を選えらばず、誰だれかに憎にくまれる覚かく悟ごなど、とうにしている。

「そ、そんなことしないもん！」

「じゃあ、卒業まで監かん獄ごく棟とうだな」

「あ、あなたに従って、ユリア先せん輩ぱいを裏切るくらいならその方がマシだもん！」

　吐はき捨て、桃は駄だ々だをこねるように、しゃがみ込こんで丸くなる。

　カンナは「ふう」とわざとらしい溜ため息いきを吐つき、ＣＣＣシートリプルモバイルを開ひらく。学内ネットにアクセスし、掲けい示じ板ばんのスレッド名を読む。

「鴻こうの巣す桃ももを『教育』する会」

　桃の身体からだがピクンと反応する。

「その様子じゃこのスレッドを知ってはいるようだな。少しだけ読み上あげてやる。『じっくりじっくり、桃ちゃんを教育してあげたい。一生忘れられないぐらいに』『早く【トラッドウルフ】から離はなれて一人にならないかな？　一人になったら絶対に放っておかないのに。どこまでも追いかけるのに』『桃ちゃん頭あたまからつま先まで、すべてすべて愛していて、愛していて、愛していてしょうがない』、恨うらみ辛つらみを書けば削さく除じよされてしまうから遠回しな言葉ばかりだが、それでもお前に『教育』してあげたい人間が大勢いることは分かるだろう？　だがそれも当然だな。お前は散々低ランクの人間を利用し、見み下くだし、虐しいたげてきた。自業自得というやつだ」

　桃の身体は恐きよう怖ふにわなわなと震ふるえている。

「だが、今まではこんな書き込みを、お前は気にも止めなかっただろう。弱者がただただ醜みにくくわめいていると、優ゆう越えつ感かんすら抱いだいていたかもしれない。それもそうだ。お前はＡランクであり、元フレンズ７であり、【トラッドウルフ】の[image: ]２だった。その高みに弱者の恨みはどうあっても届かない。だが、懲ちよう罰ばつ処分Ｓを食らえばどうだ？　Ｆランクになり、誰も護まもる者がいなくなる。そうなったとき、『人気者』のお前は、今まで大勢に売ってきた恨みを、引き受けなければならなくなるよな？」

「…………やめてよぅ…………」

「何やらお前は、俺おれの恋こい人びとをインストラクトで苦くるしめ続けるだとか言っていたが、違ちがうよな？　苦しむのは芽め依いではないよな？」

「……やめて！　やめてよ！」

　カンナはまた芽依のあられもない姿を、壁かべに表示する。本来カンナを追いつめるために録ろく画がして用意された映像で、桃を追いつめる。

「これは芽依のこれからを表している絵ではない」

　手を縛しばられ、目め隠かくしをされ、涙なみだを流す少女。

　カンナは指を差し、言い放つ。

「俺おれに従わなかった場合の、お前の末路だ」

「うわあああああああああああああああああああああん」

　ついに大声を上あげて泣く。

　カンナはつんざく悲鳴がいかにも不快というように顔かおをしかめ、脅きよう迫はくを続ける。

「さあ、俺に従うか？　持もち田だユリアを裏切るか？」

「うわあああああああああああああああああああああん」

「泣いていたら分からないな。しかし返事はしてもらう。俺に従う姿勢を示してもらおう。そうだな──」

　カンナは刃は向むかう気力をなくすために、全ぜん裸らで土下座でもさせようかと思ったが、しかしここにはカメラがある。下へ手たなことをさせれば、校則違い反はんになってしまう。

　カンナは校則違反にならない行こう為いを考え、思い付く。

「この学園でゴミ屑くずになりたくなかったら、盟友の持田ユリアを裏切るのなら──」

　泣いている桃ももに強要する。




「──全力で笑え」




　それでも桃は泣いていたが、カンナはそれを許さなかった。しゃがみ込こんでいる桃に、カンナは耳打ちをする。自分に従わなければ、どんな残ざん虐ぎやくな目に遭あうかを、思い付く限り口にする。自由を失い、尊そん厳げんは奪うばわれ、未来さえ閉ざされる。そのことを丁てい寧ねいに、丁寧に聞かせる。

　そうしてようやく。

「………………えへ」

　桃は笑い声を上げた。

「えへへ、えへ、へ」

「足りないな。全然足りない」

「えへへへへへへへ」

「もっと全力で笑え」

「えへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ」

　涙を止めどなく流しながら──

[image: ]

　鴻こうの巣す桃ももは全力で笑い声を上あげる。

　その笑い声は、カンナが「もういい」と止めても続いた。

　声が枯かれるまで、桃は笑い続けた。




　　　　　　　　　■




　笑い声が響ひびく中、ユリアは拳こぶしを握にぎりしめ、震ふるえていた。

　その震えは怒いかりから来るものだ。

　自分が為なす術すべもなく、カンナに負けたことへの怒りではない。これから惨みじめな学園生活を送らされることへの怒りでもない。護まもるべき桃を護れなかったことへの怒りでもない。いや、その感情はあるにはあったが、それは目の前の光景によって霞かすんでいた。

　ユリアの激げき情じようは、カンナの非情なやり口に向けられていた。大切な盟友への卑ひ劣れつな脅おどしを、どうしても許せなかった。

　かつての君主である、神楽かぐら坂ざかエリカも非情な人間ではあった。ユリアたち自身も、恋こい人びとを人ひと質じちに取っている。非情さという点では、カンナを責められない。

　だがそれでも、エリカや自分たちとは、カンナは決定的に違ちがうと感じていた。なぜなら藤ふじ白しろカンナには──

「──藤ふじ白しろカンナには、誇ほこりがない」

　ただ目的のために、最も効率的な物事を、機き械かい的てきにこなしているだけ。ひたすら自分のために、他人を犠ぎ牲せいにするだけ。そんなものに、桃ももを奪うばわれてしまうのは、許せない。

　だから負けを、ユリアは認められない。どうしても。

「……こんなやり方で、桃を制せい御ぎよできると思わないで欲しい。絶対にあなたは、いつか桃に寝ね首くびを搔かかれる」

　それはユリアの本音だ。

　しかし、カンナはその言葉をせせら笑う。

「余計な心配だ。ましてや、今まさに裏切られたばかりのお前に言われることではないな」

「桃は、今あなたにやり込こめられ、戸と惑まどっているだけだ。これからあなたは、全校集会で、桃に演説をさせるのだろう。でも、土ど壇たん場ばになって、あなたを裏切り、私を助けることがないと、本当に言い切れるのか？」

　ユリアは涙なみだを流している桃を見て、慈じ愛あいに満ちた顔かおで微笑ほほえむ。

「桃の、私への親しん愛あいは、本物だ。──あなたは、それを知らない」

「知っている。その上うえで言ってやる」

　カンナは言う。

「そんな親愛など、鼻をかみ、丸めたティッシュ程度の価値しかないとな」

　せせら笑い、続ける。

「『人間は、恐おそれている人より、愛情をかけてくれる人を、容よう赦しやなく傷つけるものである。その理由は、人間はもともと邪よこしまなものであるから、ただ恩義の絆きずなで結ばれた愛情などは、自分の利害のからむ機き会かいがやってくれば、たちまち断ち切ってしまう。ところが、恐れている人については、処しよ刑けいの恐きよう怖ふがつきまとうから、あなたは見み離はなされることがない』、これはマキアヴェリの君くん主しゆ論ろんの一文だ。鴻こうの巣す桃は愛情のあるお前は裏切るが、処刑を恐れ俺おれを裏切れない」

「そんなわけ──」

　しかし反論しかけたユリアの言葉は詰つまる。

「俺よりも鴻巣桃を知る、お前なら分かっているはずだ。下位ランクの人間を見み下くだしてきた鴻巣桃は、自分が同じ場所に堕おちることに絶対耐たえられない。その人間たちに虐しいたげられることなどはもっての他だ。それは、鴻巣桃にとっての、処刑に等しい。鴻巣桃は愛情など選えらばないんだよ。その証しよう拠こに見ろ」

　カンナは親おや指ゆびで、桃を指し示す。

「鴻巣桃は笑っている」

　ユリアは完全に押し黙だまった。

「お前の知る、鴻巣桃は死んだ。鴻巣桃の性せい質しつである無む邪じや気きさは、元より壊こわれやすいものだ。エリカやお前、自分自身の才能によって、奇き蹟せき的てきに守られてきたものだ。だが、今、俺が処刑への恐きよう怖ふで壊こわした。鴻こうの巣す桃ももは、命令に従う、人形になる」

　ユリアは──桃を誰だれよりも知っている彼女は、悟さとった。

　それは、事実だと。

「分かっているだろうが、一応言っておいてやる。鴻巣桃がお前に付くメリットをなくすため、それから全校集会での発言力を増すために、俺おれはお前を徹てつ底てい的てきに弾だん圧あつする。懲ちよう罰ばつ処分Ｓを食らわせる。この後、芽め依いを呼び、レイティングバトルをさせる。お前は二度と監かん獄ごく棟とうから出られない。そう、お前はこれから処しよ刑けいされるんだ」

　宣告されても、ユリアはもう表情を変えなかった。さすがに自分がカンナにされる処しよ遇ぐうは、もう分かっていた。

「私は──」

　ユリアは自然と口を開ひらいていた。気持ちを落ち着かせるために、ブドウ糖とうが入った瓶びんを手に取ろうとする。しかしユリアの手は、動どう揺ように震ふるえていて、瓶を落としてしまう。瓶は割れ、中のブドウ糖の塊かたまりが散らばる。

（────くそ）

　まるで自分は、蜘く蛛もの巣に引っかかった蝶ちようのように、じたばたすることしかできない。

　だけどどうしても、目の前の男に、聞かせなければならなかった。

「私は【七君主】になるため、努力をしてきた。自分でも、どうしてここまでするのかというほど、努力をしてきた。もうその座が手に入らないことを自覚して初めて、私は自分がこうまで努力した理由が分かった」

　カンナは冷さめた目で、語り出したユリアを見つめる。

「私が欲しかったのは、能力だけではなかった。私には才能がない。エリカのように君主になる資し質しつを持っていない。それでも【七君主】になりたいと思うのならば、その座に恥はじないだけの、努力した形けい跡せきが必要だった。自分を納得させるだけの材料が必要だった。おかげで私は手に入れたよ。誰よりも努力したことで、【七君主】の座に自分はふさわしいと、そう言い切れるだけの資格を」

　ユリアは真っ直すぐカンナを見み据すえる。

「だが、あなたにはない」

　言い放つ。

「あなたには、君主になる資格などない」




「あなたはただの──暴ぼう君くんだからだ」




　言った、瞬しゆん間かんだった。

　どうせそんな言葉には反応しないだろうと思っていたカンナの表情が、わずかに変わった。カンナは口を真一文字に閉め、眉まゆをひそめた。

　それはまるで、唯ゆい一いつ彼にとって、痛い場所を突つかれたかのような反応。

　しかし、それは一いつ瞬しゆんだった。

　カンナはすぐに、その表情に余よ裕ゆうを取り戻もどす。

「なるほど、こうまで見事でお手本的なソレを初めて聞いた」

　カンナは顎あごを上あげ、ユリアを見み下おろす。

「これが、負け犬の遠とお吠ぼえというやつか」

　ユリアに、再び怒いかりが湧わき上がる。こんな男にすべてを奪うばわれることが許せない。しかし、もうどうにもならない。

「怒り狂くるえよ。『憤ふん怒ぬ』の名にふさわしく」

　囚しゆう人じんの姿をした、桃ももが目に入る。もう自分は捕とらわれた彼女を助けることはできない。誰だれかに助けてもらうしかない。

　ユリアが浮うかべた顔かおは──どういうわけか、一度会話しただけの、本物のエフの顔だった。

　茅ちヶが崎さきユキトの顔だった。

　もちろんそんなことを知らないカンナは、構わずユリアに吐はき捨てる。

「最も、怒り狂い、喚わめき叫さけんだところで──」

　ユリアは自分の姿を見る。ユリアも、桃と同じく、囚人の姿をしている。

　だからカンナは遠えん慮りよなく言うのだ。

「檻おりに閉じ込こめられた狼おおかみの遠吠えは、俺おれの耳には届かない」
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　エアリアルに映る文字を、カンナは黙もく読どくする。




　──人間は、平等ではない。だが、平等であるべきだ。




　そのキャッチフレーズは、カンナが以前から立ち上あげている、【アンチリヴァイアサン】用のサイトのトップページに書き記したものだ。虫酸が走るフレーズだが、もう慣れた。

　サイト内を軽く周り、ブラウザを閉じると、カンナはセブンクリークの人数を確かく認にんした。





【アーバンライオン】─────　５４４０

【サイケデリックスネイク】──　１９０８

【トラッドウルフ】──────　２８２０

【ストライプベア】──────　４７０４

【ネイビーフォックス】────　４１

【千ち鳥どり格ごう子しの蝿はえ】───────　４９０７

【ローデンスコーピオン】───　７７７５






　ユリアに勝利してから一週間たった。カンナは、七なな海みの部屋の上うえにある、サウスモノポリータワーⅢの屋上にいた。

　十九時を過ぎ、山間にあり、空気が澄すんでいる七なな星ほし学園特区の空そらには、やけにぎらついた星たちが輝かがやいていた。眼下に広がる夜景は、街の中心部分にあたる校舎の一群からは明かりは消えているのに、その周りを取り囲む市街地は明るい。

　ドーナツ状になっている光の中心には、七星学園の象しよう徴ちようであるクロック・スターが光り輝き、その存在感を必要以上に主張している。高校生の比率がとんでもなく高いこの七星学園特区は、夜は静まりかえり、真っ黒に染まる。が、それでもクロック・スターだけは輝き続ける。

　頰ほおを撫なでる風に、カンナは顔かおをしかめる。夕暮れまで小こ雨さめが降っていたせいで、湿しつ気けを含ふくんだ風は、ベタベタと肌はだに貼はり付く。

（ほとんどは、俺おれの思い通りに事が進んだ）

　カンナは不ふ愉ゆ快かいな気分になり、屋上の柵さくを思わず軽く蹴けり上げる。

（だが、爽そう快かい感かんは、まるでない）

　カンナが一週間前に行った全校集会は、つつがなく終わった。懲ちよう罰ばつ処分Ｓという銃じゆう口こうを常に突つき付けられている桃ももは、カンナの機き嫌げんを損ねぬよう、必死に演説を行った。彼女が持つ、人を騙だます能力を発はつ揮きし尽つくした。

　桃ももは全校集会で宣言した。人ひと質じちを取るような卑ひ劣れつな持もち田だユリアから離はなれ、エフであるカンナに付き、【アンチリヴァイアサン】に入ると。そして、カンナがいかに優ゆう秀しゆうで、尊敬でき、揺ゆるがぬ信念を持つ君主であるか語った。時には涙なみだを流すほどの熱弁で、【トラッドウルフ】のメンバーへ、今後は【アンチリヴァイアサン】に入るよう号令を発した。

　あまりに唐とう突とつな桃の号令に、【トラッドウルフ】のメンバーは、ほとんどがまだ静せい観かんしている。しかし、【トラッドウルフ】の主要メンバーは、すでに桃に説得され、【アンチリヴァイアサン】に入っていた。しかもこれから、クリスが撮とっていたあの動画が出回る。だから【トラッドウルフ】のメンバーが、【アンチリヴァイアサン】に入るのは時間の問もん題だいだ。

【トラッドウルフ】は【アンチリヴァイアサン】の傘さん下かになる。

　さらに、カンナのエフの座を奪うばう目的も、大きく前進した。

　桃の演説によって、カンナがエフであることは、ほとんどの生徒にとって、もはや仮説ではなく前提になった。ユキトに近い人間以外、疑う余地もなく、エフとは藤ふじ白しろカンナのことになった。

　これほどの成果を今回の出来事で出した。だが、すべてがカンナの計画通りではない。そのことがカンナを不快にさせる。

（それもこれも……あの男のせいだ）

　もう一度柵さくを蹴けり、その顔かおを思い浮うかべる。

（茅ちヶが崎さきユキトのせいだ）




「どうしてだ……。どうして俺おれに【七君主】の称しよう号ごうが移ってねえ！」

　その声で、ユキトのことを考えるのをやめる。

　カンナは先ほどまでレイティングバトルをし、敗北していた。その相手を、冷さめた視し線せんで眺ながめる。あまりにも彼のことがどうでも良すぎて、本気で一いつ瞬しゆんそこにいるのを忘れていた。

（どうして、だと？　鴻こうの巣す桃に《絶対契けい約やく》で称号を貸与しているから、レイティングバトルで俺が負けても称号が移らないのだが……この手法も二度目。説明するのも面めん倒どうだ）

　だがこれで、彼──沖おき田た龍りゆう聖せいと交わした《絶対契約》は果たした。もう龍聖の優ゆう位い性せいは存在しない。

（そもそもあんな契約内容を、あっさり了りよう承しようしてしまう程度の脳のうみそで、優位性もくそもないがな。どれほどヘマをしようとも、俺の勝利は揺るぎない）

「さて、一応聞いてやろうか」

　カンナは龍聖の疑問には答えずに、コンクリートに膝ひざを突ついている相手を見み下おろす。

　龍聖はその声の迫はく力りよくに顔を上あげ、怯おびえを隠かくせていない目を向ける。

「どうして俺を裏切った？　元【憤怒】、沖田龍聖」

　龍りゆう聖せいは頰ほおを引きつらせ、再び頭こうべを垂れた。




　沖おき田た龍聖。

　彼はユキト対たい策さくに、半月ほど前から付けたスパイだった。

　カンナはユキトを注視していたが、Ｂランクであるユキトとは接点が持てないでいた。そのため、ユキトの近くにいる人物を、味方にしようと考えていた。カンナがユキトと同じクラスの人間に目を向けるのは、当然の流れだ。

　その折、カンナはユキトのクラスメイトである龍聖が、【憤ふん怒ぬ】であることを探り当てた。【七君主】を見つけられたのは、ちょうどユキトのクラスメイトに着目していたという幸運もあったが、龍聖が【憤怒】を持て余していたせいでもある。龍聖は自分の立場を隠かくすことだけに精一杯で、まともな組そ織しきを作れないでいた。他のクリークのように、組織的に【七君主】であることを隠いん蔽ぺいできていなかったので、カンナは龍聖を見つけ出すことができたのだ。

　組織が作れていないということは同時に、ユリアのように、称しよう号ごうを奪うばい返してくれる味方を作れていないということでもある。だからカンナはいつでも、【憤怒】を奪い取ることができた。

　しかし、そんな容よう易いなことを果たしただけで、良しとするカンナではない。当然【憤怒】の称号は最終的に自分のものにするが、【七君主】の一人が、雑魚で、ユキトのクラスメイトであるという状じよう況きようを利用すべきだと考えた。

　カンナは龍聖本人に、【憤怒】であることを知っていると伝え、ユキトの動向を探らせることにした。

　名目上は協力体制だ。【憤怒】の正体を漏もらしたり、奪ったりしない代わりに、ユキトの動向を探らせ、ある程度その行動を誘ゆう導どうするよう、龍聖に指示した。龍聖は渋しぶ々しぶという態度を隠そうともしなかったが、【七君主】であることを知られている以上無視もできず、カンナに見切られない程度には働いてくれた。

　だが龍聖はしばらくして、【憤怒】をユリアたちに奪われてしまう。

　しかしその事態さえも、カンナの想定内だった。

　監かん獄ごく棟とうにいて、制限がかなりある自分でさえ、龍聖の正体に気付いた。他の優ゆう秀しゆうな人間が見み逃のがすはずがない。そう踏ふんでいたからだ。

　そして、最も【憤怒】を奪う可能性が高いのが、【トラッドウルフ】に加入していたユリアと桃ももであることも、当然分かっていた。

　カンナの最優先の目的は、エフの座を奪うこと。

　だから、桃の演説能力を欲した。自分がエフであると生徒により思わせることを、彼女の力ならばできるからだ。

　桃を手にするための策は、そこまで苦労せずに思い浮うかんだ。ユリアも桃も、カンナにとっては強きよう敵てきとは言い難がたい。カンナは作戦をシミュレートして、こう結けつ論ろんを出した。

　──イレギュラーさえ現れなければ、想定通りに作戦を実行できる。

　イレギュラー。

　すぐにそれを起こす可能性のある人物は、頭あたまに浮うかんだ。

『茅ちヶが崎さきユキト』

　ならば彼に予想外の行動をさせなければいい。作戦の中に取り込こめばいい。カンナはそう考え、このように結けつ論ろんを出した。

　──茅ヶ崎ユキトに、自分たちとユリアたちとの戦いを止めさせるよう、敢えて導く。しかし芽依を人質に取らせることで、その行動を無力化させる。そうしてユキトの行動を、イレギュラーなものにさせない。

　しかもそれだけでは終わらない。いっそユキトを利用しようと、ユリアを陥おとしいれる動画を撮さつ影えいする計画をカンナは考えた。ユキトは芽め依いが人ひと質じちに取られたことを言えば、それだけで引き下さがるかもしれないが、周りの人間──霧きり子こなどは納得しない。だから、交こう換かん条件として、自分を見張らせる、撮影者を用意する。リアルタイムでカンナがどう動いているか分かるなら、ユキトが引き下がるのに納得するだろうと考えたからだ。

　そして、撮影は龍りゆう聖せいにさせるつもりだった。

【憤ふん怒ぬ】を奪うばわれた後も、龍聖とは取引をしていた。ユリアから【憤怒】を奪った暁あかつきには、龍聖に返すという口約束をして、引き続き従わせていた。当然口約束などカンナは守るつもりはないが、【憤怒】を取り返す術すべをまるで持たない龍聖は、カンナにすがるしかない。

　そうして、龍聖にユキトたちを誘ゆう導どうさせた。クラス内のユキト派は閥ばつに入り、ユリアたちを監かん視しするよう提案してバトル棟とうまで誘導し、自分がカメラ付きで見張ることで手打ちにさせ、バトル棟の中までは入らせない。それがカンナが龍聖に依い頼らいした内容。──しかし。




　──ここを通る条件として、《絶対契けい約やく》をしてもらう。




　その前に龍聖が裏切った。




　膝ひざを突ついていた龍聖が立ち上あがる。

　精一杯虚きよ勢せいを張って、カンナを睨にらみ付ける。

「……どうして裏切った、だ？　へへ……俺おれだってそんなバカじゃねえよ。【憤怒】を持もち田だユリアから取り返したら俺に渡わたしてくれるなんて、そんな都合のいいことを信じるわけないだろ？　だから常にあんたの隙すきを窺うかがっていたのさ。そして、あのとき、確かく実じつにチャンスが来た！　我ながら、天てん啓けいかってぐらいのナイスアイデアだった！　あのタイミングでの裏切り、予想外だったはずだ！」

「ああ、確たしかに予想外だったな」

　カンナは素直に感想を述べる。

「そ、そうだよな。動どう揺ようしてたもんな、あんた」

「動揺、確かにしたな」

「そ、そうだよ……。俺おれはうまくやった。天才的なアイデアで、【七君主】の称しよう号ごうを三つ、手中にできたはずなんだ！　本来なら今、手にしているはずなんだ！　……それなのに……作戦は確かく実じつに成功したのに、どうして俺に称号が移ってねえ！」

「何を言っているんだお前は？」

「は？」

　マヌケに口を開ひらいている龍りゆう聖せいに、カンナは呆あきれかえる。

「やれやれ、本当に分からない。七なな海みといい、お前といい、どうして能力が高いとは思えない奴やつらに、学園側は【七君主】の座を与あたえたのか。……それとも、何か特とく殊しゆな基準でもあるのか？　……まあ、この学園ならあり得そうなことだが……」

「な、何を関係ないことを呟つぶやいてんだ。意表を突つかれたのに、どうして【七君主】の座を守れたか、俺はそう聞いてるんだ！」

　カンナは溜ため息いきを吐ついて言う。

「確かに予想外だったし、動揺もした。だが、それは──」

　カンナはまた、素直な感想を述べる。

「あまりに愚かな選択をしたお前が信じられなかっただけだ」

「……な、に？」

　龍聖は目を見開く。

　カンナは呆れるように頭あたまを搔かく。

「お前は、一年で最高位のＢランクだ。しかも入学時に【憤ふん怒ぬ】の称号を与えられた。だから俺は、お前をそれなりに有能な人間だと評価していた。それなのにお前は、俺の能力も見極められず、よりにもよって最悪なタイミングで、その愚ぐ策さくを実行した。だから驚おどろいただけのことだ」

「な、何がそんな愚おろかだって言うんだ！　少なくともタイミングは最高だったはずだ。あんたが逆らえないタイミングだったはずだ」

「逆らえないかどうかなど、どうでもいい。どうやらまだお前は自覚していないようだな。あの時点では、俺に勝利することは１００％不可能だった。なぜならまだ、《絶対契けい約やく》の詳くわしいルールなど、お前に説明していないことがいくつもあったからだ。俺を倒たおすには、情報があまりに足りなすぎる。無知蒙もう昧まいなお前を、【七君主】の称号を渡わたさない程度に欺あざむくことなど、俺にとっては容よう易いに過ぎる」

「……自分の方が俺より遙はるかに有能だと言いたいのか？」

「それは事実だが、主眼がそこではないとどうして分からない？　思い付きのアイデアで、場当たり的に立ち向かったことこそが愚おろかだったと言っている。お前がすべきベストの手段は、同盟関係という立場を利用し、あらゆる情報を引き出し、頭あたまが焦こげ付くほどに作戦を練り、俺おれとの戦いに臨のぞむことだった。それなのに、なんだあのタイミングでの裏切りは？　七なな海みですらこんな愚かな判断はしないだろうな」

　押し黙だまる龍りゆう聖せいに、カンナは言い捨てる。

「だからこの結果だ。お前は【七君主】の称しよう号ごうを手にできていない」

（そして、ここで完かん膚ぷ無きまでに潰つぶされるお前に、もう、二度とチャンスは来ない）

　マキアヴェリの政せい略りやく論ろんに、こういう言葉がある。

『指し導どう者しやならば誰だれでも、次のことは心しておかねばならない。それは、個人でも国家でも同じだが、相手を絶望と怒いかりに駆かりたてるほど痛めつけてはならないということだ。徹てつ底てい的てきに痛めつけられたと感じた者は、もはや他に道なしという想おもいで、やみくもな反はん撃げきや復ふく讐しゆうに出るものだからである』

　カンナはその通りであると納得している。しかし、この弱肉強食学園で、頂点に立とうとしている以上、怒りを買わずにいることは不可能だ。ならば、どうするか？

　カンナはこう結論を出す。

　処しよ刑けいする。

　もちろん本当の意味で、殺すわけではない。処刑に等しい罰ばつを与あたえ、反はん抗こうすることを不可能にするという意味だ。例えばユリアに懲ちよう罰ばつ処分Ｓを与え、監かん獄ごく棟とうに閉じ込こめたように。

　裏切り者にふさわしい処刑場を、カンナはすでに用意している。

　──パチン。

　カンナは指を鳴らす。

　するとすぐに、屋上の扉とびらが開ひらき、中から人が現れる。

　そこにいたのは、すっかり目の力を失っている、桃ももだった。

「……鴻こうの巣すだと？」

　何をするつもりかと、龍聖は身構える。

　桃はそんな龍聖を一いち瞥べつするが、関心がなさそうに、指示通りにカンナの元へと歩み寄る。カンナの側そばまで来ると膝ひざを突つき、顔かおに向かって腕うでを伸のばし、忠誠を誓ちかう。

　その仕草をした瞬しゆん間かんだった。カンナと桃のＣＣＣシートリプルモバイルが、黄金色に輝かがやく。そのまがまがしい輝きは、カンナと桃が交わした、【絶対契けい約やく】が終了したという合図だ。

　桃に貸与していた【傲ごう慢まん】、【憤ふん怒ぬ】、【強欲】は、カンナへと戻もどる。

　カンナは再び【七君主】になる。

「お前は俺の味方だな、桃」

「はい、カンナさん」

　その声には張りがない。

　カンナは苦笑する。

「分かっている。お前は自分の意志でそうしているのではなく、恐きよう怖ふの感情から従っているだけだ。しかし悪いが、それを取り除いてやることはできない。恐怖という枷かせを外してしまえば、お前が復ふく讐しゆうに出ることが目に見えているからな」

「…………」

「しかし、常に恐怖を与あたえていては、お前の心が保たないだろう。俺おれとしては、有能なお前が、学園病びよう棟とうに放り込こまれて使えなくなっても困る。だから、溜たまっている鬱うつ憤ぷんを晴らせるアイテムを用意した。嗜し虐ぎやく趣しゆ味みのお前にぴったりなものだ」

　カンナはそう言い、顎あごで龍りゆう聖せいを指す。

「桃もも、沖おき田た龍聖をお前の『食しよく糧りよう』にしてやれ」

「は？」

　疑問の声を上あげる龍聖を尻しり目めに、カンナはＣＣＣシートリプルモバイルを立ち上げる。エアリアルを何度かタップし、目的のプログラムを表示させる。

　呼び出した画面は、派ク閥リ内ーのクルコーールド設定画面。【七君主】のみが使用できる機き能のうだ。

「【トラッドウルフ】内でクリークコードを設定する。沖田龍聖に対してインストラクト、もしくはレイティングバトルをしたメンバーには、【トラッドウルフ】内で獲かく得とくしている成せい績せきポイントを、大おお幅はばに分配する。回数制限はない。逆に言えば、龍聖にインストラクト、レイティングバトルをしないメンバーは、得られる獲得ポイントが減ってしまう」

　すぐには意味が分からず眉まゆをひそめていた龍聖だったが、その意味を徐々に理解し、目を見み開ひらいていく。

「なっ！　なんだよその無茶苦茶なクリークコードは？　それって、こう命令してるってことだろ……？」

　龍聖は青ざめていく。

「【トラッドウルフ】の全員に、常に俺をいたぶるよう、命令したってことだろ」

　クリークコードは設定するとすぐ、クリークのメンバー全員に連れん絡らくが行き渡わたる。当然、【トラッドウルフ】に所属している桃にも届く。ＣＣＣシートリプルモバイルの振しん動どうを感じた桃は、エアリアルを開き、設定されたクリークコードの内容を改めて確たしかめた。

　桃はぼうっとした顔かおで、その意味を考えている。

　カンナはそんな桃に、甘あまい声で言う。

「仲間を率いて、特定の誰だれかをいたぶるのは得意だし、好きだろう？　ああ、そうやって、鬱憤を晴らすといい。俺への怒いかりを、この男に向けるといい。今用意してやれるのはこの男だけだが、そのうち同じような『食糧』を何人も、お前のために用意してやろう。それが、俺がお前に用意できる報ほう酬しゆうだ」

　カンナに逆らう者が今後現れた場合、彼らは、【トラッドウルフ】のメンバー全員によって、インストラクトを仕し掛かけられ続ける。常に【トラッドウルフ】によって囲まれている彼らの反はん抗こうの手は、カンナにまで届かなくなる。レイティングバトルを仕掛けられ続ける彼らは、その戦い方を洗いざらい調しらべられ、丸まる裸はだかにされ、勝つこともできなくなるだろう。彼らの成せい績せきポイントは奪うばわれ続け、次の学期には大おお幅はばにランクダウンをするのだ。ランクが下さがれば、さらにインストラクトを仕掛けてくる人間が増える。彼らの元には、成績ポイントを求める、餓うえた狼おおかみたちが群がる。

　龍りゆう聖せいはこのまま、【トラッドウルフ】の狼たちに喰くい荒あらされる。

（この結果は、ある意味必然だな。沖おき田た龍聖は言わば、狼にすらなれなかった噓うそつきな狼少年。狼少年の末路は、狼に喰われるものと相場が決まっている）

　桃ももは黙だまって、龍聖を見つめている。その様子は相変わらず生気に欠けるものだ。

　しかし、カンナは見み逃のがさない。表情こそ変わらないが、その瞳ひとみには先ほどまではなかった色が混じっている。

　彼女本来の、嗜し虐ぎやく的てきな色が。

「報ほう酬しゆう、ありがとうございます」

　そうして、破は顔がんした。

「んふふ、さっそく遊びますね」

　その表情は、まるで昨日まで見せていた、無む邪じや気きな笑え顔がおにそっくりだ。

　もちろん、ユリアを裏切った桃は、もう以前の彼女ではない。Ａランクの立場を護まもるためにユリアを売ったことを、桃はこの学園にいる間、あるいは一生、責め続けるだろう。その度カンナに敗北したことを思い知らされ、苦くるしむだろう。恐きよう怖ふで縛しばり付けている以上、桃はカンナの駒こまであり、人形だ。

　桃は、カンナに浴びた屈くつ辱じよくを忘れることはない。カンナに心まで許すことはない。表面上はカンナに従うことを決めても、心の底ではあらがい続けるだろう。元の自分を取り戻もどそうとし続けるだろう。

　カンナに抵てい抗こうするために桃は、無邪気で嗜虐的な自分を、保とうとする。

　だからこそ、この『食しよく糧りよう』を見逃さない。

　自分の性せい質しつを忘れないために。そこにある『食糧』を、残ざん酷こくにいたぶってくれる。

　カンナは桃を、演説のエキスパートとしてだけでなく、死刑執しつ行こう人にんとしても重用する。

（まったく……便利な駒だ）

　用事の済んだカンナは、二人に背を向け、七なな海みの部屋へと戻ろうとする。背後から、さっそく屈くつ辱じよくを与あたえるようなインストラクトが聞こえたが、カンナが振ふり返ることはない。

「待ってくれ！　お願ねがいだ！　このクリークコードを取り消してくれよ！　もう裏切ったりしないからさ！　次からはなんでもあんたの言うことを聞くから！　俺おれは役に立つ！　あんたの役に立つから！」

　狼おおかみ少年の戯ざれ言ごとには誰だれも耳を貸さない。聞く気もない。

　──バタン。

　だからカンナは屋上へと繫つながる、重い扉とびらをなんの躊躇ためらいもなく閉めた。

　厚い扉の向こうの声は、もう聞こえない。




　　　　　　　　　■




　七なな海みの部屋の前で、カンナはふと、自分の息が荒あらいことに気付いた。心しん臓ぞうは激はげしく脈動し、手の先がわずかに震ふるえ、頭あたまがやけに重く感じる。

（…………）

　発作というほどのものではない。ただ、この学園の頂点を目指すと決めて以降、カンナは時折、この不快感に襲おそわれる。

　その理由を考えれば、きっと原因は思い当たる。しかしカンナは、この不快感の由来について深く考えたりしなかった。考えれば、頂点を目指す自分にとって、障害となる感情が湧わくことが分かっているからだ。




　──あなたはただの──暴ぼう君くんだからだ。




　ユリアが最後に吐はいた捨すて台詞ぜりふが、鋭するどい刃やいばとなって、カンナの胸に突つき刺ささる。……カンナにとって、取るに足りない存在であるユリアの発言など、本来は意に介かいさない。しかし。

『暴君』

　その単語が、どうしても思い出させる。




　──『暴君』と言います。

　──あなたには、君主になり、成し遂とげたいことなどありません。ただ頂上であるその地位に固こ執しつし、逃のがれられないだけです。そこに信念はない。誇ほこりはない。あなたにあるのは、周りを不幸にし、自分を孤こ独どくにする、歪ゆがんだ強欲です。




　吐く息は、深い。カンナは咳せき込こみ、身体からだを曲げる。実際にそんなことはあり得ないのだが、口元を押さえた手に、血ち反へ吐どが付いていないか確かく認にんする。

「俺おれは────」

　部屋の扉に身体を預け、寄りかかる。

　一度目をつぶり、開あけると、視界が切り替かわった。歪んだ視界に、いくつもの人ひと影かげが映る。その人ひと影かげたちは一様に、血まみれで、そしてカンナを憎にくんでいる。血に濡ぬれた手を伸のばして、『そちら側』に引き込こもうとする。カンナはその手をはねのけるが、人影の数は限りなく、きりがない。

　そして、中心にいるのは、真っ黒い髪かみの、真っ白い肌はだの、美しい少女で──

「────」

　カンナはジャケットの裏ポケットに手を突つっ込む。

　すると瞬しゆん時じに、幻げん覚かくは消える。

　カンナは息を整ととのえながら、手に触ふれているものを取り出し、目の前に掲かかげる。

　ゴーぽん。

　七なな海みと、【強欲】を貸与してもらう《絶対契けい約やく》を交わした際に、持っていることを強制された幽ゆう霊れいのぬいぐるみだ。

　どうしてだか分からない。しかしなぜか不ふ思し議ぎと、その人形の固い感かん触しよくが、カンナの気持ちを落ち着かせる。

　しばらく扉とびらに寄りかかっているうちに、呼吸は元に戻もどった。

（こんな姿は七海には……いや、誰だれにも見せられないな）

　カンナは幽霊のぬいぐるみを裏ポケットに入れ、背筋を伸ばす。

　その頃ころには、表情はいつもの不ふ遜そんなものになっていた。そこには先ほどまでの苦くるしみに満ちたものはまったくない。

「弱っている暇ひまなどない」

　カンナは一人呟つぶやくと、ノブに鍵かぎを突っ込み、七海の部屋へと入った。




「やっほー」

　リビングに入った途と端たん、クリスがカンナに向かって、手をひらひら振ふってきた。横よこたわってソファーを占領し、長い脚あしをこちらに向かって突き出し、白い太ふと股ももを露ろ出しゆつしている。

「ふふ、相も変わらず、生意気そうな顔かおね。あたしの極上の生足を拝めることに、少しはうれしそうな顔をしなさいよ。この太ももがコミック雑誌の表紙を飾かざったときは、その週の部数が跳はね上あがったのよ？」

「どうでもいいな」

　そんなやり取りをしていると、眉まゆをつり上あげた七海が、カンナにちょこちょこと駆かけ寄ってくる。

「カナちゃん、この人なんとかして！　最近毎日この部屋に居座ってるし！　ずうずうし過ぎだし！　なんであたしとカナちゃんの愛の巣に平然と入り込めるんだろうね！」

「何が愛の巣だ。セックスもしてないだろう」

「セ──」

　七なな海みは途と端たんに真っ赤になって押し黙だまる。もちろんカンナは、こんなことを言えば、七海がそんな反応をして黙り込こむことが分かっている。これからの会話に口を出して欲しくないから、わざとそうしたのだ。

　というのも、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに居座っている女の表情がいつもと違ちがうことに、カンナは気付いていたからだ。

「……クリス、今日はなんの用だ？」

　カンナの声のトーンに、クリスは背中を丸め、起き上あがる。

「ふふん。さすがカンナ、察しが良くて助かるわ」

「余計なお世辞はいい」

「そ。じゃあ早速本ほん題だいに入るわ。改めて、全校集会の成功おめでと。桃もも、本当に良くやったわよね。涙なみだながらの演説には感動したわよー。思わずあたしも、カンナに将来を任せて、付いていきたくなったわ」

　茶化すように拍はく手しゆをしながら、クリスは話す。

「でもね、やっぱり演説だけじゃ、あと一押しが足りないとも思ったわね。あれだけなら、【トラッドウルフ】の全員が、カンナの味方をするかは微び妙みようなところね。他のクリークに流れちゃう人も出るわ。それについてはどう？」

　カンナはその質しつ問もんに答えないが、正直なところ同意だった。どんなに桃の演説が達者でも、一人の発言だけでは真しん偽ぎを疑う人間は出てくる。

「何が言いたい？」

「つまりねー、【トラッドウルフ】を完全に味方に付けるには、やっぱりあたしの撮さつ影えいした動画が必要だってことよ。カンナの計画は、あたしが動画を学内ネットで流してようやく、完かん璧ぺきになるわけね。だけど」

　クリスは腹立たしいほどに美しい含ふくみ笑いを浮うかべ、言う。

「あたしがカンナに従うメリット、なーんにもないわよね」

「な──」

　七海がクリスの裏切りとも言える発言に絶句している。しかしカンナは驚おどろきはしなかった。元よりクリスが味方であると、カンナは認にん識しきしていない。一週間経たっても動画を公開しないことで、なんらかのアクションを掛かけてくるとは睨にらんでいた。

　腕うでを組むカンナに、クリスはソファーから立ち上がり、詰つめ寄る。

　口の端はしを上げたまま、カンナの瞳ひとみを覗のぞき込む。

「というわけで、取引をしましょう」

「取引、ね……」

（種足たなだれクリスは決して有能ではない。エリカがフレンズ７にクリスを入れた理由も、その能力を買っていたというより、彼女の生徒間での絶大な人気を利用したかったからだろう。単純な能力で俺おれに勝てるわけがない。……だが正直に言おう）

　カンナは歯の奥を嚙かむ。

（俺と最も相性が悪い相手は、種足たなだれクリスかもしれない）

　なぜならクリスには目的がない。一つ一つの行動が気まぐれで一いつ貫かん性せいがない。だから、カンナの十お八は番こである、行動の先読みが使えない。

　現にカンナは、今ここで、クリスがどんな要求をしてくるのかを、予想できていない。

「ん？　あれ待って？　何個かの候補の中で、何に決めたのか忘れちゃったわ」

　実際にこの調子だ。煙けむに巻いているわけではなく、本当にこれだけ適当なのだ。

「ああ、そうだ。思い出したわ」

　言って、クリスはカンナの唇くちびるに指を触ふれる。




「カンナ、あたしと付き合いなさいよ」




[image: ]

　堂々とした態度で言い放った。カンナは冗じよう談だんだと言い出すのを待っていたが、クリスは一向にその発言を訂てい正せいしない。

「……交際して欲しいということでいいのか？」

「そうよ。やっぱりね、ユリアとの戦いを見てて思っちゃったわけ。カンナを恋こい人びとにしてみたいって。あたしは学園を支配する人間と恋こい人びとになって、その人さえ牛耳る感覚を得たいわけ。うん、その感覚たまらないわ！」

　クリスは自分の欲望を隠かくそうともしない。

「お前は俺おれのことが好きなのではなく、俺の能力であり、立場が好きなわけだ」

「そうだけど、それでも光栄でしょ？　あなたが付き合えるのは他でもないこのあたしよ？　超ちよう絶ぜつ自じ慢まんできるわよ？　それに、あたしはお子様じゃないから、付き合っている間、恋人らしいことなら何をしてくれても構わないわ」

　クリスはシャツの襟えり元もとを摑つかみ、自分の胸元を見せる。レースの付いた高価そうなブラジャーを見せつけてくる。

（下品な女だ）

　しかし、クリスは止まらない。

　カンナの首筋に、鼻を押し付ける。

「やっぱりいい匂におい。毎日あなたの匂いを嗅かぎたいわ。クンクン」

　鼻息がカンナの首筋をくすぐる。

　そこでようやく、クリスの言動に圧あつ倒とうされていた七なな海みが、カンナとクリスの間に入り、二人を引き離はなす。

「な、なんてふしだらな女だし！　カナちゃんを誘ゆう惑わくしないで！　そもそもカナちゃんには芽め依いちゃんがいるの！」

「だからあたしはこう言ってるわけ。芽依とは別れなさいって。あたしが、浮うわ気き相手に収まるわけないじゃない？」

「はあ!?　カナちゃんが芽依ちゃんと別れるわけないし！　別れたとしても後が控ひかえてるし！　次はあたしだし！　ふしだら女の出番は未来永えい劫ごうないし！　あっちいけ、しっし！　ビッチ菌きんが移るし！」

　七海はクリスに向かって手を払はらう。

「七海の意見はどうでもいいわよ。あなたがどう思っていても、関係ないしね。あたしが聞きたいのは当人の意見だけ。で、どうかしらカンナ？　この取引に乗る？」

「…………」

　正直なところ、クリスはそこまで、カンナと付き合うことに執しゆう着ちやくしているわけではないだろう。思い付きでこんなことを言っているだけだ。

　しかし、この取引に応じなければ、クリスは強情を張り、動画を学内ネットに流すこともないだろう。説得しても無む駄だだ。クリスがそういう性格だと分かっている。

（しかし、従う必要はない）

　動画を流すのが、【トラッドウルフ】を自じ陣じんに取り入れる、ベストな手段ではあるだろう。元より、ビデオ撮さつ影えいができたこと自体が僥ぎよう倖こうだ。他の手を用意していなかったわけではない。ここで取引に応じなくてもやりようはいくらでもある。

　それらのことをカンナは熟じゆく考こうし、答えた。




「ああ、構わない。付き合おう」




「って、えええええええええええええええええええええええええええええええええ！」

　七なな海みは叫さけぶ。

　驚おどろいている七海を尻しり目めに、クリスは腕うでを絡からめてくる。

「ふふ、やっぱりあたしが欲しくなっちゃったのね。男の子ならしょうがないことよね」

「そうだな」

　カンナは適当に答える。どうでも良かった。カンナが恋こい人びとを乗り換かえた理由は、あの動画を流して欲しいから、その一点に尽つきる。他に手段があっても、動画を流すという最適な手段を、カンナは選えらんだのだ。

「もちろん芽め依いとも別れるのよね？」

「ああ、別れる」

　その言葉に偽いつわりはない。

　こうしてカンナは、乙おと坂さか芽依と別れ、種足たなだれクリスと付き合うことになった。

「ちょ、ちょっと待って！」

　ようやく驚きから解放された七海が、カンナの腕を引っ張り、反はん論ろんをする。

「ほ、本当に芽依ちゃんと別れるの？　そうしたら、カナちゃん風の言い方になるけど、芽依ちゃんを駒こまとして使えなくなるんじゃないの？　それは困らない？　鴻こうの巣す桃ももをカナちゃんが利用できてるのは、芽依ちゃんが味方であることが前提の、《絶対契けい約やく》があるからでしょ？　それがなくなっちゃうんだよ？」

　それは至極真っ当な指し摘てきだった。芽依を自由に操あやつれないと分かれば、桃が反旗を翻ひるがえす可能性がある。

「そこはごまかし続けるしかないな。いつまでそれができるかは分からないが」

「わ、わざわざ芽依ちゃんと別れて、余計な心配の種を増やさなくても……」

　それは当然の指摘のように聞こえる。しかし、それが分かった上うえでの、この決断だ。

　不安そうに眉まゆを寄せている七海を、カンナはじっと見つめた。

「……七海」

「なに？」

「俺おれは今回の戦いで、目的を果たしたと言っていい。エフの座をほぼ手中にし、【アーバンライオン】に残っているメンバーに、俺に従うだけの動どう機きを作ることができた。【トラッドウルフ】も俺の支配下になったと言っていい。【アーバンライオン】、【トラッドウルフ】、【ネイビーフォックス】を手中にしている俺おれは、計８３０１名の生徒を率いている。これは現在の最大派は閥ばつである【ローデンスコーピオン】の７７７５名より５２６名も多い数だ。俺はすでに、この学園で誰だれよりも、生徒を支配下に置いていると言える」

　それは一つの目安となる目もく標ひようだった。カンナは他の【七君主】の誰よりも多く、自分のクリークに属する人数を押さえたかった。それを今回果たせたのだ。

　頂点を目指すカンナの計画は、着々と進んでいる。

　だが、カンナは口にする。

「しかし、何も失わなかったわけではない」

　七なな海みはカンナの言葉に眉まゆをしかめた。それが何かを分かっていないらしい。

　それはいい。ユキトがカンナに何をしたか、それはクリスがいないときにでも説明することにしよう。

「────」

　七海の表情が変わる。

　七海は何も分かっていないはずだ。

　しかしその表情は真しん剣けんなものになっている。そして、この表情をしているときの七海は、冗じよう談だんを言わない。

　七海は切実な顔かおで、新しい恋こい人びとになったクリスを両手で押しのけた。

　そうして、抱だきしめる。

　それは、まるで自分がそうしなければいけないと感じているような、必死な態度だった。

「カナちゃん」

　いつも七海が付けている、マリン系の香水の匂においがする。

「部屋に入ってきたとき、つらそうだったね」

「────」

　内心驚おどろいた。完かん璧ぺきにその態度は消しているはずだった。どうして七海にそれが見み抜ぬかれているのか、まったく分からない。

「エリカ様に言われたことでも、思い返していたの？」

　それもまた図星だ。

　七海の身体からだは、強く抱きしめれば折れてしまいそうなほどに細い。しかし、カンナはわずかに脅きよう威いを抱いだくのだ。

（なんなんだ、こいつは……？　やはりこいつは、ただの七光りではないのか……？）

　だが七海の表情は、脅威とは対たい称しよう的てきな優やさしいもの。

「でも、大だい丈じよう夫ぶ。あたしはカナちゃんと一心同体だから」

　カンナは言葉を信じない。『信用して欲しい』、『ずっと一いつ緒しよだ』、『大好き』、『愛してる』、それらすべての言葉を信じない。カンナは同じような言葉を、他人を動かすために、まったく心なく利用するからだ。

　だけど、この七なな海みの言葉。

（……少しだけ……安心してしまう）

　なぜなら、その言葉には行動が伴ともなっている。七海は実際にカンナへ【強欲】を預け、運命を託たくしている。一いち蓮れん托たく生しようというのは本当に事実なのだ。その言葉は信じていいものなのだ。

　七海には──

　七海にだけは、信しん頼らいを置いていいのかもしれない。

　しかし。

　しかし。




　──カナちゃんは君主になるよ。

　──だけどそのとききっと、その隣となりに、芽め依いちゃんも、あたしもいない。




　カンナは抱だきしめている七海を引き離はなす。

　離れると、控ひかえめな香水の匂においは感じなくなった。

（……そうだ。俺おれは、誰だれにも心を許すわけにはいかない）

　真実の意味で君主になったときに、カンナは間ま違ちがいなく孤こ独どくになっている。誰もいない。それに例外はない。

　それが、カンナの選えらんだ道だ。

　引き離されたことで、ショックを受けた様子の七海を、今度はクリスが手で押し、どける。

　クリスはカンナの真正面に立ち微笑ほほえむ。その瞳ひとみにはわずかに嫉しつ妬とが覗のぞいていた。カンナが七海に心を動かされてしまったのを、クリスも感じ取っていたのだ。どうやら嫉妬を感じる程度には、クリスはカンナを想おもっているらしい。

「カンナ」

　新しい恋こい人びとはカンナの首に、腕うでを回す。

「恋人同士として初めてのキスしましょう」

　これからも君主を目指し続けるカンナができることは、これしかない。

「ああ」

　カンナは唇くちびるを寄せた。

　七海の前で、カンナとクリスは軽けい薄はくなキスをした。

　いつもうるさいはずの七海は、何一つ言葉を発することはなかった。




　　　　　　　　　■




　まだいちゃつこうとしてくるクリスを押しのけ、部屋を出たカンナは、エレベーターのボタンを押した。待っている間に、ＣＣＣシートリプルモバイルを起動する。

　その間にエレベーターが到とう着ちやくしたので、乗り込こんだ。一階のボタンを押し、扉とびらを閉めようとしたが、部屋から急いで飛び出してきた七なな海みが乗り込もうとしてきたので、少しその場で待つことになった。

　カンナは七海を一いち瞥べつしただけで、視し線せんをエアリアルへすぐに移す。口を結んでいる七海は、エアリアルをちらりと覗のぞき込むだけで、何も話し出さなかった。

　エアリアルの左側には【七君主】の顔かお写真と名前とステータスデータ、右側には元フレンズ７の顔写真と名前とステータスデータが表示されている。左側の画面にある【傲ごう慢まん】の項こう目もくには『×』が付いた神楽かぐら坂ざかエリカ、【強欲】の項目には『△』が付いた七なな星ほし七海が載のっている。そしてカンナが監かん獄ごく棟とうにいるときには、『NO DATA』となっていた【憤ふん怒ぬ】の項目には、沖おき田た龍りゆう聖せいの写真とステータスデータがあった。

　カンナは龍聖の写真に『×』と書き付ける。それは倒たおしたことを表すマーク。

　一方左の画面は、フレンズ７の序列ごとに並んでいる。ここにもカンナは手を伸のばす。序列二位、持もち田だユリアに『×』マーク、序列五位、鴻こうの巣す桃ももに『○』マークを新たに書き付ける。『○』は味方を表すマークだ。また、『？』としていた序列六位、種足たなだれクリスは、少し迷ったが『○』に書き換かえた。

　この短期間だけで、状じよう況きようが大きくカンナの有利に変わったことが、この画面を見るだけで分かる。

　しかし、カンナは重い溜ため息いきを吐つく。今は悦えつに浸ひたる気分にはなれない。

　エレベーターは地上へと着く。カンナはエアリアルの表示を切り替かえる。

　画面には、すでに開かい封ふう済みのメール本文。カンナは七海の視線を気にして、エアリアルをパーソナルモードに切り替える。

　今日の午前中に届いたメール。

　それは、芽め依いからのものだった。




『カンナくんに大切なお話があります。明日の十七時に、クロック・スターの前に一人で来てください。……ああ、でも、あなたは来ないかもしれませんね。わたしの言葉が罠わなだと判断するかもしれません。だけど、それでもわたしは、あなたに来て欲しい。だってもう、話をする機き会かいはきっとない。あなたとわたしは、もう普ふ通つうに話すことができない。だから、どうしてもこの話をしたい。わたしがする大切な話というのは大好きなあなたへの』

　カンナはＣＣＣシートリプルモバイルに触ふれ、画面を下したに動かす。

　そこには、やはり、何度も見た文字が表示されている。




『別れ話なのですから』




　そう。

　今回の戦いは、すべてが計算通りとはいかなかった。

　カンナは今回の戦いで、芽め依いを失っていた。




　サウスモノポリータワーⅢを出たカンナと七なな海みが向かったのは、五百人ほど収容できるライブハウスだった。これだけの大きさのライブハウスは、他の地方から客がやってくることがない七なな星ほし学園特区では不要に思えるが、そうでもない。同年代が集まっている学園特区では、若い世代に人気の高いアーティストが来ると、満席に近い客が集まる。また、芸能にも強い七星学園には、すでにメジャーデビューを果たしているバンドも在ざい籍せきしている。この規模のライブハウスでも、十分に活用できていた。

　今夜、カンナはそのライブハウスで【虚きよ構こう】のエフとして演説することになっていた。全校集会のように一方的に発信するものではなく、支持者たちの反応が見える会だ。【アンチリヴァイアサン】の今後の展望を話し、最後にカンナが登場し、自らの考えを演説する。名めい称しようは、『アンチリヴァイアサン・ブリーフィング』とした。

　そこでカンナは、【アンチリヴァイアサン】の結束が、どれほどのものかを肌はだで確たしかめようとしていた。

　ライブハウスに向かう道中、七海は話すことなく、黙だまっていた。

「お待ちしておりました」

　ライブハウス裏でカンナたちを待っていたのは、ユリアの護ご衛えいをしていた笠かさ原はら紗さ江えと忍おし恵めぐ美みだ。彼女たちは桃ももの指示で、カンナの護衛に当たっている。ユリアを尊敬していた彼女たちの本心は分からないが、すでにカンナは《絶対契けい約やく》で反逆を封ふうじているので、反はん抗こうの危険はない。

　控ひかえ室に向かいながら、カンナは問いかける。

「クリスから送られた映像は流したか？」

　クリスとキスをした後、カンナはすぐに、ユリアとのレイティングバトル前に撮とったあの映像を、紗江へと送るよう指示していた。

「はい。支持者たちはとても熱ねつ狂きようしておりました」

「二人も映像を見たのか？」

「はい」

　紗さ江えは表情を変えずに答えた。恵めぐ美みも同じ様子だ。

　ユリアと桃ももに近しかった二人なら、あの映像がユリアを嵌はめるために、意図的に用意したものだと分かっているかもしれない。

　しかし、憤いきどおりもせずに、淡たん々たんとカンナに接している。

（すでに諦あきらめている、ということだろう）

　元よりこの二人は、自分の能力の限界を知り、表おもて舞ぶ台たいに立って戦おうとはしていなかった。ユリアにただただ従属していた。だから、これだけ力を持ってしまったカンナに、刃は向むかうことはできない。

　例えそれが、自分の正義に反しても。

（ユリアの失しつ脚きやくで、二人の将来設計は大きく変わった。俺おれはすでに、生徒の未来を変えつつある）

　案内された、コンクリート打ちっ放しの壁かべに囲まれた控ひかえ室は、ライブハウス特有の雑多な汚きたなさはなく、清せい潔けつ感かんがある部屋だった。備え付けてある大きな鏡かがみに映る姿を見て、カンナは厳きびしい顔かおをしている自分に気付く。

（いけないな。この態度では生徒に広く好感は持たれない。……修正だ）

　表情は、柔にゆう和わなものへ。Ａランクの自分の容姿と、クラスで築きずき上あげた優ゆう等とう生せいという評判は、最大限に活いかさねばならない。

（久しぶりに、こんな表情をする気がするな。……それもそうか。Ｆ１２８クラスにはあれからまだ顔を出していないし、芽め依いとも話していない）

「藤ふじ白しろさんだ！」

「カンナさんが来た！」

　柔やわらかな表情をしたカンナに、控え室で待たい機きしていた生徒たちが集まってくる。憧あこがれの人を前に、興こう奮ふんに頰ほおを紅こう潮ちようさせ、目を輝かがやかせている。計六人の彼、彼女たちはここ一週間の間に生まれたカンナの信者たちだ。信者たちはカンナが現れるまでステージに立ち、【アンチリヴァイアサン】についての説明をしていた。言ってみればカンナが現れるまでの前座だ。

「わたし、いかにカンナさんが素晴らしいか、語りましたよ！　みんな大興奮で拳こぶしを振ふり上あげていました」

「俺だって、負けてません！　藤白さんがどれだけ革命を実行する能力があるか、観かん衆しゆう共に知らしめてやりました！」

　彼らは興奮して、自分の成果をカンナに語る。カンナはにこやかな表情で、時折相づちを打ちながら、彼らが矢や継つぎ早ばやに話してくるのを聞いている。

（まだ桃ももが演説したあの全校集会から、一週間しか経たっていないのに、もうこれだ）

　あの演説から、【アンチリヴァイアサン】の支持者は、Ｆランクの生徒たちを中心に飛ぶ鳥を落とす勢いで増えている。学内ネット内にカンナが立ち上げた、『【アンチリヴァイアサン】の集い』では、実名でクリークの参加者を募つのっているが、今日の時点で千人を超える生徒が参加を表明している。

（計算通りだ。やはり、生徒たちは『エフ』の存在を求めていた）

　革命。改革。救済。

　その響ひびきは、弱肉強食学園のあまりに厳きびしいシステムに苦くるしめられている人間にとっては、あまりに甘かん美びな響きだ。しかもカンナは【七君主】の三つの称しよう号ごうを手にし、革命を本当に起こしてもおかしくないと思わせるだけの実力がある。

　弱肉強食学園に適合できなかった生徒にとって、藤ふじ白しろカンナの存在は、今や救世主と言っても過言ではなかった。

「それから、サプライズで流れた映像、感動しました！」

　Ａランクでありながらも信者である女生徒が、目を潤うるませて、カンナに語り掛かける。

　カンナはここぞとばかりに、さわやかな笑え顔がおを見せる。

「失望しなかったかい？　ボクが恋こい人びとたった一人のために、革命を投げだそうとしたのを見て」

「そんなことありません！　わたしは、やっぱり君主にも、人間らしい情を持って欲しいです。Ｆランクのカンナさんは、ずっと上うえの立場だった人間には得られない情があるとは思っていましたが……正直想像以上でした！　自分の信念を捨ててでも、恋人を助けようとする優やさしさを持ったカンナさんは、理想の君主です！」

「そうか。ボクは同志に見切られる覚かく悟ごもして、あの映像を流すことを決めたんだけどね。ボクが持もち田だユリアに負ける情けないところを、あまり見せたくはなかった。でもボクは、どうしても、等身大の藤白カンナを見て欲しかった。それでもボクに付いてきてくれる、そういう人たちでないと正しく導みちびける自信がないからね」

「安心してください！　少なくともわたしは、一生付いていきます！」

　彼女の言葉に、他の信者たちも続けとばかりに、こぞってカンナに忠誠を誓ちかう。

　爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみに、カンナは笑顔を振ふり撒まきながら、内心呆あきれる。

（こいつらは俺おれを知って間もない。俺という人間の表面だけしか見ていないのに、すっかり信しん頼らいしきっている。それは俺が、理想の救世主であればあるほど、こいつらにとって都合がいいからだ。そうやって自分にとって見たい面しか見ないのは、人間の大半を占しめる、愚ぐ者しやの特長だ。ああ、お前らの望み通り、俺は救世主のエフとして、夢物語の中心に立ってやろう）

「カナちゃん」

　それまで黙だまっていた七なな海みが、突とつ然ぜん口を開ひらく。

　カンナがそちらを見ると、何かを言いたそうに口をもごもごさせている。しかし結局、言葉を吞のみ込こみ、にこやかな笑顔を作る。

「演説、頑がん張ばってね！」

　カンナは頷うなずき、ロリポップキャンディーを取り出し、七海にくわえさせた。




　カンナがステージに出た瞬しゆん間かんに、割れんばかりの声せい援えんが上あがり、会場の空気の流れが変化するほどの熱ねつ狂きように包まれた。一瞬で、カンナの身体からだは熱を帯び、脳がざわめきを上げる。満席のフロアから発している、得体の知れないエネルギーに、カンナは一人晒さらされた。

（まるで電子レンジの中にいるみたいだ）

　血が逆流し身体をめぐり、冷静な思考を奪うばう。皮ひ膚ふが爛ただれ堕おちて、剝はがれてしまいそうだ。まるで肉体をその場から奪うばわれそうな感覚に、しかしカンナは歯の奥おくを食いしばり耐たえ、自分を取り戻もどす。

　カンナは熱気によって一瞬忘れかけていた手順を思い出し、脇わきに抱かかえていたエフの仮面をかぶった。

　カンナはマイクを手に取る。

「私が【アンチリヴァイアサン】代表、【虚きよ構こう】のエフ、藤ふじ白しろカンナだ」

　自己紹しよう介かいだけで、会場は絶ぜつ叫きように包まれた。最前列の女子など、意味不明にも涙なみだを流し、カンナの名前を連呼している。

　こんなにも、ここにいるみんなは救いを求めている。

（救いなどまるで用意するつもりもない俺おれに）

　この異常な熱気は、期待の表れだ。カンナが今の自分たちの過か酷こくな状じよう況きようを変えてくれると信じているから、これだけ盛り上がれる。

　だが、無下にする。

　この期待を、カンナはただただ踏ふみ台にする。

（……ふふ）

　そう考えると、どうしてもカンナは、仮面の奥で笑ってしまう。この群衆があまりに滑こつ稽けいすぎて。

　さて、演説を始めよう。鴻こうの巣す桃ももに演説のコツは聞いている。桃は、要点を忘れない、軸じくがぶれない、自分を見失わないなどの当たり前のこと以外に、こう言っていた。

　──自分を、この空間に溶とけ込こませる。

　この場の空気を理解し、一体化する。そうすれば、群衆の求める言葉や態度を、自然と引き出せる、と。

　それは感覚的なことで、実じつ践せんできるかどうか難むずしい。しかしカンナは、どういうわけか、自分はそれをできる確かく信しんがあった。

「聴きいて欲しい」

　その一言だけで、会場は一瞬で静まりかえる。しかし、ただの静せい寂じやくではない。無理矢理押し込めた熱気は凝ぎよう縮しゆくされ、圧力のあるプレッシャーになっている。見えない塊かたまりとなった圧力は、カンナへと襲おそいかかり、押し潰つぶそうとする。カンナはそのプレッシャーに耐たえ、言葉を続ける。

「人間は平等だ」

　理想的な言葉に、しかし歓かん声せいは上あがらない。それどころか、今までカンナに期待しかなかった支持者たちの表情に戸と惑まどいが見える。

　だが、カンナの予想通りの反応だ。

「ああ、分かっている。それは理想だけれど、皆みなが思っている通り、きれい事だ。私たちは社会によって──弱肉強食学園によって、思い知らされている。人間は平等ではないと。例えば、親おやが金持ちか貧びん乏ぼうかで、自由に差はある。例えば、同じ行動をしても、容姿が端たん麗れいなら好印象を持たれ、醜しゆう悪あくなら悪印象を持たれる。であるのにどうして人間が平等などと言えるのか？」

　会場はざわつき始める。それもカンナの予想通りだった。カンナが「最後まで聴きいて欲しい」と言うと、また場は静まりかえった。

「人間は平等でない。弱肉強食がこの世の摂せつ理り。なら、摂理通りに、弱肉強食を受け入れるしかないのか？　七なな星ほし学園の主張が正しいのか？」

　カンナは拳こぶしを振ふり上げる。意い識しき的てきではない。この空間が自然とさせたのだ。

「正しいわけはない。そんなことはあってはならない！　それでは動物と同じだ！　私たちは言うまでもなく、智ちを持った人間である。どうして人間は社会を産みだし、繁はん栄えいできたか？　それは強者が弱者に手を差し伸のべ、賢けん者じやが智を分け与あたえたからだ。この学園のように、一方的に強者が弱者を貪むさぼっていれば、他の動物社会と同じように、発展することはなかった。人間社会は常にそうあってきた。つまり、弱肉強食を推おし進めるこの学園は、人間にとって不自然極まりない世界なのだ。だから、そう、改革しよう。革命しよう。あなたたちを救済しよう。人間は──」




「──人間は、平等ではない。だが、平等であるべきだ」




　ホームページに大きく掲けい載さいしていた一文。キャッチコピーとして載のせていた、支持者なら誰だれもが知っている言葉。

　ここでその言葉が出てきたことで、支持者たちは熱ねつ狂きよう的てきな歓声を上げる。自然と、力強い拍はく手しゆを繰くり返す。拳を振り上げ、カンナの名前を呼ぶ。

　見事、桃もものアドバイス通りに、空間に自らを溶とけ込こませることを達成できた。カンナの声は、意識したわけではないのに、自然と興こう奮ふんで震ふるえていた。感情が高ぶり、仮面の奥おくでは涙なみだが流れていた。

　この涙が効果的に利用できることを瞬しゆん時じに理解したカンナは、予定にはなかったが、ここで仮面を外す。カンナの涙に、支持者たちは息を吞のみ、尚なお興奮した。

　カンナは声せい援えんに手を振り応えながら、思う。

（人間は平等であるべき？　ふん。そんなことは知らんが、お前らは、俺おれの餌えさとなり、養よう分ぶんとなれ）

　カンナはなおも演説を続けながら、フロアを見み渡わたす。支持者たちは【アンチリヴァイアサン】のバッジを全員が着けている。【アンチリヴァイアサン】の象しよう徴ちようである『×』が入った龍りゆうの旗を掲かかげている生徒も何人かいる。狭せまいフロアで身を寄せ合い、全員がカンナに向かって熱を上あげる構図は、君主を目指すカンナにとって絶景だった。これは、最高の踏ふみ台だ。

　ふと、その光景を見ていて気付いた。

　Ｆ１２８クラス──カンナのクラスメイト全員の顔かおがそこにある。泰たい平へい、玲れい乃の、【アンチリヴァイアサン】の理念に首を傾かしげていた親しん司じの姿もある。クラスメイトたちは、カンナに気付いてもらいたい一心で、大きな声を上げていた。

（誰だれかしら来るかとは思っていたが全員とはな。……おそらく、ユリアが俺を吊つるし上げたときに、何もせず、俺を追いつめたことに罪悪感があるのだろう。だが、俺が生徒たちのことを考え、動いていると勘かん違ちがいしてくれたこいつらは、俺の味方に付くことを決断した。この会に全員で集まることで、味方に付いたことを強く表明しようとしているのだろう）

　カンナは演説を続けながら、拳こぶしをぐっと握にぎりしめる。

（Ｆランクとはいえ、自分が所属していたクラスが丸々、俺への支持を表明したのは大きい。それは俺の人間性の信しん頼らいに繫つながる。身近にいた人間が俺を支持しているのを見れば、他の生徒もその人格が信頼できるものと安心して、俺を応おう援えんするだろう。……ああ、もちろん、そのために優等生のふりをし続けていたのだけどな）

　それは入学時からの計算。

　カンナは常に、頂点に立つために、考え尽つくしているのだ。

（どうせだ。さっそくこの状じよう況きようを利用しよう）

　カンナは演説をちょうどいいところで切り上げ、口にする。

「玲れい乃の。こちらに上がってきてくれないか？」

　突とつ然ぜん名指しで指名された玲乃は、何事かと目を見み開ひらいて、こちらを見ている。カンナは戸と惑まどっている玲乃に、微笑ほほえみを見せ、手で招く。玲乃は周りに押し出されるような形で、呆ぼう然ぜんとしたまま、ステージの上うえに上げられた。

「あ、あのー……王子──じゃなくて、藤ふじ白しろくん、何かなー？」

「さて、ここで悲しいお知らせがある」

　カンナは玲乃の顔を見ずに、前を見て、口にする。

「彼女はボクを監視していた」

　大勢が怪け訝げんな表情になる。クラスメイトたちは、何を言っているのかと、顔を見合わせている。

　悪事を暴あばかれた玲乃は、一いつ瞬しゆんで顔を青ざめさせていた。

「監かん視しの目的は、ボクを追いつめ、【七君主】の称しよう号ごうを失わせるためだった。彼女は上うえのランクの人間から指示され、ボクを監視していた。ボクのことを細部まで調しらべ、追いつめるために付き合おうとさえした。そうだね？」

　真っ青になっている玲れい乃のは、息を止め、脚あしを震ふるわせている。

（……ふん、俺おれが気付いていないとでも思っていたか？　あり得ない。むしろ俺には芽め依いが大切なのだと、持もち田だユリアたちに錯さつ覚かくさせるために利用させてもらった）

　ようやく周囲も、ステージに立つ女が、カンナを追いつめようとした裏切り者であることが分かってきたようだ。

　──女は、カンナを陥おとしいれようとしたくせに、のうのうとこの場に現れている。

　支持者たちの感情は、戸と惑まどいから怒いかり、嫌けん悪お感かんに変わっていく。尋じん常じようではない敵てき意いが玲乃に向けられる。玲乃は針のむしろとなり、立っているのもつらそうなほどに、震えている。

「制裁だ」

　誰だれかが呟つぶやいた。その呟きは、すぐに他の者に拾われ、合唱となる。「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」。自分たちの発言にボルテージを上あげ、徐々に過か激げきになる。言葉には、まるで親おやを殺されたかのような憎にくしみがはらみ始める。「犯おかせ」「死ね」「殺せ」。

　もちろんカンナはそうなるように、言葉を選えらび、誘ゆう導どうしていた。

（そろそろいいか）

　カンナはタイミングを見計らい、叫さけんだ。

「そうじゃない！」

　君主の意外な言葉に、フロアは静まりかえる。

　カンナは歯を食いしばり、頭あたまを抱かかえる。

「そうじゃないんだ！　ボクは彼女を糾きゆう弾だんしたくて、ここに上げたわけじゃない！　ボクは彼女を例に出すことで、七なな星ほし学園の異常さを分かって欲しかったんだ」

　支持者たちの大半はまだ戸惑っているが、カンナの意図を詳くわしく知ろうと黙だまった。フロアは再び静まりかえっている。

「彼女は自分の意志で、ボクにスパイ行こう為いを働いたのか？　──違ちがう。彼女はＦランクの立場を利用され、強要されたんだ。自分の身体からだを使ってでも、スパイ行為をしろと強要されたんだ。そんなこと誰がしたいものか。彼女がスパイ行為をしたのは、この学園がそれだけ彼女を追いつめていたからだ。その選せん択たくをさせるほど、この学園は異常なんだ」

　カンナは玲乃に優やさしい視し線せんを向ける。

「分かってる。玲乃はＦランクであることがつらかったんだよね？」

　玲乃は涙なみだを浮うかべて、深く頷うなずく。

　カンナは再び視線をフロアに戻もどし、続ける。

「彼女は加害者じゃない。この学園における、典型的な被害者だ。もう二度とこんな想おもいを彼女にさせない。これからはボクが、彼女や、彼女と同じ立場にいる人間を護まもってみせる！」

　カンナは大きく手を振ふるう。

「──ボクが、皆みなを救済する！」

　湧わき上あがる。

　目の前の、君主の器うつわの大きさに、集まる人々は歓かん喜きする。

　この場でなければ、あまりに大げさな発言で、拍ひよう子し抜ぬけする言葉かもしれない。だが、もう、ここはカンナが空気を支配している。どれだけ大たい言げん壮そう語ごと思える発言でも、支持者たちは肯こう定てい的てきに受け止める。

「……理解、感かん謝しやするよ」

　カンナは柔やわらかく微笑ほほえむ。その、まるで油断し、思わず素が出てしまったかのような表情に、支持者たちはまたも魅み了りようされる。それさえもカンナの計算だとも知らずに。

　カンナは、玲れい乃のに近づき、取り出したハンカチで涙なみだを拭ぬぐう。

「ボクは分かっているよ。確たしかに玲乃は、恋れん愛あい感情さえも利用しようとした。でも玲乃は、そんなことができる女の子じゃないんだ」

　小さい声で、呟つぶやく。

「玲乃はちゃんと、ボクのことを好きだったんだよね？」

「──あ……」

　そう、確かに玲乃は、カンナと交際するよう、桃ももに指示されていた。しかし玲乃は指示をされる前から、カンナに好意を抱いだいていた。

　それをくみ取ることで、玲乃を罪悪感から救済する。

「ああ……」

　気持ちを分かってくれていた。それが救いになり、玲乃はハンカチに収まりきらないほどに涙を零こぼす。

　もちろんカンナの予定通り、交わした会話はマイクに拾われていた。

　カンナのあまりに厚い情に、支持者たちはまんまと感動した。




　玲乃は泣き止やまないままだったが、カンナに促うながされてステージから降りた。カンナはその姿を見守り、再び、フロアに視線を戻もどす。

　フロアに所ところ狭せましと群がる、熱ねつ狂きようする人。人。人。

　それがすべて、カンナの手足となる。

（まだ人数は少ないが、これからこの手足は増える一方だ。俺おれは頂点に立つための、土ど壌じようを築きずくことに成功したのだ）

　頂点への道は、まだ果てしなく遠い。

　この程度で感動してはいけない。

　この程度で達成感を得てはいけない。

　しかし、ユキトに嵌はめられ、Ｆランクになり、頂点に立つことが無む謀ぼうでしかなかった頃ころとは、状じよう況きようは明らかに変わった。目の前に広がるこの光景は、目もく標ひようが現実的になった証あかしだ。

　それを思うと、少し不ふ敵てきな笑みを浮うかべてしまうのは、仕方がないことだろう。

　感かん触しよく。

　新しい次元に足を踏ふみ入れた、確たしかな感触。




　──だが、そこに芽依はいない。




「────」

　不意によぎる思考に、カンナは自身のことながら驚おどろく。

（なぜ？　貴重だったとはいえ、たった一つの駒こまを失ったことを、どうしてたくさんの駒が入った今、気にしている？）

　分からない。

『別れ話なのですから』

　分からないが、最後に受け取ったメールの文面が、なぜかカンナの頭あたまをよぎる。

『わたしはカンナくんがエフでないことに気付いてしまいました。それはユキトさんという本物のエフを見てしまったからです。それでわたしは、今までのカンナくんの行動が、すべて噓うそだと分かってしまいました。分かってしまった以上、もうわたしたちはお別れしないといけません。わたしは、ユキトくんの悲ひ願がんを助けるために、この学園にいるのですから』

　どうして芽め依いが、ユキトが本物のエフだと分かったのかは知らない。だがユキトのオーラには、否いや応おうなく本物だと分からせるだけの説得力がある。おそらく芽依は、ユキトとどこかで接し、カンナの欺ぎ瞞まんを理解してしまったのだろう。

　もう、芽依がカンナの元に戻もどることはない。

『だけど、つらいよ』

　今まで、メールではどんなときも敬語だった、芽依の口く調ちようがここで変わった。

『だってわたしは、それでもまだ、カンナくんのことが好きだから』

　芽依の顔かおが浮うかぶ。

　浮かんだその顔は、無理矢理笑顔を作りながら、涙なみだを流しているものだった。

『だから、どうかカンナくん。わたしを少しでも想おもっていてくれたのなら、最後に一人でやってきて、話をしてください。信じてもらえないかもしれませんが、罠わなではありません。待っているのはわたし一人です。お願ねがいします』

　次の一文でメールは終わった。

『わたしに、自分がエフだって、また噓を吐ついて』




　考える必要などない。答えは決まっている。

　もう恋こい人びとでなくなり、ユキトたちと手を組んだであろう芽め依いの言葉を、信じてはならない。クロック・スターの前には、ユキトたちが罠わなを張り、待ち伏ぶせている可能性がある。ユキト相手に、それだけの隙すきを見せてはいけない。

　無視するしかない。それしか答えはない。それ以外の選せん択たくは論ろん外がいだ。




　例え──芽依の悲鳴にも聞こえる、最後の一文が、本音だと分かっていても。




（────）

　カンナはいつの間にか、左手でピストルの形を作り、人差し指の先をこめかみに押し当てていた。

　それはカンナの考えるときの癖くせだ。

　結論は出ている。だから何も考える必要はないのに、カンナは考えてしまっている。

　どうするべきか考えてしまっている。最後に芽依に会うべきか考えている。

（あり得ない。あまりに非生産的な思考だ。どんなに考えを尽つくしても、結論が変わるはずがない。それなのにどうして俺おれは、探している？　明日、クロック・スターに行ってもいい理由を探している？）

　カンナは人差し指をこめかみに押し当てたまま、再び視し線せんを上あげ、フロアを見る。

　先ほどは多少の興こう奮ふんを得られた光景だ。多くの人間が味方になったと、実感できた光景だ。

　しかし先ほどと、どういうわけか、感想が変わっていた。

　カンナはステージにたった一人で立ち、他の人間はすべて、フロアからありもしないカンナの幻げん想そうを見ている。

　そう、こんなにもここには人がいるのに。




　──だけどそのとききっと、その隣となりに、芽依ちゃんも、あたしもいない。




　自分の側そばには誰だれもいない。

　誰もいやしない。
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　六月二十五日。先週に梅雨入りしただけあって、今日の天気は、雨。

　乙おと坂さか芽め依いはクロック・スターの前で、水色の傘かさを差し、二時間立ち続けている。もう日は落ち、辺りは暗い。クロック・スターの明かりは、足あし下もとにはほとんど届かない。傘に落ちる雨あま粒つぶの音が、やけにうるさい。

　先ほど突とつ風ぷうで横よこ殴なぐりになった雨が、芽依の全身を濡ぬらしていた。トレードマークである柔やわらかい髪かみはびしょ濡れになっている。その姿は、誰だれが見てもみすぼらしく、痛々しい。

（カンナくんは来ない）

　もう理解していた。分かりきっていた。

　それでも芽依は、その場を動くことができない。

（諦あきらめて帰った瞬しゆん間かんに、わたしたちは別れたことになる）

　小さな声で呟つぶやく。

「大好きなカンナくんとの付き合いが、終わる」




　芽依は、桃ももたち【トラッドウルフ】に捕つかまり、人ひと質じちにされた。手を縛しばられ、目め隠かくしをされている芽依の前に、代わる代わる彼女を痛めつけようとする人々は現れた。視界を塞ふさがれている芽依は、人の気配がする度に、恐きよう怖ふに身体からだを強ばらせた。

　わざわざ連れてこられた部屋に、学園のカメラはない。だから校則違い反はんになるようなことをされてもおかしくないし、そもそも下位ランクの生徒の中には、校則違反を恐おそれない生徒もいる。何をされてもおかしくない。

　物音一つに恐怖した。交わされている何気ない会話さえ恐こわい。身体に触ふれられたら、それだけで失神をしてしまいそうだ。

　それでも芽依は、カンナの役に立ちたいと口にした。足を引っ張りたくないと口にした。恐怖に涙なみだを流しながらも、そう叫さけび続けていた。

　本音だった。自分が犠ぎ牲せいになってもいいから、カンナの足を引っ張るようなことだけはあってはならないと、本気で思っていた。

　だけど同時に、ごまかしきれない本音があった。

　──カンナくん、助けて！

　芽依は助けて欲しかった。他の誰でもないカンナに、助けに来て欲しかった。

　そして、確かく信しんに近い想おもいがあった。

　──カンナくんは、助けに来てくれる。

　芽依はエフの信者だ。クロック・スターの前で、エフの演説を何回も聞いている。だからエフの考えは理解している。【アンチリヴァイアサン】の思想を、本気で実行しようとしている人間なら、いくら目的の障害になっても、人ひと質じちになった自分を見捨てることはできない。それを芽め依いは確かく信しんしている。

　分かっているからこそ、尚なお更さら芽依は、自分を見捨ててでも目的を優ゆう先せんしてくれと、本気で願ねがったのだ。

　そして、助けが来た。

　芽依は思った。目め隠かくしを外したとき、そこにカンナの笑え顔がおがあるだろう。自分が泣きながら謝しや罪ざいしても、カンナは芽依を責めずに優やさしくしてくれるだろう。カンナが許してくれても、自分は足を引っ張ったことを、一生悔くやむのだろう。

　だけど、それ以上に一生感謝をするのだ。

　感謝を抱かかえて、一生愛し続けるのだ。

　そうして、目隠しが外される。

「大だい丈じよう夫ぶだった？」

　想像通り、優しい笑顔は見られた。

　だけど、違ちがった。

　目の前にいたのは、藤ふじ白しろカンナではなく、茅ちヶが崎さきユキトだった。




　カンナは助けに来なかった。

　カンナは恋こい人びとである芽依より、目的を達成することを選えらんだのだ。




　雨音。

　突とつ如じよ、目め眩まいが襲おそいかかり、傘かさを落とす。拾おうとかがむが、どうせもう十分に濡ぬれていると思い、どうでもよくなる。芽依は傘の持ち手に触ふれただけで放置し、そのまま立ち尽つくす。降り注ぐ雨が、制服に染みこんでいく。それもやっぱりどうでもいい。

（わたしがユキトさんをエフだと信じたのは、あれから散々説明をされてからだ。説明を受ければ、クロック・スターの側そばでエフの演説を何回も聞いたわたしには、ユキトさんが言っていることが真実だと分かってしまう。けれど、助けに来たのがカンナくんでなく、ユキトさんであったときにはもう、わたしはカンナくんがエフでないと、どこかで分かっていたのかもしれない）

　カンナは芽依に噓うそを吐ついていた。

　学園を変えたいというのは噓だった。

　弱者を救いたいというのは噓だった。

　芽依を助けたいというのは噓だった。

　自分のことを好きだと言ってくれたのも──噓だった。




「あ、は──」




　それでも大好きで。

　大好きで。

　大好きで。




　目め眩まいはさらに酷ひどくなり、芽め依いはその場でふらつき始める。泥どろがまるで底なし沼ぬまのように足を取って、真っ直すぐ立たせてくれない。ばしゃりばしゃりと音がする度に、脳が削けずり取られているような気がする。

　芽依は足を絡からめ取られながら、じっと手のひらを見つめる。大切なものが、手のひらからこぼれ落ちている感覚がする。二度とそれを拾うことはできない。落ちたそれは、雨と泥に混じり、汚よごれて、誰だれかに踏ふみ付けられるのだ。

「もう諦あきらめよう」

　声が聞こえた。

　芽依はゆっくり顔かおを上あげる。

　声の主は、目の前の傘かさを拾い、芽依の頭ず上じように掲かかげる。

「やっぱり、藤ふじ白しろカンナは来ないよ」

　茅ちヶが崎さきユキト。

「……来ない」

「うん、来ない」

「来ない……。カンナくんは来ないんだ」

　芽依は、小さく口にする。

「じゃあ、もう、わたしたちは別れているってこと？」

　声は自分でも信じられないくらいに震ふるえている。

　事実を受け止めきれない。そんなことがあり得るだなんて、想像もしていなかった。

　自分に向けられたカンナの笑顔。甘あまく優やさしい言葉。大切に自分のことを扱あつかってくれる所作。そこには自分への好意が含ふくまれていると思い込こんでいた。その態度に安心して、本当は自分の気持ちを表に出すのが恐こわいのに、遠えん慮りよなく好意を向けることができた。

　でも、カンナのそれがすべて演技だと知った。

　価か値ち観かんが、根元から壊こわれていく感覚。

　何もかもが消えてなくなる感覚。

　芽依は空からっぽになり、そうして実感する。




（わたしは、カンナくんと、別れた）




　世界に、色が消える。

（これから何を、信じたらいいのかな？　……あ、いや、そんなの一つしかない）

　芽め依いは、自分に傘かさを差し出している彼を見る。

（これからは、彼を、ユキトさんを信じよう）

　──エフを信じよう。

　──わたしの神を信じよう。

　世界の色は戻もどらない。でも、空からっぽになっていた頭あたまは、重さを取り戻もどす。目め眩まいがようやく収まってくれる。
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　芽依はユキトが持ってくれていた傘を受け取る。再び頭の上うえで、雨音がうるさく騒さわぐ。

（もう、わたしは、決めた）

「……カンナくんが来てくれなくて残念です」

　芽依の呟つぶやきに、ユキトは口を結んで頷うなずく。

「……そうだね。けじめを付けることができないよね」

「それだけじゃないです。ここに一人で来てくれれば──」

　芽依は無む意い識しきに笑った。




「カンナくんの不ふ浄じような野望を、潰つぶすことができたのに」




　ユキトは驚おどろいた顔かおで、芽め依いの顔を見る。

　そんな反応をされた意味が分からず、芽依は首を傾かしげる。

「何を驚いているんですか、ユキトさん？　そもそもユキトさんがここにいるのは、わたしが罠わなを提案して、カンナくんが来るのを待ち構えていたからですよね？　それなのにどうして今いま更さら、カンナくんの野望を潰すって口にしただけで、驚いているんですか？」

「だって君はまだ、藤ふじ白しろカンナのことを……」

「まだ好きだって、そう言いたいんですか？」

　ユキトは芽依の顔をじっと見る。

「もう、違ちがうのかな？」

「…………分かりません」

　カンナのことは忘れられない。どんなに頭あたまの中から消し去ろうと蓋ふたをしても、溢あふれ出てしまう。

　だから芽依は、忘れるのは諦あきらめた。

「わたしがこの学園にいる意味は、カンナくんを支えることだけにありました。でも、それはカンナくんがエフだと思っていたからです。【アンチリヴァイアサン】の理念を形にしてくれると思っていたからです。……でも、カンナくんはエフじゃなかった」

　芽依はユキトを見る。

「エフはユキトさんです。だから、ユキトさんを支えれば、わたしが学園にいる意味はあります。でも、それだけじゃ、半分です。わたしが支えたかったのは、カンナくんだったんです。カンナくんへの想おもいは消えない。わたしは、カンナくんに関わり続けたい。間違っているカンナくんを変えてあげたい」

　カンナを忘れられない芽依は、その巨きよ大だいな想いの、形を変えることしかできない。

（だから──）




「だからわたしは、カンナくんを壊こわしたい」




　滅め茶ちや苦く茶ちやに、ぐちゃぐちゃに、破は壊かいし尽つくしたい。

（この想いが、恋れん愛あい感情だというのなら──）

　芽依は濡ぬれた身体からだを、抱だきしめる。

（──わたしはまだ、カンナくんのことが好き）

「…………」

　ユキトはそんな芽め依いを、悲しそうに見つめている。

　芽依は正気ではない目で、ユキトを見つめ返す。どうしてそんな顔かおで見られているのかは分からない。

「ユキトさん。あなたの理念は素晴らしいです。あなたはわたしにとっての神です。そう、だからカンナくんを壊こわした後、わたしと同じにしたい」

　芽依は、不自然に目を見み開ひらき、言う。

「あなたに、カンナくんの神になって欲しい」

　カンナが頂点を目指す野望を捨て、ユキトに従う信者になる。

（カンナくん。あなたは思考を止めて、ユキトさんに従って）

　そうすれば芽依は、再びカンナの隣となりにいられる。

「カンナくんがここに一人で来れば、十中八九、称しよう号ごうを奪うばうことができたのに……」

　芽依の策さく。

　実はこの時間に芽依が呼び出したのは、カンナだけではなかった。カンナが《絶対契けい約やく》で【七君主】の称号を貸与している可能性のある人間、鴻こうの巣す桃ももと、種足たなだれクリスも、同時刻に別の場所に呼び出している。そこには霧きり子こたち、ユキトの同士たちが待ち伏ぶせている。

　芽依はカンナに、《絶対契約》で【七君主】の称号を一時的に渡わたされたとき、それがレイティングバトル対策であることに気付いた。しかしその対策は、万全ではない。なぜなら現段階では、カンナが【七君主】の称号を渡せるほど信用できる人物が限られているからだ。芽依が称号を渡す選せん択たくから外れた以上、残りは桃、後はせいぜいクリスぐらいだろう。一番信しん頼らいしているであろう七なな海みは、【強欲】を貸与する《絶対契約》を交わしたときに、別の《絶対契約》ができないよう契約しているので無理だ。

　つまり、カンナ、桃、クリスにレイティングバトルを同時に仕し掛かけ、勝利すれば称号を奪える。

　レイティングバトルはその性せい質しつ上じよう、必勝はできないよう設定されている。いくらカンナが頭ず脳のう明めい晰せきとはいえ、ユキトの同士たち全員で攻せめれば、勝てる可能性は高い。

　カンナがエフとして急速に生徒たちから支持を集めているのは、三つの称号を手にしている事実が大きい。ここで称号を失わせれば、カンナの求心力は大きく低下する。もう実質的にカンナのものとなってしまった【アンチリヴァイアサン】を、ユキトが奪い返すのは無理かもしれない。でも、組そ織しきの巨きよ大だい化かを止めることはできる。カンナが体勢を立て直す前に、奪った三つの称号を、神楽かぐら坂ざかエリカでも、明あき山やま桜おう華かでも、元フレンズ７のメンバーでも、組織をすぐに形成できる強きよう敵てきに与あたえてしまえば、【七君主】の称号を取り返すのは困こん難なんになる。

　セブンクリークの戦力が分散すれば、【アンチリヴァイアサン】を失ってしまったユキトたちでも、割って入るチャンスが生まれる。

　だが芽依の策は、空から振ぶりに終わった。たっぷり同情を誘さそったメールに、カンナは反応してくれなかった。ここには来てくれなかった。

（でも、チャンスはいくらでもある）

　カンナの戦略を芽め依いは知っている。カンナは徹てつ底てい的てきに相手を分ぶん析せきし、調しらべ尽つくし、それを踏ふまえて行動する。

　カンナの能力は、ユリアをまるで操あやつり人形のように意図通りに動かした、恐おそろしいものだ。

　しかし、芽依ならそれを逆手に取れる。

　なぜなら、芽依のことをよく知っているカンナは、芽依が自分を直接倒たおしに来るとは考られない。芽依にここまでの攻こう撃げき性せいがあるとは考えられない。だって、確たしかに今まで、乙おと坂さか芽依にそんな側面はなかったのだ。カンナの頭あたまには、芽依のことは、臆おく病びようで、一人だと何もできない人物だとインプットされている。

　その分析の裏をかけば、必ずチャンスはある。

　芽依は変わった。芽依の目的は、カンナを破は壊かいすることだ。それが何よりも求めるものなのだ。そのためなら、なんでもできる。

　その性せい質しつを、カンナはきっと、読むことはできない。

「カンナくん」

　芽依は笑う。

「あなたの絶望を、わたしに見せて」

　しかしそれは、口の端はしだけをわずかに上あげる、笑え顔がおとは到とう底てい呼べない表情だった。




　　　　　　　　　■




（あまりに痛々しくて、見ていられないよ）

　ユキトは、目の前の濡ぬれた少女から、思わず視し線せんを逸そらす。

　芽依の状態は、明らかに普ふ通つうではない。その異常さは、ステータスデータにも現れている。彼女のステータスデータは、以前ユキトの演説を聴きいていたときには、『Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｅ、Ａ、Ｂ』という平へい凡ぼんな数値だった。しかし、今は『Ｂ、Ｃ、Ｅ、Ｄ、Ｄ、Ｂ、Ｂ』。同一人物とは思えない、劇げき的てきな変化をしている。短期間でこれだけ変へん貌ぼうする人物を、ユキトは知らない。この数値の変化は、学園のシステムに、別の人間になってしまった、そう言われているに等しい。

　しかも、このステータスデータは、おそらくこのままで留とどまらない。芽依は、カンナを倒すために、その資質をさらに伸のばすだろう。

　芽依は元々、弱肉強食学園に適合できていない生徒だった。そのためどうしても、ステータスデータは伸び悩んでいた。

　殻からを破った、と言えば聞こえはいい。だが、破った殻は、きっと芽依の良さであった、優やさしさであったり、奥おくゆかしさであったり、純じゆん粋すいさだったり、微笑ほほえましい恋れん愛あい観かんだったりもしたのだ。

　それらを芽め依いは殺した。

　芽依は、ひたすらカンナを憎にくむことで、弱肉強食学園に適合した。

（僕ぼくが動き出すのは、遅おそすぎた）

　ユキトは歯を食いしばり、濡ぬれた芽依の頭あたまを抱だきしめる。

　芽依は突然頭を抱かかえられ、キョトンと目を丸くしている。




　ユキトはカンナにエフの座を奪うばわれた。

　だがユキトとて、カンナに何もアクションを起こさなかったわけではない。

　ユキトは、カンナにユリアと会うことを許可した後、すぐに人ひと質じちに取られている芽依の救出に向かった。

　それはカンナの計画を狂くるわすためだ。カンナの性せい質しつを考えれば、芽依が大切な恋こい人びとであろうと、戦略の中で重要な駒こまとして計算に入れていると踏ふんでいた。実際、【七君主】の称しよう号ごうを貸与までしていたのだから、その判断は間ま違ちがいではなかった。ユキトは考えもしなかったが、貸与している間に芽依から称号を奪えば、カンナの計画が崩くずれたのも事実だ。

　救出することで、芽依がカンナから離はなれ、自分に付いてくれる自信もあった。何せ芽依は、元々熱心な【アンチリヴァイアサン】の同志だ。ユキトの理念が曲がっていない以上、どちらが本物かを見極めることがきっとできる。

　結果、実際に芽依を味方に引き込こむことができた。それはカンナへ一矢を報いたことになるだろう。

（でも、遅すぎた）

　ユキトは歯を食いしばる。

（偽にせエフが藤ふじ白しろカンナと分かってから、動き出したんじゃ遅かったんだ。速度こそ自分の武ぶ器きだと思っているのに、僕はあまりに遅かった。彼が危険人物であることは、以前からずっと分かっていた。自分と対立する存在だってことも分かっていた。彼がＦランクであろうと、七なな星ほし学園に入学した瞬しゆん間かんから、戦わなければならなかったんだ）

　それをしなかった結果が今だ。

　カンナが【傲ごう慢まん】、【憤ふん怒ぬ】、【強欲】を手にするのを許し、【アンチリヴァイアサン】を見事なまでに奪われ、心の優やさしい芽依を護まもることができなかった。

　──僕は君を誤解していたかもしれない。

　それはユキトが、ユリアとの戦いに向かったカンナに言ったセリフ。ユキトは半ば本気でその言葉を口にした。

（なんて僕は吞のん気きだったんだ）

　ユキトはこれまで、どんな相手であっても、理解でき、共感できる部分はあると思っていた。相手の立場を慮おもんぱかれば、理解し合えるようになると思っていた。

　でも、藤ふじ白しろカンナという人物を知り、思い知った。

　理解し合えると考えるのは間ま違ちがいじゃない。だが、それでは間に合わない相手がいる。

　心を決して許してはいけない敵てきがいる。

　人間ではなく、ただ障害となる敵と見なし、突つき放して扱あつかわなければどうしようもできない相手がいる。




　ユキトは抱だきしめていた、芽め依いの頭あたまを離はなす。

　そうして、彼女の顔かおを見る。

　飛び込こんでくる、空くう虚きよな瞳ひとみ。




「────ぁ」

　空虚な瞳は、強制的に連想させる。

　──記き憶おくが、蘇よみがる。




　学園病びよう棟とう。白いベッド。旧型のテレビ。片目のないクマのぬいぐるみ。殴なぐり書きだらけの手帳。絡からまったアダプター。破り捨てられた教科書。散らばった錠じよう剤ざい。汚よごれたパジャマ。黄色い水たまり。青白い腕うで。リストカットの痕あと。外れたカーテン。てるてる坊主。大きなてるてる坊主。大きな大きなてるてる坊主。オモチャの指ゆび輪わ。

　空虚な瞳。




「──リツカ姉さん」




　あのときに思った。

　どんなに困こん難なんだろうと、成し遂とげると決めた。

　この学園を否定し、破は壊かいすると。

（なのに、僕ぼくはこのざま！　このざまだ!!）

　髪かみを搔かきむしる。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　思わず、憤いきどおりを押し殺せず、叫さけぶ。

「くそ！　くそ！　くそお！」

　ユキトは、制服の上うわ着ぎのポケットに手を入れる。安っぽいプラスチックでできた、オモチャの指ゆび輪わを握にぎりしめる。

　突とつ如じよ叫さけびだしたユキトを、芽め依いは驚おどろいた顔かおで見ている。構わず、ユキトは芽依の肩かたを力強く摑つかみ、叫ぶ。

「僕ぼくは君を救う！」

　両目から涙なみだが流れるが、気にせず叫ぶ。

「僕は絶対君を救うからな！」

　芽依は勢いに負けて、よく分からないままこくりと頷うなずく。




（……だけど、どうしたらいい？）

　ユキトは涙を手の甲こうで拭ぬぐいながら考える。

　ユキトの最終目もく標ひようは、全校生徒の三割を、【アンチリヴァイアサン】に入れることだった。そうして七なな星ほし一かず夜やに学園の制度を変えるよう、要求し、吞のませるつもりだった。

　しかしすでに、【アンチリヴァイアサン】はカンナの手に渡わたり、取り返すことは不可能だ。

【アンチリヴァイアサン】を作ったのと同じ要領で、また一から別の組そ織しきを作り、三割の人間を集めるのも無理そうだ。【アンチリヴァイアサン】という強力な類るい似じ組織がある以上、人数は分散してしまい、多くは集められない。少なくとも全校生徒の三割など、夢のまた夢だ。

（でも、決まっていることがある。それは──）

　オモチャの指輪を、強く握りしめる。

（──藤ふじ白しろカンナを、倒たおすことだ）

　カンナは頂点を目指し、クリークを独どく占せんしようとしている。クリークを独占されれば、当然ユキトは生徒たちの支持を集めることなどできない。

　カンナを倒さなければ、ユキトは前に進めない。

　それだけは紛まごうことなき事実なのだ。

（だけど、どうやって倒す？）

　どうやって？

　どうやって？




「探したぞ、茅ちヶが崎さきユキト」

　聞き慣れない、凛りんとした女性の声に、ユキトは顔を上あげる。

「君は──」

　声は初めて聞いたが、その顔は知っていた。

　黒い傘かさを差し、真っ直すぐユキトを睨にらみ付けるのは、かつての権けん力りよく者しや。

　元フレンズ７序列一位、礼らい羽は佐さ里り。

「茅ヶ崎ユキト。統率力Ｓの能力を持つ、君の力が必要だ」

　ユキトは知っている。

　フレンズ７は解体されても、佐さ里りの背後にはまだ、絶対的君主と呼ばれた、彼女がいる。




　──神楽かぐら坂ざかエリカがいる。




　戸と惑まどうユキトに、佐里は、なんの遠えん慮りよもなく言った。

「エリカさんに手を貸してもらうぞ」










　　　あとがき




　こんにちは、御み影かげ瑛えい路じです。Ｆランクの暴ぼう君くん二巻をお届けしました。

　早速ですが、ここに書くことがまるで思い浮うかばないです。もういっそのことエリカが魔ま法ほう少女になり、無表情で「マジカル～」とか言っている偽にせ予告でも書こうかとも思ったのですが、「寒い」「痛い」「すべってる」と批判されるのが恐こわすぎるのでやめました。ちょっと見たいと思った方はＲＴ。




　前巻のあとがきでメインヒロインについて言げん及きゆうしたところ、結構な反応がありました。確たしかにポジション的には一番七なな海みがヒロインに近いんですが、実は僕ぼくの書いている感覚では、メインヒロインは彼女じゃありません。エリカでも、芽め依いでもありません。じゃあ誰だれ？

　カンナです。

　……いや、そもそも女の子じゃないし、かわいげもないのですが。

　ならばどこがヒロイン？　というとですね、本来主人公は、ヒロインの魅み力りよくを前に出すために、引き立て役に回るべきなんです。でもこのお話は、むしろヒロインたちが、カンナを目立たせるために動いています。カンナが一番前に出てくるお話なんです。その感覚が、通常ヒロインを書いているのと同じなわけですね。

　なので読者さんには、カンナのことを好きになって欲しいなあ、と思いながらこの話を書いています。その割にカンナは酷ひどいことばかりしてるけどね！




　謝しや辞じです。

　担当編へん集しゆうの三み木きさん、ありがとうございます。スムーズに進行できたのは、三木さんのおかげです。

　イラストレーターの南みなみ方かた純じゆんさん、コミック連れん載さいが忙いそがしい中、ありがとうございます。理想的なイラストを描かいてもらって、僕は本当に幸せだと思います。




　それから、このシリーズ以外にも近々動きがあるかと思いますので、そちらもよろしくお願ねがいします。ではでは、また近いうちにお会いできますよう。




　あ、それと、ツイッターを始めました。よろしければこちら（@mikage_eiji）をフォローなんぞしてやってください。





御影瑛路
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御み影かげ瑛えい路じ

埼玉県出身、東京都在住。ここに載せる写真をどうしようかと困っていたら、小城徹也先生が似顔絵を書いてくださいました！　ありがとうございました！
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イラスト／南みな方かた 純すなお

京都在住のイラストレーターのような漫画家のような。月刊ニュータイプで『悪魔のリドル』（原作 高河ゆん）連載中。趣味は愛猫のお腹をモフモフすること。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「御影瑛路先生」係

「南方 純先生」係











本書は書き下ろしです。
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Ｆランクの暴ぼう君くんⅡ




─天てん才さいの華か麗れいなる暴ぼう虐ぎゃく─








御み影かげ瑛えい路じ
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